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ほっこり和む なつかしの場所ほっこり和む なつかしの場所

散散歩歩道道 目次

実音は、中学生になってバレー部に入部。ポジショ
ンは「リベロ」で練習を頑張っています。小学生から
習っている書道も昇段試験に備えて練習しています。
音葉と木音は地元の剣友会に入って週３回の練

習に励んでいます。土曜日は里山で自然体験を学ぶ
学童に参加するなど、活発に過ごしています。
菜音は色んなことに興味を持ちはじめ、飼っている

猫や絵本、水遊びも大好きです。
４人とも音楽が好きで、上の子たちは、家にあるピア
ノを弾いて楽しんでいます。菜音は音に合わせて手遊
びをしています。手の空いている時間は下の子の面
倒や、家事、畑仕事を手伝ってくれて助かっています。
このまま仲良く、元気に育っていってほしいです。

富津市志駒川に沿って走る全長約１１kmの県道182号(上畑湊線)
は、通称“もみじロード”と呼ばれ、千葉県内屈指のもみじの名所です。
約1000本のもみじが生い茂り、11月下旬から12月上旬に見頃を

迎えます。
船戸橋、観音堂のイチョウ、山中区公民館周辺は人気の鑑賞ス

ポットとなっており、散策することができます。12月中旬には地蔵堂
の滝のもみじが見頃を迎えます。
地域の方による無料休憩所や臨時駐車場の設置、キッチンカー

などの出店もありますので、ドライブやハイキングを楽しんでみては
いかがでしょう。
〈場所〉�富津市志駒～山中　県道182号（上畑湊線）
〈アクセス〉
電車：	JR上総湊駅から戸面原ダム行バスに乗り約20分	 	

六野バス停下車
車：	館山自動車道富津中央ICから国道127号線経由で約6㎞

〈イベント〉
�山中もみじ祭り		11月23日（土）・24日（日）・	 	

30日（土）・12月1日（日）
〈問合せ〉�富津市観光協会	☎0439－80－1291

もみじロードもみじロード

 

さ
ずか
の
方
言

おめいなんかも
つかうかえ〜

著　藤倉 冨二夫

君津市君津市
市宿市宿

川田　裕之さん・澄音さん
	 　実音（みおと）さん	 （14歳）
	 　音葉（おとは）さん	 （12歳）
	 　木音（このと）さん	 （10歳）
	 　菜音（なお）ちゃん	（１歳７か月）

えーてる� �
　�開いてる。空いてる。何かの口があいている。規定の収容人数に
まだ余裕がある。電車やバスがすいている。店舗等が営業して
いるなどの意。発音的には、薬品のエーテルにほぼ同じ。

こいなの� �
　�こういうようなもの。こういうような物（者）。このような物
（者）。「おんも（あたいも）、こ

・ ・ ・ ・

いなのが、ほしいな」「わら、
そ
・ ・ ・ ・ ・

いなおとばしそってやがって、まーちっと、べんきょしたら、
かってやんべよ」☞「ボクも（私も）こういうような物が欲しい
な」「おまはそういうことばっか言っていて、もう少し、勉強した
ら買ってやろうよ」というのが、我々が子供時代の親子の会話
のパターンのひとつだった。友だちが持っているからといって、
誰もが欲しいモノを買ってもらえるような時代ではかなった。前
著「こいなが」の項にほぼ同じ。

2 � 我が家のアイドル・ふるさと散歩道・かずさの方言
3 � 農作業安全NEWS
4 � みずき通信

6 � JAバンク千葉優遇プログラム
� 「JAマイステージ」
8 � 営農かわら版
9 � 家庭菜園
10 � ミセスの色
� 「家の光家計簿」について重要なお知らせ

11 � これ食べたい
� おいしく食べて美しく

12 � みずきの写真館
� みずきの絆�� �
� 今月の風流人� �
13 � 謎解きクロスワード
14 � Information
16 � 農業まつり開催のお知らせ
� 直売所イベント

【資料提供：富津市観光協会】【資料提供：富津市観光協会】
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Vol.389 2



ケ
ガ
に
よ
る
担
い
手
の
離
脱
は

集
落
営
農
の
崩
壊
に
も

水
稲
・
そ
ば
・
麦
・
大
豆
を
作
付
け
る

集
落
営
農
法
人
で
は
、
３
０
㎏
の
個
袋

を
計
量
器
か
ら
パ
レ
ッ
ト
ま
で
運
ぶ

際
、
床
面
か
ら
の
持
ち
上
げ
や
１
０
ｍ

程
度
の
移
動
に
よ
っ
て
ギ
ッ
ク
リ
腰
・

腰
背
痛
が
頻
発
し
て
い
ま
し
た
。

主主
たた
るる
担担
いい
手手
がが
ケケ
ガガ
をを
しし
てて
作作
業業

かか
らら
離離
脱脱
すす
るる
とと
、、地地
域域
全全
体体
のの
営営
農農
にに

影影
響響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
当
初
掲
げ
て
い

た
集
落
営
農
像
も
実
現
で
き
な
く
な
り

か
ね
ず
、法
人
代
表
は「
地
域
の
担
い
手

に
な
っ
た
以
上
、
ケ
ガ
は
自
分
だ
け
の

問
題
で
は
な
い
。地地
域域
にに
迷迷
惑惑
をを
かか
けけ
たた

くく
なな
いい
一一
心心
でで
、、事事
故故
防防
止止
にに
取取
りり
組組
んん

でで
いい
るる
」
と
語
り
ま
す
。

ケ
ガ
で
地
域
に

迷
惑
を
か
け
て
し
ま
う

ト
ラ
ク
タ
ー
か
ら
の
降
車
時
、

凍
っ
た
地
面
で
足
を
滑
ら
せ…

乗
用
ト
ラ
ク
タ
ー
で
除
雪
中
、
障
害

物
に
気
づ
い
て
ト
ラ
ク
タ
ー
か
ら
飛

び
降
り
よ
う
と
し
た
際
、
凍凍
っっ
たた
地地
面面

でで
足足
をを
滑滑
らら
せせ
てて
仰仰
向向
けけ
にに
倒倒
れれ
、
右

肩
を
強
打
。

田
植
え
機
に
肥
料
を

補
給
し
よ
う
と
し
て…

２
０
㎏
の
肥
料
袋
を
抱
え
て
田
植

え
機
の
前
部
に
乗
っ
た
際
、
足
を
滑
ら

せ
て
転
倒
。
田田
植植
ええ
機機
にに
腰腰
とと
背背
中中
をを

強強
打打
し
、
脊
椎
骨
折
と
打
撲
。

あ
ゆ
み
板
が
外
れ

田
植
機
が
体
の
上
に…

運
搬
車
の
荷
台
か
ら
田
植
機
を
バ

ッ
ク
で
降
ろ
す
際
、
ああ
ゆゆ
みみ
板板
がが
外外
れれ

そそ
うう
にに
なな
っっ
たた
た
め
、
と
っ
さ
に
飛
び

降
り
て
伏
せ
た
と
こ
ろ
、
上
か
ら
田田
植植

機機
がが
落落
下下
し
て
き
て
左
大
腿
骨
折
。

・事故発生時の手順書を明示。
・作業時は各自が救急箱を持参。
・ヒヤリハット事例を地図アプリと簿
冊で共有。
・朝礼で作業場所付近の危険個所
やドローン作業における事故防止
を注意喚起。
・トラクター作業では必ずヘルメット
装着、片ブレーキ厳禁、修理点検
時のエンジン停止などを徹底。
・危険が予想される個所での草刈り
作業は２人以上で行う。

地 域

農
作
業
事
故
の
当
事
者
が
語
る…

…ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
共
有
は

恥
ず
か
し
い
こ
と
で
は
な
い

Ｇ
Ａ
Ｐ（
農
業
生
産
工
程
管
理
）の
団

体
認
証
に
取
り
組
む
別
の
集
落
営
農
法

人
で
は
、
乾
燥
調
製
施
設
内
で
荷
物
を

持
ち
上
げ
る
際
に
突突
起起
物物
でで
頭頭
部部
をを
強強

打打
しし
たた
りり
、、脚脚
立立
かか
らら
のの
落落
下下
、、鎌鎌
やや
カカ

ッッ
タタ
ーー
にに
よよ
るる
切切
傷傷
な
ど
の
事
故
が
発

生
し
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
「
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
共
有
は

恥
ず
か
し
い
こ
と
で
は
な
い
」
と
の
意

識
か
ら
、
従
事
者
同
士
で
ヒヒ
ヤヤ
リリ
ハハ
ッッ

トト
事事
例例
をを
共共
有有
化化
。
作
業
日
誌
の
ほ
か

ス
マ
ホ
か
ら
も
記
載
で
き
る
よ
う
に
し

た
り
、
作
業
に
行
く
際
は
ス
マ
ホ
の
ア

プ
リ
か
ら
危
険
を
知
ら
せ
る
通
知
を
表

示
。
ほ
か
に
も
、
作
業
が
困
難
な
箇
所

（
せ
ま
い
農
道
か
ら
水
田
へ
の
進
入
路

な
ど
）
は
ベ
テ
ラ
ン
が
担
当
す
る
な
ど
、

危
険
回
避
に
努
め
て
い
ま
す
。

果
樹
園
で
Ｓ
Ｓ
運
転
中
、

主
枝
に
頭
部
を
打
ち
つ
け…

ス
ピ
ー
ド
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
を
運
転

中
、
果
樹
の
主
枝
の
直
近
で
頭
を
傾
け

て
避
け
た
も
の
の
、
Ｓ
Ｓ
の
異
音
に
気

づ
い
て
運
転
席
の
メ
ー
タ
ー
を
確
認

し
よ
う
と
顔顔
をを
上上
げげ
たた
際際
、、
頭頭
部部
がが
主主

枝枝
にに
激激
突突
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
も
飛
ぶ
ほ
ど

の
衝
撃
で
、
頸
椎
亜
脱
臼
。

無
人
運
転
用

モ
ノ
レ
ー
ル
に
乗
っ
て…

ミ
カ
ン
園
で
無
人
運
転
用
の
モ
ノ

レ
ー
ル
に
乗
り
、
ハ
シ
ゴ
と
刈
払
機
を

運
搬
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
防防
風風
垣垣

にに
ぶぶ
つつ
かか
っっ
てて
脚脚
をを
強強
打打
。

搾
乳
中
、
牛
に
蹴
ら
れ…

酪
農
の
牛
舎
で
乳
房
炎
に
か
か
っ

た
牛
を
一
人
で
搾
乳
し
よ
う
と
し
た

際
、
誤
っ
て
患
部
に
触
れ
、
痛
が
っ
た

牛牛
がが
蹴蹴
りり
出出
しし
たた
左左
足足
がが
胸胸
部部
にに
当当
たた

りり
打
撲
入
院
。

子
供
た
ち
の
声
に
驚
い
た
牛
が…

搾
乳
中
、
近
く
で
小小
学学
生生
がが
大大
声声
でで

挨挨
拶拶
をを
しし
たた
ここ
とと
にに
驚驚
いい
たた
牛牛
が
、
作

業
者
の
左
大
腿
部
付
け
根
を
踏
み
つ

け
骨
折
。

「「安安全全第第一一」」ここそそ
集集落落営営農農のの最最重重要要課課題題

対策のポイント

農作業死亡事故の多くが高齢者
多くの地域で世代交代や担い手の確保が
困難な状況
事故の重大さを集落全体で認識する必要
「迷惑をかける→事故を隠す」につなが
らないよう、ヒヤリハットの共有や危険
個所の改修を徹底

・車高が高い乗用トラク
ターは飛び乗り・飛び
降り厳禁。
・靴底に十分刻みがあ
り、滑りにくい長靴を
使用。
・公道走行に必要な安全
機能が装備されていな
い田植機の移動は、運
搬車を使用。積み込み・
積み下ろしにはあゆみ
板を利用。
・果樹園内の作業路は、
枝葉のかぶさりや旋回
場所などのリスクを毎
年チェック。
・無人運転用モノレール
には乗らない。
・危険行動が予測される
牛の搾乳は複数人で、
牛を保定して行う。
・牛の近くでは大声を出
さず、ゆっくり行動。

出典 「事故事例・事故防止 のキーワード」（農作業安全総合推進協議会）
「農作業安全指導マニュアル」「農作業安全リスクカルテ」（日本農業機械化協会）

監修 全国農業改良普及支援協会
制作協力 株式会社コセプロ
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ち
つ
け…

ス
ピ
ー
ド
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
を
運
転

中
、
果
樹
の
主
枝
の
直
近
で
頭
を
傾
け

て
避
け
た
も
の
の
、
Ｓ
Ｓ
の
異
音
に
気

づ
い
て
運
転
席
の
メ
ー
タ
ー
を
確
認

し
よ
う
と
顔顔
をを
上上
げげ
たた
際際
、、
頭頭
部部
がが
主主

枝枝
にに
激激
突突
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
も
飛
ぶ
ほ
ど

の
衝
撃
で
、
頸
椎
亜
脱
臼
。

無
人
運
転
用

モ
ノ
レ
ー
ル
に
乗
っ
て…

ミ
カ
ン
園
で
無
人
運
転
用
の
モ
ノ

レ
ー
ル
に
乗
り
、
ハ
シ
ゴ
と
刈
払
機
を

運
搬
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
防防
風風
垣垣

にに
ぶぶ
つつ
かか
っっ
てて
脚脚
をを
強強
打打
。

搾
乳
中
、
牛
に
蹴
ら
れ…

酪
農
の
牛
舎
で
乳
房
炎
に
か
か
っ

た
牛
を
一
人
で
搾
乳
し
よ
う
と
し
た

際
、
誤
っ
て
患
部
に
触
れ
、
痛
が
っ
た

牛牛
がが
蹴蹴
りり
出出
しし
たた
左左
足足
がが
胸胸
部部
にに
当当
たた

りり
打
撲
入
院
。

子
供
た
ち
の
声
に
驚
い
た
牛
が…

搾
乳
中
、
近
く
で
小小
学学
生生
がが
大大
声声
でで

挨挨
拶拶
をを
しし
たた
ここ
とと
にに
驚驚
いい
たた
牛牛
が
、
作

業
者
の
左
大
腿
部
付
け
根
を
踏
み
つ

け
骨
折
。

「「安安全全第第一一」」ここそそ
集集落落営営農農のの最最重重要要課課題題

対策のポイント

農作業死亡事故の多くが高齢者
多くの地域で世代交代や担い手の確保が
困難な状況
事故の重大さを集落全体で認識する必要
「迷惑をかける→事故を隠す」につなが
らないよう、ヒヤリハットの共有や危険
個所の改修を徹底

・車高が高い乗用トラク
ターは飛び乗り・飛び
降り厳禁。
・靴底に十分刻みがあ
り、滑りにくい長靴を
使用。
・公道走行に必要な安全
機能が装備されていな
い田植機の移動は、運
搬車を使用。積み込み・
積み下ろしにはあゆみ
板を利用。
・果樹園内の作業路は、
枝葉のかぶさりや旋回
場所などのリスクを毎
年チェック。
・無人運転用モノレール
には乗らない。
・危険行動が予測される
牛の搾乳は複数人で、
牛を保定して行う。
・牛の近くでは大声を出
さず、ゆっくり行動。

出典 「事故事例・事故防止 のキーワード」（農作業安全総合推進協議会）
「農作業安全指導マニュアル」「農作業安全リスクカルテ」（日本農業機械化協会）

監修 全国農業改良普及支援協会
制作協力 株式会社コセプロ

ケ
ガ
に
よ
る
担
い
手
の
離
脱
は

集
落
営
農
の
崩
壊
に
も

水
稲
・
そ
ば
・
麦
・
大
豆
を
作
付
け
る

集
落
営
農
法
人
で
は
、
３
０
㎏
の
個
袋

を
計
量
器
か
ら
パ
レ
ッ
ト
ま
で
運
ぶ

際
、
床
面
か
ら
の
持
ち
上
げ
や
１
０
ｍ

程
度
の
移
動
に
よ
っ
て
ギ
ッ
ク
リ
腰
・

腰
背
痛
が
頻
発
し
て
い
ま
し
た
。

主主
たた
るる
担担
いい
手手
がが
ケケ
ガガ
をを
しし
てて
作作
業業

かか
らら
離離
脱脱
すす
るる
とと
、、地地
域域
全全
体体
のの
営営
農農
にに

影影
響響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
当
初
掲
げ
て
い

た
集
落
営
農
像
も
実
現
で
き
な
く
な
り

か
ね
ず
、法
人
代
表
は「
地
域
の
担
い
手

に
な
っ
た
以
上
、
ケ
ガ
は
自
分
だ
け
の

問
題
で
は
な
い
。地地
域域
にに
迷迷
惑惑
をを
かか
けけ
たた

くく
なな
いい
一一
心心
でで
、、事事
故故
防防
止止
にに
取取
りり
組組
んん

でで
いい
るる
」
と
語
り
ま
す
。

ケ
ガ
で
地
域
に

迷
惑
を
か
け
て
し
ま
う

ト
ラ
ク
タ
ー
か
ら
の
降
車
時
、

凍
っ
た
地
面
で
足
を
滑
ら
せ…

乗
用
ト
ラ
ク
タ
ー
で
除
雪
中
、
障
害

物
に
気
づ
い
て
ト
ラ
ク
タ
ー
か
ら
飛

び
降
り
よ
う
と
し
た
際
、
凍凍
っっ
たた
地地
面面

でで
足足
をを
滑滑
らら
せせ
てて
仰仰
向向
けけ
にに
倒倒
れれ
、
右

肩
を
強
打
。

田
植
え
機
に
肥
料
を

補
給
し
よ
う
と
し
て…

２
０
㎏
の
肥
料
袋
を
抱
え
て
田
植

え
機
の
前
部
に
乗
っ
た
際
、
足
を
滑
ら

せ
て
転
倒
。
田田
植植
ええ
機機
にに
腰腰
とと
背背
中中
をを

強強
打打
し
、
脊
椎
骨
折
と
打
撲
。

あ
ゆ
み
板
が
外
れ

田
植
機
が
体
の
上
に…

運
搬
車
の
荷
台
か
ら
田
植
機
を
バ

ッ
ク
で
降
ろ
す
際
、
ああ
ゆゆ
みみ
板板
がが
外外
れれ

そそ
うう
にに
なな
っっ
たた
た
め
、
と
っ
さ
に
飛
び

降
り
て
伏
せ
た
と
こ
ろ
、
上
か
ら
田田
植植

機機
がが
落落
下下
し
て
き
て
左
大
腿
骨
折
。

・事故発生時の手順書を明示。
・作業時は各自が救急箱を持参。
・ヒヤリハット事例を地図アプリと簿
冊で共有。
・朝礼で作業場所付近の危険個所
やドローン作業における事故防止
を注意喚起。
・トラクター作業では必ずヘルメット
装着、片ブレーキ厳禁、修理点検
時のエンジン停止などを徹底。
・危険が予想される個所での草刈り
作業は２人以上で行う。

地 域

農
作
業
事
故
の
当
事
者
が
語
る…

…ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
共
有
は

恥
ず
か
し
い
こ
と
で
は
な
い

Ｇ
Ａ
Ｐ（
農
業
生
産
工
程
管
理
）の
団

体
認
証
に
取
り
組
む
別
の
集
落
営
農
法

人
で
は
、
乾
燥
調
製
施
設
内
で
荷
物
を

持
ち
上
げ
る
際
に
突突
起起
物物
でで
頭頭
部部
をを
強強

打打
しし
たた
りり
、、脚脚
立立
かか
らら
のの
落落
下下
、、鎌鎌
やや
カカ

ッッ
タタ
ーー
にに
よよ
るる
切切
傷傷
な
ど
の
事
故
が
発

生
し
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
「
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
共
有
は

恥
ず
か
し
い
こ
と
で
は
な
い
」
と
の
意

識
か
ら
、
従
事
者
同
士
で
ヒヒ
ヤヤ
リリ
ハハ
ッッ

トト
事事
例例
をを
共共
有有
化化
。
作
業
日
誌
の
ほ
か

ス
マ
ホ
か
ら
も
記
載
で
き
る
よ
う
に
し

た
り
、
作
業
に
行
く
際
は
ス
マ
ホ
の
ア

プ
リ
か
ら
危
険
を
知
ら
せ
る
通
知
を
表

示
。
ほ
か
に
も
、
作
業
が
困
難
な
箇
所

（
せ
ま
い
農
道
か
ら
水
田
へ
の
進
入
路

な
ど
）
は
ベ
テ
ラ
ン
が
担
当
す
る
な
ど
、

危
険
回
避
に
努
め
て
い
ま
す
。

果
樹
園
で
Ｓ
Ｓ
運
転
中
、

主
枝
に
頭
部
を
打
ち
つ
け…

ス
ピ
ー
ド
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
を
運
転

中
、
果
樹
の
主
枝
の
直
近
で
頭
を
傾
け

て
避
け
た
も
の
の
、
Ｓ
Ｓ
の
異
音
に
気

づ
い
て
運
転
席
の
メ
ー
タ
ー
を
確
認

し
よ
う
と
顔顔
をを
上上
げげ
たた
際際
、、
頭頭
部部
がが
主主

枝枝
にに
激激
突突
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
も
飛
ぶ
ほ
ど

の
衝
撃
で
、
頸
椎
亜
脱
臼
。

無
人
運
転
用

モ
ノ
レ
ー
ル
に
乗
っ
て…

ミ
カ
ン
園
で
無
人
運
転
用
の
モ
ノ

レ
ー
ル
に
乗
り
、
ハ
シ
ゴ
と
刈
払
機
を

運
搬
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
防防
風風
垣垣

にに
ぶぶ
つつ
かか
っっ
てて
脚脚
をを
強強
打打
。

搾
乳
中
、
牛
に
蹴
ら
れ…

酪
農
の
牛
舎
で
乳
房
炎
に
か
か
っ

た
牛
を
一
人
で
搾
乳
し
よ
う
と
し
た

際
、
誤
っ
て
患
部
に
触
れ
、
痛
が
っ
た

牛牛
がが
蹴蹴
りり
出出
しし
たた
左左
足足
がが
胸胸
部部
にに
当当
たた

りり
打
撲
入
院
。

子
供
た
ち
の
声
に
驚
い
た
牛
が…

搾
乳
中
、
近
く
で
小小
学学
生生
がが
大大
声声
でで

挨挨
拶拶
をを
しし
たた
ここ
とと
にに
驚驚
いい
たた
牛牛
が
、
作

業
者
の
左
大
腿
部
付
け
根
を
踏
み
つ

け
骨
折
。

「「安安全全第第一一」」ここそそ
集集落落営営農農のの最最重重要要課課題題

対策のポイント

農作業死亡事故の多くが高齢者
多くの地域で世代交代や担い手の確保が
困難な状況
事故の重大さを集落全体で認識する必要
「迷惑をかける→事故を隠す」につなが
らないよう、ヒヤリハットの共有や危険
個所の改修を徹底

・車高が高い乗用トラク
ターは飛び乗り・飛び
降り厳禁。
・靴底に十分刻みがあ
り、滑りにくい長靴を
使用。
・公道走行に必要な安全
機能が装備されていな
い田植機の移動は、運
搬車を使用。積み込み・
積み下ろしにはあゆみ
板を利用。
・果樹園内の作業路は、
枝葉のかぶさりや旋回
場所などのリスクを毎
年チェック。
・無人運転用モノレール
には乗らない。
・危険行動が予測される
牛の搾乳は複数人で、
牛を保定して行う。
・牛の近くでは大声を出
さず、ゆっくり行動。

出典 「事故事例・事故防止 のキーワード」（農作業安全総合推進協議会）
「農作業安全指導マニュアル」「農作業安全リスクカルテ」（日本農業機械化協会）

監修 全国農業改良普及支援協会
制作協力 株式会社コセプロ

ケ
ガ
に
よ
る
担
い
手
の
離
脱
は

集
落
営
農
の
崩
壊
に
も

水
稲
・
そ
ば
・
麦
・
大
豆
を
作
付
け
る

集
落
営
農
法
人
で
は
、
３
０
㎏
の
個
袋

を
計
量
器
か
ら
パ
レ
ッ
ト
ま
で
運
ぶ

際
、
床
面
か
ら
の
持
ち
上
げ
や
１
０
ｍ

程
度
の
移
動
に
よ
っ
て
ギ
ッ
ク
リ
腰
・

腰
背
痛
が
頻
発
し
て
い
ま
し
た
。

主主
たた
るる
担担
いい
手手
がが
ケケ
ガガ
をを
しし
てて
作作
業業

かか
らら
離離
脱脱
すす
るる
とと
、、地地
域域
全全
体体
のの
営営
農農
にに

影影
響響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
当
初
掲
げ
て
い

た
集
落
営
農
像
も
実
現
で
き
な
く
な
り

か
ね
ず
、法
人
代
表
は「
地
域
の
担
い
手

に
な
っ
た
以
上
、
ケ
ガ
は
自
分
だ
け
の

問
題
で
は
な
い
。地地
域域
にに
迷迷
惑惑
をを
かか
けけ
たた

くく
なな
いい
一一
心心
でで
、、事事
故故
防防
止止
にに
取取
りり
組組
んん

でで
いい
るる
」
と
語
り
ま
す
。

ケ
ガ
で
地
域
に

迷
惑
を
か
け
て
し
ま
う

ト
ラ
ク
タ
ー
か
ら
の
降
車
時
、

凍
っ
た
地
面
で
足
を
滑
ら
せ…

乗
用
ト
ラ
ク
タ
ー
で
除
雪
中
、
障
害

物
に
気
づ
い
て
ト
ラ
ク
タ
ー
か
ら
飛

び
降
り
よ
う
と
し
た
際
、
凍凍
っっ
たた
地地
面面

でで
足足
をを
滑滑
らら
せせ
てて
仰仰
向向
けけ
にに
倒倒
れれ
、
右

肩
を
強
打
。

田
植
え
機
に
肥
料
を

補
給
し
よ
う
と
し
て…

２
０
㎏
の
肥
料
袋
を
抱
え
て
田
植

え
機
の
前
部
に
乗
っ
た
際
、
足
を
滑
ら

せ
て
転
倒
。
田田
植植
ええ
機機
にに
腰腰
とと
背背
中中
をを

強強
打打
し
、
脊
椎
骨
折
と
打
撲
。

あ
ゆ
み
板
が
外
れ

田
植
機
が
体
の
上
に…

運
搬
車
の
荷
台
か
ら
田
植
機
を
バ

ッ
ク
で
降
ろ
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際
、
ああ
ゆゆ
みみ
板板
がが
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れれ

そそ
うう
にに
なな
っっ
たた
た
め
、
と
っ
さ
に
飛
び

降
り
て
伏
せ
た
と
こ
ろ
、
上
か
ら
田田
植植

機機
がが
落落
下下
し
て
き
て
左
大
腿
骨
折
。

・事故発生時の手順書を明示。
・作業時は各自が救急箱を持参。
・ヒヤリハット事例を地図アプリと簿
冊で共有。
・朝礼で作業場所付近の危険個所
やドローン作業における事故防止
を注意喚起。
・トラクター作業では必ずヘルメット
装着、片ブレーキ厳禁、修理点検
時のエンジン停止などを徹底。
・危険が予想される個所での草刈り
作業は２人以上で行う。

地 域

農
作
業
事
故
の
当
事
者
が
語
る…

…ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
共
有
は

恥
ず
か
し
い
こ
と
で
は
な
い

Ｇ
Ａ
Ｐ（
農
業
生
産
工
程
管
理
）の
団

体
認
証
に
取
り
組
む
別
の
集
落
営
農
法

人
で
は
、
乾
燥
調
製
施
設
内
で
荷
物
を

持
ち
上
げ
る
際
に
突突
起起
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でで
頭頭
部部
をを
強強

打打
しし
たた
りり
、、脚脚
立立
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らら
のの
落落
下下
、、鎌鎌
やや
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ッッ
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にに
よよ
るる
切切
傷傷
な
ど
の
事
故
が
発
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し
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
「
ヒ
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リ
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ッ
ト
の
共
有
は

恥
ず
か
し
い
こ
と
で
は
な
い
」
と
の
意

識
か
ら
、
従
事
者
同
士
で
ヒヒ
ヤヤ
リリ
ハハ
ッッ

トト
事事
例例
をを
共共
有有
化化
。
作
業
日
誌
の
ほ
か

ス
マ
ホ
か
ら
も
記
載
で
き
る
よ
う
に
し

た
り
、
作
業
に
行
く
際
は
ス
マ
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の
ア

プ
リ
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ら
危
険
を
知
ら
せ
る
通
知
を
表
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。
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か
に
も
、
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業
が
困
難
な
箇
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（
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ま
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農
道
か
ら
水
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へ
の
進
入
路

な
ど
）
は
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ン
が
担
当
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る
な
ど
、
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険
回
避
に
努
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い
ま
す
。

果
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で
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運
転
中
、

主
枝
に
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部
を
打
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け…
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ー
ド
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プ
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を
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中
、
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の
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の
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で
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を
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も
の
の
、
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の
異
音
に
気
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運
転
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の
メ
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タ
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を
確
認

し
よ
う
と
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をを
上上
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、、
頭頭
部部
がが
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にに
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突突
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
も
飛
ぶ
ほ
ど

の
衝
撃
で
、
頸
椎
亜
脱
臼
。

無
人
運
転
用

モ
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レ
ー
ル
に
乗
っ
て…
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園
で
無
人
運
転
用
の
モ
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レ
ー
ル
に
乗
り
、
ハ
シ
ゴ
と
刈
払
機
を

運
搬
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
防防
風風
垣垣

にに
ぶぶ
つつ
かか
っっ
てて
脚脚
をを
強強
打打
。

搾
乳
中
、
牛
に
蹴
ら
れ…

酪
農
の
牛
舎
で
乳
房
炎
に
か
か
っ

た
牛
を
一
人
で
搾
乳
し
よ
う
と
し
た

際
、
誤
っ
て
患
部
に
触
れ
、
痛
が
っ
た

牛牛
がが
蹴蹴
りり
出出
しし
たた
左左
足足
がが
胸胸
部部
にに
当当
たた

りり
打
撲
入
院
。

子
供
た
ち
の
声
に
驚
い
た
牛
が…

搾
乳
中
、
近
く
で
小小
学学
生生
がが
大大
声声
でで

挨挨
拶拶
をを
しし
たた
ここ
とと
にに
驚驚
いい
たた
牛牛
が
、
作

業
者
の
左
大
腿
部
付
け
根
を
踏
み
つ

け
骨
折
。

「「安安全全第第一一」」ここそそ
集集落落営営農農のの最最重重要要課課題題

対策のポイント

農作業死亡事故の多くが高齢者
多くの地域で世代交代や担い手の確保が
困難な状況
事故の重大さを集落全体で認識する必要
「迷惑をかける→事故を隠す」につなが
らないよう、ヒヤリハットの共有や危険
個所の改修を徹底

・車高が高い乗用トラク
ターは飛び乗り・飛び
降り厳禁。
・靴底に十分刻みがあ
り、滑りにくい長靴を
使用。
・公道走行に必要な安全
機能が装備されていな
い田植機の移動は、運
搬車を使用。積み込み・
積み下ろしにはあゆみ
板を利用。
・果樹園内の作業路は、
枝葉のかぶさりや旋回
場所などのリスクを毎
年チェック。
・無人運転用モノレール
には乗らない。
・危険行動が予測される
牛の搾乳は複数人で、
牛を保定して行う。
・牛の近くでは大声を出
さず、ゆっくり行動。

出典 「事故事例・事故防止 のキーワード」（農作業安全総合推進協議会）
「農作業安全指導マニュアル」「農作業安全リスクカルテ」（日本農業機械化協会）

監修 全国農業改良普及支援協会
制作協力 株式会社コセプロ

ケ
ガ
に
よ
る
担
い
手
の
離
脱
は

集
落
営
農
の
崩
壊
に
も

水
稲
・
そ
ば
・
麦
・
大
豆
を
作
付
け
る

集
落
営
農
法
人
で
は
、
３
０
㎏
の
個
袋

を
計
量
器
か
ら
パ
レ
ッ
ト
ま
で
運
ぶ

際
、
床
面
か
ら
の
持
ち
上
げ
や
１
０
ｍ

程
度
の
移
動
に
よ
っ
て
ギ
ッ
ク
リ
腰
・

腰
背
痛
が
頻
発
し
て
い
ま
し
た
。

主主
たた
るる
担担
いい
手手
がが
ケケ
ガガ
をを
しし
てて
作作
業業

かか
らら
離離
脱脱
すす
るる
とと
、、地地
域域
全全
体体
のの
営営
農農
にに

影影
響響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
当
初
掲
げ
て
い

た
集
落
営
農
像
も
実
現
で
き
な
く
な
り

か
ね
ず
、法
人
代
表
は「
地
域
の
担
い
手

に
な
っ
た
以
上
、
ケ
ガ
は
自
分
だ
け
の

問
題
で
は
な
い
。地地
域域
にに
迷迷
惑惑
をを
かか
けけ
たた

くく
なな
いい
一一
心心
でで
、、事事
故故
防防
止止
にに
取取
りり
組組
んん

でで
いい
るる
」
と
語
り
ま
す
。

ケ
ガ
で
地
域
に

迷
惑
を
か
け
て
し
ま
う

ト
ラ
ク
タ
ー
か
ら
の
降
車
時
、

凍
っ
た
地
面
で
足
を
滑
ら
せ…

乗
用
ト
ラ
ク
タ
ー
で
除
雪
中
、
障
害

物
に
気
づ
い
て
ト
ラ
ク
タ
ー
か
ら
飛

び
降
り
よ
う
と
し
た
際
、
凍凍
っっ
たた
地地
面面

でで
足足
をを
滑滑
らら
せせ
てて
仰仰
向向
けけ
にに
倒倒
れれ
、
右

肩
を
強
打
。

田
植
え
機
に
肥
料
を

補
給
し
よ
う
と
し
て…

２
０
㎏
の
肥
料
袋
を
抱
え
て
田
植

え
機
の
前
部
に
乗
っ
た
際
、
足
を
滑
ら

せ
て
転
倒
。
田田
植植
ええ
機機
にに
腰腰
とと
背背
中中
をを

強強
打打
し
、
脊
椎
骨
折
と
打
撲
。

あ
ゆ
み
板
が
外
れ

田
植
機
が
体
の
上
に…

運
搬
車
の
荷
台
か
ら
田
植
機
を
バ

ッ
ク
で
降
ろ
す
際
、
ああ
ゆゆ
みみ
板板
がが
外外
れれ

そそ
うう
にに
なな
っっ
たた
た
め
、
と
っ
さ
に
飛
び

降
り
て
伏
せ
た
と
こ
ろ
、
上
か
ら
田田
植植

機機
がが
落落
下下
し
て
き
て
左
大
腿
骨
折
。

・事故発生時の手順書を明示。
・作業時は各自が救急箱を持参。
・ヒヤリハット事例を地図アプリと簿
冊で共有。
・朝礼で作業場所付近の危険個所
やドローン作業における事故防止
を注意喚起。
・トラクター作業では必ずヘルメット
装着、片ブレーキ厳禁、修理点検
時のエンジン停止などを徹底。
・危険が予想される個所での草刈り
作業は２人以上で行う。

地 域

農
作
業
事
故
の
当
事
者
が
語
る…

…ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
共
有
は

恥
ず
か
し
い
こ
と
で
は
な
い

Ｇ
Ａ
Ｐ（
農
業
生
産
工
程
管
理
）の
団

体
認
証
に
取
り
組
む
別
の
集
落
営
農
法

人
で
は
、
乾
燥
調
製
施
設
内
で
荷
物
を

持
ち
上
げ
る
際
に
突突
起起
物物
でで
頭頭
部部
をを
強強

打打
しし
たた
りり
、、脚脚
立立
かか
らら
のの
落落
下下
、、鎌鎌
やや
カカ

ッッ
タタ
ーー
にに
よよ
るる
切切
傷傷
な
ど
の
事
故
が
発

生
し
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
「
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
共
有
は

恥
ず
か
し
い
こ
と
で
は
な
い
」
と
の
意

識
か
ら
、
従
事
者
同
士
で
ヒヒ
ヤヤ
リリ
ハハ
ッッ

トト
事事
例例
をを
共共
有有
化化
。
作
業
日
誌
の
ほ
か

ス
マ
ホ
か
ら
も
記
載
で
き
る
よ
う
に
し

た
り
、
作
業
に
行
く
際
は
ス
マ
ホ
の
ア

プ
リ
か
ら
危
険
を
知
ら
せ
る
通
知
を
表

示
。
ほ
か
に
も
、
作
業
が
困
難
な
箇
所

（
せ
ま
い
農
道
か
ら
水
田
へ
の
進
入
路

な
ど
）
は
ベ
テ
ラ
ン
が
担
当
す
る
な
ど
、

危
険
回
避
に
努
め
て
い
ま
す
。

果
樹
園
で
Ｓ
Ｓ
運
転
中
、

主
枝
に
頭
部
を
打
ち
つ
け…

ス
ピ
ー
ド
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
を
運
転

中
、
果
樹
の
主
枝
の
直
近
で
頭
を
傾
け

て
避
け
た
も
の
の
、
Ｓ
Ｓ
の
異
音
に
気

づ
い
て
運
転
席
の
メ
ー
タ
ー
を
確
認

し
よ
う
と
顔顔
をを
上上
げげ
たた
際際
、、
頭頭
部部
がが
主主

枝枝
にに
激激
突突
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
も
飛
ぶ
ほ
ど

の
衝
撃
で
、
頸
椎
亜
脱
臼
。

無
人
運
転
用

モ
ノ
レ
ー
ル
に
乗
っ
て…

ミ
カ
ン
園
で
無
人
運
転
用
の
モ
ノ

レ
ー
ル
に
乗
り
、
ハ
シ
ゴ
と
刈
払
機
を

運
搬
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
防防
風風
垣垣

にに
ぶぶ
つつ
かか
っっ
てて
脚脚
をを
強強
打打
。

搾
乳
中
、
牛
に
蹴
ら
れ…

酪
農
の
牛
舎
で
乳
房
炎
に
か
か
っ

た
牛
を
一
人
で
搾
乳
し
よ
う
と
し
た

際
、
誤
っ
て
患
部
に
触
れ
、
痛
が
っ
た

牛牛
がが
蹴蹴
りり
出出
しし
たた
左左
足足
がが
胸胸
部部
にに
当当
たた

りり
打
撲
入
院
。

子
供
た
ち
の
声
に
驚
い
た
牛
が…

搾
乳
中
、
近
く
で
小小
学学
生生
がが
大大
声声
でで

挨挨
拶拶
をを
しし
たた
ここ
とと
にに
驚驚
いい
たた
牛牛
が
、
作

業
者
の
左
大
腿
部
付
け
根
を
踏
み
つ

け
骨
折
。

「「安安全全第第一一」」ここそそ
集集落落営営農農のの最最重重要要課課題題

対策のポイント

農作業死亡事故の多くが高齢者
多くの地域で世代交代や担い手の確保が
困難な状況
事故の重大さを集落全体で認識する必要
「迷惑をかける→事故を隠す」につなが
らないよう、ヒヤリハットの共有や危険
個所の改修を徹底

・車高が高い乗用トラク
ターは飛び乗り・飛び
降り厳禁。
・靴底に十分刻みがあ
り、滑りにくい長靴を
使用。
・公道走行に必要な安全
機能が装備されていな
い田植機の移動は、運
搬車を使用。積み込み・
積み下ろしにはあゆみ
板を利用。
・果樹園内の作業路は、
枝葉のかぶさりや旋回
場所などのリスクを毎
年チェック。
・無人運転用モノレール
には乗らない。
・危険行動が予測される
牛の搾乳は複数人で、
牛を保定して行う。
・牛の近くでは大声を出
さず、ゆっくり行動。

出典 「事故事例・事故防止 のキーワード」（農作業安全総合推進協議会）
「農作業安全指導マニュアル」「農作業安全リスクカルテ」（日本農業機械化協会）

監修 全国農業改良普及支援協会
制作協力 株式会社コセプロ

ケ
ガ
に
よ
る
担
い
手
の
離
脱
は

集
落
営
農
の
崩
壊
に
も

水
稲
・
そ
ば
・
麦
・
大
豆
を
作
付
け
る

集
落
営
農
法
人
で
は
、
３
０
㎏
の
個
袋

を
計
量
器
か
ら
パ
レ
ッ
ト
ま
で
運
ぶ

際
、
床
面
か
ら
の
持
ち
上
げ
や
１
０
ｍ

程
度
の
移
動
に
よ
っ
て
ギ
ッ
ク
リ
腰
・

腰
背
痛
が
頻
発
し
て
い
ま
し
た
。

主主
たた
るる
担担
いい
手手
がが
ケケ
ガガ
をを
しし
てて
作作
業業

かか
らら
離離
脱脱
すす
るる
とと
、、地地
域域
全全
体体
のの
営営
農農
にに

影影
響響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
当
初
掲
げ
て
い

た
集
落
営
農
像
も
実
現
で
き
な
く
な
り

か
ね
ず
、法
人
代
表
は「
地
域
の
担
い
手

に
な
っ
た
以
上
、
ケ
ガ
は
自
分
だ
け
の

問
題
で
は
な
い
。地地
域域
にに
迷迷
惑惑
をを
かか
けけ
たた

くく
なな
いい
一一
心心
でで
、、事事
故故
防防
止止
にに
取取
りり
組組
んん

でで
いい
るる
」
と
語
り
ま
す
。

ケ
ガ
で
地
域
に

迷
惑
を
か
け
て
し
ま
う

ト
ラ
ク
タ
ー
か
ら
の
降
車
時
、

凍
っ
た
地
面
で
足
を
滑
ら
せ…

乗
用
ト
ラ
ク
タ
ー
で
除
雪
中
、
障
害

物
に
気
づ
い
て
ト
ラ
ク
タ
ー
か
ら
飛

び
降
り
よ
う
と
し
た
際
、
凍凍
っっ
たた
地地
面面

でで
足足
をを
滑滑
らら
せせ
てて
仰仰
向向
けけ
にに
倒倒
れれ
、
右

肩
を
強
打
。

田
植
え
機
に
肥
料
を

補
給
し
よ
う
と
し
て…

２
０
㎏
の
肥
料
袋
を
抱
え
て
田
植

え
機
の
前
部
に
乗
っ
た
際
、
足
を
滑
ら

せ
て
転
倒
。
田田
植植
ええ
機機
にに
腰腰
とと
背背
中中
をを

強強
打打
し
、
脊
椎
骨
折
と
打
撲
。

あ
ゆ
み
板
が
外
れ

田
植
機
が
体
の
上
に…

運
搬
車
の
荷
台
か
ら
田
植
機
を
バ

ッ
ク
で
降
ろ
す
際
、
ああ
ゆゆ
みみ
板板
がが
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れれ

そそ
うう
にに
なな
っっ
たた
た
め
、
と
っ
さ
に
飛
び

降
り
て
伏
せ
た
と
こ
ろ
、
上
か
ら
田田
植植

機機
がが
落落
下下
し
て
き
て
左
大
腿
骨
折
。

・事故発生時の手順書を明示。
・作業時は各自が救急箱を持参。
・ヒヤリハット事例を地図アプリと簿
冊で共有。
・朝礼で作業場所付近の危険個所
やドローン作業における事故防止
を注意喚起。
・トラクター作業では必ずヘルメット
装着、片ブレーキ厳禁、修理点検
時のエンジン停止などを徹底。
・危険が予想される個所での草刈り
作業は２人以上で行う。

地 域

農
作
業
事
故
の
当
事
者
が
語
る…

…ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
共
有
は

恥
ず
か
し
い
こ
と
で
は
な
い

Ｇ
Ａ
Ｐ（
農
業
生
産
工
程
管
理
）の
団

体
認
証
に
取
り
組
む
別
の
集
落
営
農
法

人
で
は
、
乾
燥
調
製
施
設
内
で
荷
物
を

持
ち
上
げ
る
際
に
突突
起起
物物
でで
頭頭
部部
をを
強強

打打
しし
たた
りり
、、脚脚
立立
かか
らら
のの
落落
下下
、、鎌鎌
やや
カカ

ッッ
タタ
ーー
にに
よよ
るる
切切
傷傷
な
ど
の
事
故
が
発

生
し
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
「
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
共
有
は

恥
ず
か
し
い
こ
と
で
は
な
い
」
と
の
意

識
か
ら
、
従
事
者
同
士
で
ヒヒ
ヤヤ
リリ
ハハ
ッッ

トト
事事
例例
をを
共共
有有
化化
。
作
業
日
誌
の
ほ
か

ス
マ
ホ
か
ら
も
記
載
で
き
る
よ
う
に
し

た
り
、
作
業
に
行
く
際
は
ス
マ
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の
ア

プ
リ
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ら
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険
を
知
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せ
る
通
知
を
表

示
。
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か
に
も
、
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業
が
困
難
な
箇
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（
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ま
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農
道
か
ら
水
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の
進
入
路

な
ど
）
は
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が
担
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る
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ど
、
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険
回
避
に
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ま
す
。
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で
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運
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中
、

主
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に
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部
を
打
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け…
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ド
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プ
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中
、
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の
の
、
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に
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と
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。
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ほ
ど

の
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撃
で
、
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無
人
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転
用
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に
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、
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払
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た
と
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中
、
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に
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の
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舎
で
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房
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に
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た
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を
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、
誤
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に
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、
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た
牛
が…

搾
乳
中
、
近
く
で
小小
学学
生生
がが
大大
声声
でで

挨挨
拶拶
をを
しし
たた
ここ
とと
にに
驚驚
いい
たた
牛牛
が
、
作

業
者
の
左
大
腿
部
付
け
根
を
踏
み
つ

け
骨
折
。

「「安安全全第第一一」」ここそそ
集集落落営営農農のの最最重重要要課課題題

対策のポイント

農作業死亡事故の多くが高齢者
多くの地域で世代交代や担い手の確保が
困難な状況
事故の重大さを集落全体で認識する必要
「迷惑をかける→事故を隠す」につなが
らないよう、ヒヤリハットの共有や危険
個所の改修を徹底

・車高が高い乗用トラク
ターは飛び乗り・飛び
降り厳禁。
・靴底に十分刻みがあ
り、滑りにくい長靴を
使用。
・公道走行に必要な安全
機能が装備されていな
い田植機の移動は、運
搬車を使用。積み込み・
積み下ろしにはあゆみ
板を利用。
・果樹園内の作業路は、
枝葉のかぶさりや旋回
場所などのリスクを毎
年チェック。
・無人運転用モノレール
には乗らない。
・危険行動が予測される
牛の搾乳は複数人で、
牛を保定して行う。
・牛の近くでは大声を出
さず、ゆっくり行動。

出典 「事故事例・事故防止 のキーワード」（農作業安全総合推進協議会）
「農作業安全指導マニュアル」「農作業安全リスクカルテ」（日本農業機械化協会）

監修 全国農業改良普及支援協会
制作協力 株式会社コセプロ

ケ
ガ
に
よ
る
担
い
手
の
離
脱
は

集
落
営
農
の
崩
壊
に
も

水
稲
・
そ
ば
・
麦
・
大
豆
を
作
付
け
る

集
落
営
農
法
人
で
は
、
３
０
㎏
の
個
袋

を
計
量
器
か
ら
パ
レ
ッ
ト
ま
で
運
ぶ

際
、
床
面
か
ら
の
持
ち
上
げ
や
１
０
ｍ

程
度
の
移
動
に
よ
っ
て
ギ
ッ
ク
リ
腰
・

腰
背
痛
が
頻
発
し
て
い
ま
し
た
。

主主
たた
るる
担担
いい
手手
がが
ケケ
ガガ
をを
しし
てて
作作
業業

かか
らら
離離
脱脱
すす
るる
とと
、、地地
域域
全全
体体
のの
営営
農農
にに

影影
響響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
当
初
掲
げ
て
い

た
集
落
営
農
像
も
実
現
で
き
な
く
な
り

か
ね
ず
、法
人
代
表
は「
地
域
の
担
い
手

に
な
っ
た
以
上
、
ケ
ガ
は
自
分
だ
け
の

問
題
で
は
な
い
。地地
域域
にに
迷迷
惑惑
をを
かか
けけ
たた

くく
なな
いい
一一
心心
でで
、、事事
故故
防防
止止
にに
取取
りり
組組
んん

でで
いい
るる
」
と
語
り
ま
す
。

ケ
ガ
で
地
域
に

迷
惑
を
か
け
て
し
ま
う

ト
ラ
ク
タ
ー
か
ら
の
降
車
時
、

凍
っ
た
地
面
で
足
を
滑
ら
せ…

乗
用
ト
ラ
ク
タ
ー
で
除
雪
中
、
障
害

物
に
気
づ
い
て
ト
ラ
ク
タ
ー
か
ら
飛

び
降
り
よ
う
と
し
た
際
、
凍凍
っっ
たた
地地
面面

でで
足足
をを
滑滑
らら
せせ
てて
仰仰
向向
けけ
にに
倒倒
れれ
、
右

肩
を
強
打
。

田
植
え
機
に
肥
料
を

補
給
し
よ
う
と
し
て…

２
０
㎏
の
肥
料
袋
を
抱
え
て
田
植

え
機
の
前
部
に
乗
っ
た
際
、
足
を
滑
ら

せ
て
転
倒
。
田田
植植
ええ
機機
にに
腰腰
とと
背背
中中
をを

強強
打打
し
、
脊
椎
骨
折
と
打
撲
。

あ
ゆ
み
板
が
外
れ

田
植
機
が
体
の
上
に…

運
搬
車
の
荷
台
か
ら
田
植
機
を
バ

ッ
ク
で
降
ろ
す
際
、
ああ
ゆゆ
みみ
板板
がが
外外
れれ

そそ
うう
にに
なな
っっ
たた
た
め
、
と
っ
さ
に
飛
び

降
り
て
伏
せ
た
と
こ
ろ
、
上
か
ら
田田
植植

機機
がが
落落
下下
し
て
き
て
左
大
腿
骨
折
。

・事故発生時の手順書を明示。
・作業時は各自が救急箱を持参。
・ヒヤリハット事例を地図アプリと簿
冊で共有。
・朝礼で作業場所付近の危険個所
やドローン作業における事故防止
を注意喚起。
・トラクター作業では必ずヘルメット
装着、片ブレーキ厳禁、修理点検
時のエンジン停止などを徹底。
・危険が予想される個所での草刈り
作業は２人以上で行う。

地 域

農
作
業
事
故
の
当
事
者
が
語
る…

…ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
共
有
は

恥
ず
か
し
い
こ
と
で
は
な
い

Ｇ
Ａ
Ｐ（
農
業
生
産
工
程
管
理
）の
団

体
認
証
に
取
り
組
む
別
の
集
落
営
農
法

人
で
は
、
乾
燥
調
製
施
設
内
で
荷
物
を

持
ち
上
げ
る
際
に
突突
起起
物物
でで
頭頭
部部
をを
強強

打打
しし
たた
りり
、、脚脚
立立
かか
らら
のの
落落
下下
、、鎌鎌
やや
カカ

ッッ
タタ
ーー
にに
よよ
るる
切切
傷傷
な
ど
の
事
故
が
発

生
し
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
「
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
共
有
は

恥
ず
か
し
い
こ
と
で
は
な
い
」
と
の
意

識
か
ら
、
従
事
者
同
士
で
ヒヒ
ヤヤ
リリ
ハハ
ッッ

トト
事事
例例
をを
共共
有有
化化
。
作
業
日
誌
の
ほ
か

ス
マ
ホ
か
ら
も
記
載
で
き
る
よ
う
に
し

た
り
、
作
業
に
行
く
際
は
ス
マ
ホ
の
ア

プ
リ
か
ら
危
険
を
知
ら
せ
る
通
知
を
表

示
。
ほ
か
に
も
、
作
業
が
困
難
な
箇
所

（
せ
ま
い
農
道
か
ら
水
田
へ
の
進
入
路

な
ど
）
は
ベ
テ
ラ
ン
が
担
当
す
る
な
ど
、

危
険
回
避
に
努
め
て
い
ま
す
。

果
樹
園
で
Ｓ
Ｓ
運
転
中
、

主
枝
に
頭
部
を
打
ち
つ
け…

ス
ピ
ー
ド
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
を
運
転

中
、
果
樹
の
主
枝
の
直
近
で
頭
を
傾
け

て
避
け
た
も
の
の
、
Ｓ
Ｓ
の
異
音
に
気

づ
い
て
運
転
席
の
メ
ー
タ
ー
を
確
認

し
よ
う
と
顔顔
をを
上上
げげ
たた
際際
、、
頭頭
部部
がが
主主

枝枝
にに
激激
突突
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
も
飛
ぶ
ほ
ど

の
衝
撃
で
、
頸
椎
亜
脱
臼
。

無
人
運
転
用

モ
ノ
レ
ー
ル
に
乗
っ
て…

ミ
カ
ン
園
で
無
人
運
転
用
の
モ
ノ

レ
ー
ル
に
乗
り
、
ハ
シ
ゴ
と
刈
払
機
を

運
搬
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
防防
風風
垣垣

にに
ぶぶ
つつ
かか
っっ
てて
脚脚
をを
強強
打打
。

搾
乳
中
、
牛
に
蹴
ら
れ…

酪
農
の
牛
舎
で
乳
房
炎
に
か
か
っ

た
牛
を
一
人
で
搾
乳
し
よ
う
と
し
た

際
、
誤
っ
て
患
部
に
触
れ
、
痛
が
っ
た

牛牛
がが
蹴蹴
りり
出出
しし
たた
左左
足足
がが
胸胸
部部
にに
当当
たた

りり
打
撲
入
院
。

子
供
た
ち
の
声
に
驚
い
た
牛
が…

搾
乳
中
、
近
く
で
小小
学学
生生
がが
大大
声声
でで

挨挨
拶拶
をを
しし
たた
ここ
とと
にに
驚驚
いい
たた
牛牛
が
、
作

業
者
の
左
大
腿
部
付
け
根
を
踏
み
つ

け
骨
折
。

「「安安全全第第一一」」ここそそ
集集落落営営農農のの最最重重要要課課題題

対策のポイント

農作業死亡事故の多くが高齢者
多くの地域で世代交代や担い手の確保が
困難な状況
事故の重大さを集落全体で認識する必要
「迷惑をかける→事故を隠す」につなが
らないよう、ヒヤリハットの共有や危険
個所の改修を徹底

・車高が高い乗用トラク
ターは飛び乗り・飛び
降り厳禁。
・靴底に十分刻みがあ
り、滑りにくい長靴を
使用。
・公道走行に必要な安全
機能が装備されていな
い田植機の移動は、運
搬車を使用。積み込み・
積み下ろしにはあゆみ
板を利用。
・果樹園内の作業路は、
枝葉のかぶさりや旋回
場所などのリスクを毎
年チェック。
・無人運転用モノレール
には乗らない。
・危険行動が予測される
牛の搾乳は複数人で、
牛を保定して行う。
・牛の近くでは大声を出
さず、ゆっくり行動。

出典 「事故事例・事故防止 のキーワード」（農作業安全総合推進協議会）
「農作業安全指導マニュアル」「農作業安全リスクカルテ」（日本農業機械化協会）

監修 全国農業改良普及支援協会
制作協力 株式会社コセプロ
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水
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・
そ
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・
麦
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大
豆
を
作
付
け
る

集
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法
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で
は
、
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の
個
袋

を
計
量
器
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パ
レ
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ト
ま
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運
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際
、
床
面
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の
持
ち
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げ
や
１
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の
移
動
に
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リ
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・

腰
背
痛
が
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発
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い
ま
し
た
。
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担担
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手手
がが
ケケ
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をを
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業業
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離離
脱脱
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とと
、、地地
域域
全全
体体
のの
営営
農農
にに

影影
響響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
当
初
掲
げ
て
い

た
集
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営
農
像
も
実
現
で
き
な
く
な
り

か
ね
ず
、法
人
代
表
は「
地
域
の
担
い
手

に
な
っ
た
以
上
、
ケ
ガ
は
自
分
だ
け
の

問
題
で
は
な
い
。地地
域域
にに
迷迷
惑惑
をを
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けけ
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くく
なな
いい
一一
心心
でで
、、事事
故故
防防
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にに
取取
りり
組組
んん

でで
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るる
」
と
語
り
ま
す
。

ケ
ガ
で
地
域
に

迷
惑
を
か
け
て
し
ま
う

ト
ラ
ク
タ
ー
か
ら
の
降
車
時
、

凍
っ
た
地
面
で
足
を
滑
ら
せ…

乗
用
ト
ラ
ク
タ
ー
で
除
雪
中
、
障
害

物
に
気
づ
い
て
ト
ラ
ク
タ
ー
か
ら
飛

び
降
り
よ
う
と
し
た
際
、
凍凍
っっ
たた
地地
面面

でで
足足
をを
滑滑
らら
せせ
てて
仰仰
向向
けけ
にに
倒倒
れれ
、
右

肩
を
強
打
。

田
植
え
機
に
肥
料
を

補
給
し
よ
う
と
し
て…
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㎏
の
肥
料
袋
を
抱
え
て
田
植

え
機
の
前
部
に
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た
際
、
足
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せ
て
転
倒
。
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ええ
機機
にに
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とと
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中中
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し
、
脊
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・事故発生時の手順書を明示。
・作業時は各自が救急箱を持参。
・ヒヤリハット事例を地図アプリと簿
冊で共有。
・朝礼で作業場所付近の危険個所
やドローン作業における事故防止
を注意喚起。
・トラクター作業では必ずヘルメット
装着、片ブレーキ厳禁、修理点検
時のエンジン停止などを徹底。
・危険が予想される個所での草刈り
作業は２人以上で行う。
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作
業
事
故
の
当
事
者
が
語
る…
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は
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認
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に
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の
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で
は
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調
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やや
カカ

ッッ
タタ
ーー
にに
よよ
るる
切切
傷傷
な
ど
の
事
故
が
発

生
し
て
い
ま
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で
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同
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誌
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に
し

た
り
、
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農作業死亡事故の多くが高齢者
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事故の重大さを集落全体で認識する必要
「迷惑をかける→事故を隠す」につなが
らないよう、ヒヤリハットの共有や危険
個所の改修を徹底

・車高が高い乗用トラク
ターは飛び乗り・飛び
降り厳禁。
・靴底に十分刻みがあ
り、滑りにくい長靴を
使用。
・公道走行に必要な安全
機能が装備されていな
い田植機の移動は、運
搬車を使用。積み込み・
積み下ろしにはあゆみ
板を利用。
・果樹園内の作業路は、
枝葉のかぶさりや旋回
場所などのリスクを毎
年チェック。
・無人運転用モノレール
には乗らない。
・危険行動が予測される
牛の搾乳は複数人で、
牛を保定して行う。
・牛の近くでは大声を出
さず、ゆっくり行動。

出典 「事故事例・事故防止 のキーワード」（農作業安全総合推進協議会）
「農作業安全指導マニュアル」「農作業安全リスクカルテ」（日本農業機械化協会）

監修 全国農業改良普及支援協会
制作協力 株式会社コセプロ

ケ
ガ
に
よ
る
担
い
手
の
離
脱
は

集
落
営
農
の
崩
壊
に
も

水
稲
・
そ
ば
・
麦
・
大
豆
を
作
付
け
る

集
落
営
農
法
人
で
は
、
３
０
㎏
の
個
袋

を
計
量
器
か
ら
パ
レ
ッ
ト
ま
で
運
ぶ

際
、
床
面
か
ら
の
持
ち
上
げ
や
１
０
ｍ

程
度
の
移
動
に
よ
っ
て
ギ
ッ
ク
リ
腰
・

腰
背
痛
が
頻
発
し
て
い
ま
し
た
。

主主
たた
るる
担担
いい
手手
がが
ケケ
ガガ
をを
しし
てて
作作
業業

かか
らら
離離
脱脱
すす
るる
とと
、、地地
域域
全全
体体
のの
営営
農農
にに

影影
響響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
当
初
掲
げ
て
い

た
集
落
営
農
像
も
実
現
で
き
な
く
な
り

か
ね
ず
、法
人
代
表
は「
地
域
の
担
い
手

に
な
っ
た
以
上
、
ケ
ガ
は
自
分
だ
け
の

問
題
で
は
な
い
。地地
域域
にに
迷迷
惑惑
をを
かか
けけ
たた

くく
なな
いい
一一
心心
でで
、、事事
故故
防防
止止
にに
取取
りり
組組
んん

でで
いい
るる
」
と
語
り
ま
す
。

ケ
ガ
で
地
域
に

迷
惑
を
か
け
て
し
ま
う

ト
ラ
ク
タ
ー
か
ら
の
降
車
時
、

凍
っ
た
地
面
で
足
を
滑
ら
せ…

乗
用
ト
ラ
ク
タ
ー
で
除
雪
中
、
障
害

物
に
気
づ
い
て
ト
ラ
ク
タ
ー
か
ら
飛

び
降
り
よ
う
と
し
た
際
、
凍凍
っっ
たた
地地
面面

でで
足足
をを
滑滑
らら
せせ
てて
仰仰
向向
けけ
にに
倒倒
れれ
、
右

肩
を
強
打
。

田
植
え
機
に
肥
料
を

補
給
し
よ
う
と
し
て…

２
０
㎏
の
肥
料
袋
を
抱
え
て
田
植

え
機
の
前
部
に
乗
っ
た
際
、
足
を
滑
ら

せ
て
転
倒
。
田田
植植
ええ
機機
にに
腰腰
とと
背背
中中
をを

強強
打打
し
、
脊
椎
骨
折
と
打
撲
。

あ
ゆ
み
板
が
外
れ

田
植
機
が
体
の
上
に…

運
搬
車
の
荷
台
か
ら
田
植
機
を
バ

ッ
ク
で
降
ろ
す
際
、
ああ
ゆゆ
みみ
板板
がが
外外
れれ

そそ
うう
にに
なな
っっ
たた
た
め
、
と
っ
さ
に
飛
び

降
り
て
伏
せ
た
と
こ
ろ
、
上
か
ら
田田
植植

機機
がが
落落
下下
し
て
き
て
左
大
腿
骨
折
。

・事故発生時の手順書を明示。
・作業時は各自が救急箱を持参。
・ヒヤリハット事例を地図アプリと簿
冊で共有。
・朝礼で作業場所付近の危険個所
やドローン作業における事故防止
を注意喚起。
・トラクター作業では必ずヘルメット
装着、片ブレーキ厳禁、修理点検
時のエンジン停止などを徹底。
・危険が予想される個所での草刈り
作業は２人以上で行う。

地 域

農
作
業
事
故
の
当
事
者
が
語
る…

…ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
共
有
は

恥
ず
か
し
い
こ
と
で
は
な
い

Ｇ
Ａ
Ｐ（
農
業
生
産
工
程
管
理
）の
団

体
認
証
に
取
り
組
む
別
の
集
落
営
農
法

人
で
は
、
乾
燥
調
製
施
設
内
で
荷
物
を

持
ち
上
げ
る
際
に
突突
起起
物物
でで
頭頭
部部
をを
強強

打打
しし
たた
りり
、、脚脚
立立
かか
らら
のの
落落
下下
、、鎌鎌
やや
カカ

ッッ
タタ
ーー
にに
よよ
るる
切切
傷傷
な
ど
の
事
故
が
発

生
し
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
「
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
共
有
は

恥
ず
か
し
い
こ
と
で
は
な
い
」
と
の
意

識
か
ら
、
従
事
者
同
士
で
ヒヒ
ヤヤ
リリ
ハハ
ッッ

トト
事事
例例
をを
共共
有有
化化
。
作
業
日
誌
の
ほ
か

ス
マ
ホ
か
ら
も
記
載
で
き
る
よ
う
に
し

た
り
、
作
業
に
行
く
際
は
ス
マ
ホ
の
ア

プ
リ
か
ら
危
険
を
知
ら
せ
る
通
知
を
表

示
。
ほ
か
に
も
、
作
業
が
困
難
な
箇
所

（
せ
ま
い
農
道
か
ら
水
田
へ
の
進
入
路

な
ど
）
は
ベ
テ
ラ
ン
が
担
当
す
る
な
ど
、

危
険
回
避
に
努
め
て
い
ま
す
。

果
樹
園
で
Ｓ
Ｓ
運
転
中
、

主
枝
に
頭
部
を
打
ち
つ
け…

ス
ピ
ー
ド
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
を
運
転

中
、
果
樹
の
主
枝
の
直
近
で
頭
を
傾
け

て
避
け
た
も
の
の
、
Ｓ
Ｓ
の
異
音
に
気

づ
い
て
運
転
席
の
メ
ー
タ
ー
を
確
認

し
よ
う
と
顔顔
をを
上上
げげ
たた
際際
、、
頭頭
部部
がが
主主

枝枝
にに
激激
突突
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
も
飛
ぶ
ほ
ど

の
衝
撃
で
、
頸
椎
亜
脱
臼
。

無
人
運
転
用

モ
ノ
レ
ー
ル
に
乗
っ
て…

ミ
カ
ン
園
で
無
人
運
転
用
の
モ
ノ

レ
ー
ル
に
乗
り
、
ハ
シ
ゴ
と
刈
払
機
を

運
搬
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
防防
風風
垣垣

にに
ぶぶ
つつ
かか
っっ
てて
脚脚
をを
強強
打打
。

搾
乳
中
、
牛
に
蹴
ら
れ…

酪
農
の
牛
舎
で
乳
房
炎
に
か
か
っ

た
牛
を
一
人
で
搾
乳
し
よ
う
と
し
た

際
、
誤
っ
て
患
部
に
触
れ
、
痛
が
っ
た

牛牛
がが
蹴蹴
りり
出出
しし
たた
左左
足足
がが
胸胸
部部
にに
当当
たた

りり
打
撲
入
院
。

子
供
た
ち
の
声
に
驚
い
た
牛
が…

搾
乳
中
、
近
く
で
小小
学学
生生
がが
大大
声声
でで

挨挨
拶拶
をを
しし
たた
ここ
とと
にに
驚驚
いい
たた
牛牛
が
、
作

業
者
の
左
大
腿
部
付
け
根
を
踏
み
つ

け
骨
折
。

「「安安全全第第一一」」ここそそ
集集落落営営農農のの最最重重要要課課題題

対策のポイント

農作業死亡事故の多くが高齢者
多くの地域で世代交代や担い手の確保が
困難な状況
事故の重大さを集落全体で認識する必要
「迷惑をかける→事故を隠す」につなが
らないよう、ヒヤリハットの共有や危険
個所の改修を徹底

・車高が高い乗用トラク
ターは飛び乗り・飛び
降り厳禁。
・靴底に十分刻みがあ
り、滑りにくい長靴を
使用。
・公道走行に必要な安全
機能が装備されていな
い田植機の移動は、運
搬車を使用。積み込み・
積み下ろしにはあゆみ
板を利用。
・果樹園内の作業路は、
枝葉のかぶさりや旋回
場所などのリスクを毎
年チェック。
・無人運転用モノレール
には乗らない。
・危険行動が予測される
牛の搾乳は複数人で、
牛を保定して行う。
・牛の近くでは大声を出
さず、ゆっくり行動。

出典 「事故事例・事故防止 のキーワード」（農作業安全総合推進協議会）
「農作業安全指導マニュアル」「農作業安全リスクカルテ」（日本農業機械化協会）

監修 全国農業改良普及支援協会
制作協力 株式会社コセプロ
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「農作業安全指導マニュアル」「農作業安全リスクカルテ」（日本農業機械化協会）

監修 全国農業改良普及支援協会
制作協力 株式会社コセプロ

ケ
ガ
に
よ
る
担
い
手
の
離
脱
は

集
落
営
農
の
崩
壊
に
も

水
稲
・
そ
ば
・
麦
・
大
豆
を
作
付
け
る

集
落
営
農
法
人
で
は
、
３
０
㎏
の
個
袋

を
計
量
器
か
ら
パ
レ
ッ
ト
ま
で
運
ぶ

際
、
床
面
か
ら
の
持
ち
上
げ
や
１
０
ｍ

程
度
の
移
動
に
よ
っ
て
ギ
ッ
ク
リ
腰
・

腰
背
痛
が
頻
発
し
て
い
ま
し
た
。

主主
たた
るる
担担
いい
手手
がが
ケケ
ガガ
をを
しし
てて
作作
業業

かか
らら
離離
脱脱
すす
るる
とと
、、地地
域域
全全
体体
のの
営営
農農
にに

影影
響響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
当
初
掲
げ
て
い

た
集
落
営
農
像
も
実
現
で
き
な
く
な
り

か
ね
ず
、法
人
代
表
は「
地
域
の
担
い
手

に
な
っ
た
以
上
、
ケ
ガ
は
自
分
だ
け
の

問
題
で
は
な
い
。地地
域域
にに
迷迷
惑惑
をを
かか
けけ
たた

くく
なな
いい
一一
心心
でで
、、事事
故故
防防
止止
にに
取取
りり
組組
んん

でで
いい
るる
」
と
語
り
ま
す
。

ケ
ガ
で
地
域
に

迷
惑
を
か
け
て
し
ま
う

ト
ラ
ク
タ
ー
か
ら
の
降
車
時
、

凍
っ
た
地
面
で
足
を
滑
ら
せ…

乗
用
ト
ラ
ク
タ
ー
で
除
雪
中
、
障
害

物
に
気
づ
い
て
ト
ラ
ク
タ
ー
か
ら
飛

び
降
り
よ
う
と
し
た
際
、
凍凍
っっ
たた
地地
面面

でで
足足
をを
滑滑
らら
せせ
てて
仰仰
向向
けけ
にに
倒倒
れれ
、
右

肩
を
強
打
。

田
植
え
機
に
肥
料
を

補
給
し
よ
う
と
し
て…

２
０
㎏
の
肥
料
袋
を
抱
え
て
田
植

え
機
の
前
部
に
乗
っ
た
際
、
足
を
滑
ら

せ
て
転
倒
。
田田
植植
ええ
機機
にに
腰腰
とと
背背
中中
をを

強強
打打
し
、
脊
椎
骨
折
と
打
撲
。

あ
ゆ
み
板
が
外
れ

田
植
機
が
体
の
上
に…

運
搬
車
の
荷
台
か
ら
田
植
機
を
バ

ッ
ク
で
降
ろ
す
際
、
ああ
ゆゆ
みみ
板板
がが
外外
れれ

そそ
うう
にに
なな
っっ
たた
た
め
、
と
っ
さ
に
飛
び

降
り
て
伏
せ
た
と
こ
ろ
、
上
か
ら
田田
植植

機機
がが
落落
下下
し
て
き
て
左
大
腿
骨
折
。

・事故発生時の手順書を明示。
・作業時は各自が救急箱を持参。
・ヒヤリハット事例を地図アプリと簿
冊で共有。
・朝礼で作業場所付近の危険個所
やドローン作業における事故防止
を注意喚起。
・トラクター作業では必ずヘルメット
装着、片ブレーキ厳禁、修理点検
時のエンジン停止などを徹底。
・危険が予想される個所での草刈り
作業は２人以上で行う。

地 域

農
作
業
事
故
の
当
事
者
が
語
る…

…ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
共
有
は

恥
ず
か
し
い
こ
と
で
は
な
い

Ｇ
Ａ
Ｐ（
農
業
生
産
工
程
管
理
）の
団

体
認
証
に
取
り
組
む
別
の
集
落
営
農
法

人
で
は
、
乾
燥
調
製
施
設
内
で
荷
物
を

持
ち
上
げ
る
際
に
突突
起起
物物
でで
頭頭
部部
をを
強強

打打
しし
たた
りり
、、脚脚
立立
かか
らら
のの
落落
下下
、、鎌鎌
やや
カカ

ッッ
タタ
ーー
にに
よよ
るる
切切
傷傷
な
ど
の
事
故
が
発

生
し
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
「
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
共
有
は

恥
ず
か
し
い
こ
と
で
は
な
い
」
と
の
意

識
か
ら
、
従
事
者
同
士
で
ヒヒ
ヤヤ
リリ
ハハ
ッッ

トト
事事
例例
をを
共共
有有
化化
。
作
業
日
誌
の
ほ
か

ス
マ
ホ
か
ら
も
記
載
で
き
る
よ
う
に
し

た
り
、
作
業
に
行
く
際
は
ス
マ
ホ
の
ア

プ
リ
か
ら
危
険
を
知
ら
せ
る
通
知
を
表

示
。
ほ
か
に
も
、
作
業
が
困
難
な
箇
所

（
せ
ま
い
農
道
か
ら
水
田
へ
の
進
入
路

な
ど
）
は
ベ
テ
ラ
ン
が
担
当
す
る
な
ど
、

危
険
回
避
に
努
め
て
い
ま
す
。

果
樹
園
で
Ｓ
Ｓ
運
転
中
、

主
枝
に
頭
部
を
打
ち
つ
け…

ス
ピ
ー
ド
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
を
運
転

中
、
果
樹
の
主
枝
の
直
近
で
頭
を
傾
け

て
避
け
た
も
の
の
、
Ｓ
Ｓ
の
異
音
に
気

づ
い
て
運
転
席
の
メ
ー
タ
ー
を
確
認

し
よ
う
と
顔顔
をを
上上
げげ
たた
際際
、、
頭頭
部部
がが
主主

枝枝
にに
激激
突突
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
も
飛
ぶ
ほ
ど

の
衝
撃
で
、
頸
椎
亜
脱
臼
。

無
人
運
転
用

モ
ノ
レ
ー
ル
に
乗
っ
て…

ミ
カ
ン
園
で
無
人
運
転
用
の
モ
ノ

レ
ー
ル
に
乗
り
、
ハ
シ
ゴ
と
刈
払
機
を

運
搬
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
防防
風風
垣垣

にに
ぶぶ
つつ
かか
っっ
てて
脚脚
をを
強強
打打
。

搾
乳
中
、
牛
に
蹴
ら
れ…

酪
農
の
牛
舎
で
乳
房
炎
に
か
か
っ

た
牛
を
一
人
で
搾
乳
し
よ
う
と
し
た

際
、
誤
っ
て
患
部
に
触
れ
、
痛
が
っ
た

牛牛
がが
蹴蹴
りり
出出
しし
たた
左左
足足
がが
胸胸
部部
にに
当当
たた

りり
打
撲
入
院
。

子
供
た
ち
の
声
に
驚
い
た
牛
が…

搾
乳
中
、
近
く
で
小小
学学
生生
がが
大大
声声
でで

挨挨
拶拶
をを
しし
たた
ここ
とと
にに
驚驚
いい
たた
牛牛
が
、
作

業
者
の
左
大
腿
部
付
け
根
を
踏
み
つ

け
骨
折
。

「「安安全全第第一一」」ここそそ
集集落落営営農農のの最最重重要要課課題題

対策のポイント

農作業死亡事故の多くが高齢者
多くの地域で世代交代や担い手の確保が
困難な状況
事故の重大さを集落全体で認識する必要
「迷惑をかける→事故を隠す」につなが
らないよう、ヒヤリハットの共有や危険
個所の改修を徹底

・車高が高い乗用トラク
ターは飛び乗り・飛び
降り厳禁。
・靴底に十分刻みがあ
り、滑りにくい長靴を
使用。
・公道走行に必要な安全
機能が装備されていな
い田植機の移動は、運
搬車を使用。積み込み・
積み下ろしにはあゆみ
板を利用。
・果樹園内の作業路は、
枝葉のかぶさりや旋回
場所などのリスクを毎
年チェック。
・無人運転用モノレール
には乗らない。
・危険行動が予測される
牛の搾乳は複数人で、
牛を保定して行う。
・牛の近くでは大声を出
さず、ゆっくり行動。

出典 「事故事例・事故防止 のキーワード」（農作業安全総合推進協議会）
「農作業安全指導マニュアル」「農作業安全リスクカルテ」（日本農業機械化協会）

監修 全国農業改良普及支援協会
制作協力 株式会社コセプロ
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落
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に
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・
そ
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・
麦
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大
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集
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法
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は
、
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の
個
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を
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パ
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ま
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、
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面
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の
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や
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程
度
の
移
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に
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・
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背
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ま
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。
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とと
、、地地
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のの
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影影
響響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
当
初
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落
営
農
像
も
実
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で
き
な
く
な
り
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ね
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、法
人
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表
は「
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以
上
、
ケ
ガ
は
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の

問
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で
は
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す
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け
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う
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の
降
車
時
、
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た
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面
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用
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中
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う
と
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え
機
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、
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冊で共有。
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装着、片ブレーキ厳禁、修理点検
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・危険が予想される個所での草刈り
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中
、
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、
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を
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、
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がが
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たた
ここ
とと
にに
驚驚
いい
たた
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。
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対策のポイント

農作業死亡事故の多くが高齢者
多くの地域で世代交代や担い手の確保が
困難な状況
事故の重大さを集落全体で認識する必要
「迷惑をかける→事故を隠す」につなが
らないよう、ヒヤリハットの共有や危険
個所の改修を徹底

・車高が高い乗用トラク
ターは飛び乗り・飛び
降り厳禁。
・靴底に十分刻みがあ
り、滑りにくい長靴を
使用。
・公道走行に必要な安全
機能が装備されていな
い田植機の移動は、運
搬車を使用。積み込み・
積み下ろしにはあゆみ
板を利用。
・果樹園内の作業路は、
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場所などのリスクを毎
年チェック。
・無人運転用モノレール
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牛の搾乳は複数人で、
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監修 全国農業改良普及支援協会
制作協力 株式会社コセプロ

ケ
ガ
に
よ
る
担
い
手
の
離
脱
は

集
落
営
農
の
崩
壊
に
も

水
稲
・
そ
ば
・
麦
・
大
豆
を
作
付
け
る

集
落
営
農
法
人
で
は
、
３
０
㎏
の
個
袋

を
計
量
器
か
ら
パ
レ
ッ
ト
ま
で
運
ぶ

際
、
床
面
か
ら
の
持
ち
上
げ
や
１
０
ｍ

程
度
の
移
動
に
よ
っ
て
ギ
ッ
ク
リ
腰
・

腰
背
痛
が
頻
発
し
て
い
ま
し
た
。

主主
たた
るる
担担
いい
手手
がが
ケケ
ガガ
をを
しし
てて
作作
業業

かか
らら
離離
脱脱
すす
るる
とと
、、地地
域域
全全
体体
のの
営営
農農
にに

影影
響響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
当
初
掲
げ
て
い

た
集
落
営
農
像
も
実
現
で
き
な
く
な
り

か
ね
ず
、法
人
代
表
は「
地
域
の
担
い
手

に
な
っ
た
以
上
、
ケ
ガ
は
自
分
だ
け
の

問
題
で
は
な
い
。地地
域域
にに
迷迷
惑惑
をを
かか
けけ
たた

くく
なな
いい
一一
心心
でで
、、事事
故故
防防
止止
にに
取取
りり
組組
んん

でで
いい
るる
」
と
語
り
ま
す
。

ケ
ガ
で
地
域
に

迷
惑
を
か
け
て
し
ま
う

ト
ラ
ク
タ
ー
か
ら
の
降
車
時
、

凍
っ
た
地
面
で
足
を
滑
ら
せ…

乗
用
ト
ラ
ク
タ
ー
で
除
雪
中
、
障
害

物
に
気
づ
い
て
ト
ラ
ク
タ
ー
か
ら
飛

び
降
り
よ
う
と
し
た
際
、
凍凍
っっ
たた
地地
面面

でで
足足
をを
滑滑
らら
せせ
てて
仰仰
向向
けけ
にに
倒倒
れれ
、
右

肩
を
強
打
。

田
植
え
機
に
肥
料
を

補
給
し
よ
う
と
し
て…

２
０
㎏
の
肥
料
袋
を
抱
え
て
田
植

え
機
の
前
部
に
乗
っ
た
際
、
足
を
滑
ら

せ
て
転
倒
。
田田
植植
ええ
機機
にに
腰腰
とと
背背
中中
をを

強強
打打
し
、
脊
椎
骨
折
と
打
撲
。

あ
ゆ
み
板
が
外
れ

田
植
機
が
体
の
上
に…

運
搬
車
の
荷
台
か
ら
田
植
機
を
バ

ッ
ク
で
降
ろ
す
際
、
ああ
ゆゆ
みみ
板板
がが
外外
れれ

そそ
うう
にに
なな
っっ
たた
た
め
、
と
っ
さ
に
飛
び

降
り
て
伏
せ
た
と
こ
ろ
、
上
か
ら
田田
植植

機機
がが
落落
下下
し
て
き
て
左
大
腿
骨
折
。

・事故発生時の手順書を明示。
・作業時は各自が救急箱を持参。
・ヒヤリハット事例を地図アプリと簿
冊で共有。
・朝礼で作業場所付近の危険個所
やドローン作業における事故防止
を注意喚起。
・トラクター作業では必ずヘルメット
装着、片ブレーキ厳禁、修理点検
時のエンジン停止などを徹底。
・危険が予想される個所での草刈り
作業は２人以上で行う。

地 域

農
作
業
事
故
の
当
事
者
が
語
る…

…ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
共
有
は

恥
ず
か
し
い
こ
と
で
は
な
い

Ｇ
Ａ
Ｐ（
農
業
生
産
工
程
管
理
）の
団

体
認
証
に
取
り
組
む
別
の
集
落
営
農
法

人
で
は
、
乾
燥
調
製
施
設
内
で
荷
物
を

持
ち
上
げ
る
際
に
突突
起起
物物
でで
頭頭
部部
をを
強強

打打
しし
たた
りり
、、脚脚
立立
かか
らら
のの
落落
下下
、、鎌鎌
やや
カカ

ッッ
タタ
ーー
にに
よよ
るる
切切
傷傷
な
ど
の
事
故
が
発

生
し
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
「
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
共
有
は

恥
ず
か
し
い
こ
と
で
は
な
い
」
と
の
意

識
か
ら
、
従
事
者
同
士
で
ヒヒ
ヤヤ
リリ
ハハ
ッッ

トト
事事
例例
をを
共共
有有
化化
。
作
業
日
誌
の
ほ
か

ス
マ
ホ
か
ら
も
記
載
で
き
る
よ
う
に
し

た
り
、
作
業
に
行
く
際
は
ス
マ
ホ
の
ア

プ
リ
か
ら
危
険
を
知
ら
せ
る
通
知
を
表

示
。
ほ
か
に
も
、
作
業
が
困
難
な
箇
所

（
せ
ま
い
農
道
か
ら
水
田
へ
の
進
入
路

な
ど
）
は
ベ
テ
ラ
ン
が
担
当
す
る
な
ど
、

危
険
回
避
に
努
め
て
い
ま
す
。

果
樹
園
で
Ｓ
Ｓ
運
転
中
、

主
枝
に
頭
部
を
打
ち
つ
け…

ス
ピ
ー
ド
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
を
運
転

中
、
果
樹
の
主
枝
の
直
近
で
頭
を
傾
け

て
避
け
た
も
の
の
、
Ｓ
Ｓ
の
異
音
に
気

づ
い
て
運
転
席
の
メ
ー
タ
ー
を
確
認

し
よ
う
と
顔顔
をを
上上
げげ
たた
際際
、、
頭頭
部部
がが
主主

枝枝
にに
激激
突突
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
も
飛
ぶ
ほ
ど

の
衝
撃
で
、
頸
椎
亜
脱
臼
。

無
人
運
転
用

モ
ノ
レ
ー
ル
に
乗
っ
て…

ミ
カ
ン
園
で
無
人
運
転
用
の
モ
ノ

レ
ー
ル
に
乗
り
、
ハ
シ
ゴ
と
刈
払
機
を

運
搬
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
防防
風風
垣垣

にに
ぶぶ
つつ
かか
っっ
てて
脚脚
をを
強強
打打
。

搾
乳
中
、
牛
に
蹴
ら
れ…

酪
農
の
牛
舎
で
乳
房
炎
に
か
か
っ

た
牛
を
一
人
で
搾
乳
し
よ
う
と
し
た

際
、
誤
っ
て
患
部
に
触
れ
、
痛
が
っ
た

牛牛
がが
蹴蹴
りり
出出
しし
たた
左左
足足
がが
胸胸
部部
にに
当当
たた

りり
打
撲
入
院
。

子
供
た
ち
の
声
に
驚
い
た
牛
が…

搾
乳
中
、
近
く
で
小小
学学
生生
がが
大大
声声
でで

挨挨
拶拶
をを
しし
たた
ここ
とと
にに
驚驚
いい
たた
牛牛
が
、
作

業
者
の
左
大
腿
部
付
け
根
を
踏
み
つ

け
骨
折
。

「「安安全全第第一一」」ここそそ
集集落落営営農農のの最最重重要要課課題題

対策のポイント

農作業死亡事故の多くが高齢者
多くの地域で世代交代や担い手の確保が
困難な状況
事故の重大さを集落全体で認識する必要
「迷惑をかける→事故を隠す」につなが
らないよう、ヒヤリハットの共有や危険
個所の改修を徹底

・車高が高い乗用トラク
ターは飛び乗り・飛び
降り厳禁。
・靴底に十分刻みがあ
り、滑りにくい長靴を
使用。
・公道走行に必要な安全
機能が装備されていな
い田植機の移動は、運
搬車を使用。積み込み・
積み下ろしにはあゆみ
板を利用。
・果樹園内の作業路は、
枝葉のかぶさりや旋回
場所などのリスクを毎
年チェック。
・無人運転用モノレール
には乗らない。
・危険行動が予測される
牛の搾乳は複数人で、
牛を保定して行う。
・牛の近くでは大声を出
さず、ゆっくり行動。

出典 「事故事例・事故防止 のキーワード」（農作業安全総合推進協議会）
「農作業安全指導マニュアル」「農作業安全リスクカルテ」（日本農業機械化協会）

監修 全国農業改良普及支援協会
制作協力 株式会社コセプロ

ケ
ガ
に
よ
る
担
い
手
の
離
脱
は

集
落
営
農
の
崩
壊
に
も

水
稲
・
そ
ば
・
麦
・
大
豆
を
作
付
け
る

集
落
営
農
法
人
で
は
、
３
０
㎏
の
個
袋

を
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量
器
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ら
パ
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ト
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、
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面
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の
持
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げ
や
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度
の
移
動
に
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・
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背
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発
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ま
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。
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とと
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全全
体体
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にに
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を
及
ぼ
し
ま
す
。
当
初
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げ
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い
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集
落
営
農
像
も
実
現
で
き
な
く
な
り

か
ね
ず
、法
人
代
表
は「
地
域
の
担
い
手

に
な
っ
た
以
上
、
ケ
ガ
は
自
分
だ
け
の

問
題
で
は
な
い
。地地
域域
にに
迷迷
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をを
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けけ
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なな
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心心
でで
、、事事
故故
防防
止止
にに
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んん

でで
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るる
」
と
語
り
ま
す
。

ケ
ガ
で
地
域
に
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を
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け
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し
ま
う

ト
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ー
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の
降
車
時
、

凍
っ
た
地
面
で
足
を
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せ…
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用
ト
ラ
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ー
で
除
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中
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に
気
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て
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び
降
り
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う
と
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た
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、
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面面

でで
足足
をを
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にに
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、
右

肩
を
強
打
。
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植
え
機
に
肥
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を
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と
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、
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植
機
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・作業時は各自が救急箱を持参。
・ヒヤリハット事例を地図アプリと簿
冊で共有。
・朝礼で作業場所付近の危険個所
やドローン作業における事故防止
を注意喚起。
・トラクター作業では必ずヘルメット
装着、片ブレーキ厳禁、修理点検
時のエンジン停止などを徹底。
・危険が予想される個所での草刈り
作業は２人以上で行う。
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に
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の
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下下
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やや
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な
ど
の
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ま
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で
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の
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と
で
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な
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」
と
の
意
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者
同
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で
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業
日
誌
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記
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る
よ
う
に
し
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、
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業
に
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際
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マ
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ア

プ
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険
を
知
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せ
る
通
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を
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。
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水
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、

危
険
回
避
に
努
め
て
い
ま
す
。

果
樹
園
で
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中
、
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に
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を
打
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ー
ド
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転

中
、
果
樹
の
主
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の
直
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で
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を
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の
の
、
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Ｓ
の
異
音
に
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転
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の
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を
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よ
う
と
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をを
上上
げげ
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、、
頭頭
部部
がが
主主

枝枝
にに
激激
突突
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
も
飛
ぶ
ほ
ど

の
衝
撃
で
、
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椎
亜
脱
臼
。

無
人
運
転
用
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レ
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ル
に
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て…
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で
無
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転
用
の
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ル
に
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り
、
ハ
シ
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と
刈
払
機
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運
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し
よ
う
と
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た
と
こ
ろ
、
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にに
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脚脚
をを
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。

搾
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中
、
牛
に
蹴
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れ…

酪
農
の
牛
舎
で
乳
房
炎
に
か
か
っ

た
牛
を
一
人
で
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乳
し
よ
う
と
し
た

際
、
誤
っ
て
患
部
に
触
れ
、
痛
が
っ
た

牛牛
がが
蹴蹴
りり
出出
しし
たた
左左
足足
がが
胸胸
部部
にに
当当
たた

りり
打
撲
入
院
。

子
供
た
ち
の
声
に
驚
い
た
牛
が…

搾
乳
中
、
近
く
で
小小
学学
生生
がが
大大
声声
でで

挨挨
拶拶
をを
しし
たた
ここ
とと
にに
驚驚
いい
たた
牛牛
が
、
作

業
者
の
左
大
腿
部
付
け
根
を
踏
み
つ

け
骨
折
。

「「安安全全第第一一」」ここそそ
集集落落営営農農のの最最重重要要課課題題

対策のポイント

農作業死亡事故の多くが高齢者
多くの地域で世代交代や担い手の確保が
困難な状況
事故の重大さを集落全体で認識する必要
「迷惑をかける→事故を隠す」につなが
らないよう、ヒヤリハットの共有や危険
個所の改修を徹底

・車高が高い乗用トラク
ターは飛び乗り・飛び
降り厳禁。
・靴底に十分刻みがあ
り、滑りにくい長靴を
使用。
・公道走行に必要な安全
機能が装備されていな
い田植機の移動は、運
搬車を使用。積み込み・
積み下ろしにはあゆみ
板を利用。
・果樹園内の作業路は、
枝葉のかぶさりや旋回
場所などのリスクを毎
年チェック。
・無人運転用モノレール
には乗らない。
・危険行動が予測される
牛の搾乳は複数人で、
牛を保定して行う。
・牛の近くでは大声を出
さず、ゆっくり行動。

出典 「事故事例・事故防止 のキーワード」（農作業安全総合推進協議会）
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監修 全国農業改良普及支援協会
制作協力 株式会社コセプロ

ケ
ガ
に
よ
る
担
い
手
の
離
脱
は

集
落
営
農
の
崩
壊
に
も

水
稲
・
そ
ば
・
麦
・
大
豆
を
作
付
け
る

集
落
営
農
法
人
で
は
、
３
０
㎏
の
個
袋

を
計
量
器
か
ら
パ
レ
ッ
ト
ま
で
運
ぶ

際
、
床
面
か
ら
の
持
ち
上
げ
や
１
０
ｍ

程
度
の
移
動
に
よ
っ
て
ギ
ッ
ク
リ
腰
・

腰
背
痛
が
頻
発
し
て
い
ま
し
た
。

主主
たた
るる
担担
いい
手手
がが
ケケ
ガガ
をを
しし
てて
作作
業業

かか
らら
離離
脱脱
すす
るる
とと
、、地地
域域
全全
体体
のの
営営
農農
にに

影影
響響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
当
初
掲
げ
て
い

た
集
落
営
農
像
も
実
現
で
き
な
く
な
り

か
ね
ず
、法
人
代
表
は「
地
域
の
担
い
手

に
な
っ
た
以
上
、
ケ
ガ
は
自
分
だ
け
の

問
題
で
は
な
い
。地地
域域
にに
迷迷
惑惑
をを
かか
けけ
たた

くく
なな
いい
一一
心心
でで
、、事事
故故
防防
止止
にに
取取
りり
組組
んん

でで
いい
るる
」
と
語
り
ま
す
。

ケ
ガ
で
地
域
に

迷
惑
を
か
け
て
し
ま
う

ト
ラ
ク
タ
ー
か
ら
の
降
車
時
、

凍
っ
た
地
面
で
足
を
滑
ら
せ…

乗
用
ト
ラ
ク
タ
ー
で
除
雪
中
、
障
害

物
に
気
づ
い
て
ト
ラ
ク
タ
ー
か
ら
飛

び
降
り
よ
う
と
し
た
際
、
凍凍
っっ
たた
地地
面面

でで
足足
をを
滑滑
らら
せせ
てて
仰仰
向向
けけ
にに
倒倒
れれ
、
右

肩
を
強
打
。

田
植
え
機
に
肥
料
を

補
給
し
よ
う
と
し
て…

２
０
㎏
の
肥
料
袋
を
抱
え
て
田
植

え
機
の
前
部
に
乗
っ
た
際
、
足
を
滑
ら

せ
て
転
倒
。
田田
植植
ええ
機機
にに
腰腰
とと
背背
中中
をを

強強
打打
し
、
脊
椎
骨
折
と
打
撲
。

あ
ゆ
み
板
が
外
れ

田
植
機
が
体
の
上
に…

運
搬
車
の
荷
台
か
ら
田
植
機
を
バ

ッ
ク
で
降
ろ
す
際
、
ああ
ゆゆ
みみ
板板
がが
外外
れれ

そそ
うう
にに
なな
っっ
たた
た
め
、
と
っ
さ
に
飛
び

降
り
て
伏
せ
た
と
こ
ろ
、
上
か
ら
田田
植植

機機
がが
落落
下下
し
て
き
て
左
大
腿
骨
折
。

・事故発生時の手順書を明示。
・作業時は各自が救急箱を持参。
・ヒヤリハット事例を地図アプリと簿
冊で共有。
・朝礼で作業場所付近の危険個所
やドローン作業における事故防止
を注意喚起。
・トラクター作業では必ずヘルメット
装着、片ブレーキ厳禁、修理点検
時のエンジン停止などを徹底。
・危険が予想される個所での草刈り
作業は２人以上で行う。

地 域

農
作
業
事
故
の
当
事
者
が
語
る…

…ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
共
有
は

恥
ず
か
し
い
こ
と
で
は
な
い

Ｇ
Ａ
Ｐ（
農
業
生
産
工
程
管
理
）の
団

体
認
証
に
取
り
組
む
別
の
集
落
営
農
法

人
で
は
、
乾
燥
調
製
施
設
内
で
荷
物
を

持
ち
上
げ
る
際
に
突突
起起
物物
でで
頭頭
部部
をを
強強

打打
しし
たた
りり
、、脚脚
立立
かか
らら
のの
落落
下下
、、鎌鎌
やや
カカ

ッッ
タタ
ーー
にに
よよ
るる
切切
傷傷
な
ど
の
事
故
が
発

生
し
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
「
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
共
有
は

恥
ず
か
し
い
こ
と
で
は
な
い
」
と
の
意

識
か
ら
、
従
事
者
同
士
で
ヒヒ
ヤヤ
リリ
ハハ
ッッ

トト
事事
例例
をを
共共
有有
化化
。
作
業
日
誌
の
ほ
か

ス
マ
ホ
か
ら
も
記
載
で
き
る
よ
う
に
し

た
り
、
作
業
に
行
く
際
は
ス
マ
ホ
の
ア

プ
リ
か
ら
危
険
を
知
ら
せ
る
通
知
を
表

示
。
ほ
か
に
も
、
作
業
が
困
難
な
箇
所

（
せ
ま
い
農
道
か
ら
水
田
へ
の
進
入
路

な
ど
）
は
ベ
テ
ラ
ン
が
担
当
す
る
な
ど
、

危
険
回
避
に
努
め
て
い
ま
す
。

果
樹
園
で
Ｓ
Ｓ
運
転
中
、

主
枝
に
頭
部
を
打
ち
つ
け…

ス
ピ
ー
ド
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
を
運
転

中
、
果
樹
の
主
枝
の
直
近
で
頭
を
傾
け

て
避
け
た
も
の
の
、
Ｓ
Ｓ
の
異
音
に
気

づ
い
て
運
転
席
の
メ
ー
タ
ー
を
確
認

し
よ
う
と
顔顔
をを
上上
げげ
たた
際際
、、
頭頭
部部
がが
主主

枝枝
にに
激激
突突
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
も
飛
ぶ
ほ
ど

の
衝
撃
で
、
頸
椎
亜
脱
臼
。

無
人
運
転
用

モ
ノ
レ
ー
ル
に
乗
っ
て…

ミ
カ
ン
園
で
無
人
運
転
用
の
モ
ノ

レ
ー
ル
に
乗
り
、
ハ
シ
ゴ
と
刈
払
機
を

運
搬
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
防防
風風
垣垣

にに
ぶぶ
つつ
かか
っっ
てて
脚脚
をを
強強
打打
。

搾
乳
中
、
牛
に
蹴
ら
れ…

酪
農
の
牛
舎
で
乳
房
炎
に
か
か
っ

た
牛
を
一
人
で
搾
乳
し
よ
う
と
し
た

際
、
誤
っ
て
患
部
に
触
れ
、
痛
が
っ
た

牛牛
がが
蹴蹴
りり
出出
しし
たた
左左
足足
がが
胸胸
部部
にに
当当
たた

りり
打
撲
入
院
。

子
供
た
ち
の
声
に
驚
い
た
牛
が…

搾
乳
中
、
近
く
で
小小
学学
生生
がが
大大
声声
でで

挨挨
拶拶
をを
しし
たた
ここ
とと
にに
驚驚
いい
たた
牛牛
が
、
作

業
者
の
左
大
腿
部
付
け
根
を
踏
み
つ

け
骨
折
。

「「安安全全第第一一」」ここそそ
集集落落営営農農のの最最重重要要課課題題

対策のポイント

農作業死亡事故の多くが高齢者
多くの地域で世代交代や担い手の確保が
困難な状況
事故の重大さを集落全体で認識する必要
「迷惑をかける→事故を隠す」につなが
らないよう、ヒヤリハットの共有や危険
個所の改修を徹底

・車高が高い乗用トラク
ターは飛び乗り・飛び
降り厳禁。
・靴底に十分刻みがあ
り、滑りにくい長靴を
使用。
・公道走行に必要な安全
機能が装備されていな
い田植機の移動は、運
搬車を使用。積み込み・
積み下ろしにはあゆみ
板を利用。
・果樹園内の作業路は、
枝葉のかぶさりや旋回
場所などのリスクを毎
年チェック。
・無人運転用モノレール
には乗らない。
・危険行動が予測される
牛の搾乳は複数人で、
牛を保定して行う。
・牛の近くでは大声を出
さず、ゆっくり行動。

出典 「事故事例・事故防止 のキーワード」（農作業安全総合推進協議会）
「農作業安全指導マニュアル」「農作業安全リスクカルテ」（日本農業機械化協会）

監修 全国農業改良普及支援協会
制作協力 株式会社コセプロ

ケ
ガ
に
よ
る
担
い
手
の
離
脱
は

集
落
営
農
の
崩
壊
に
も

水
稲
・
そ
ば
・
麦
・
大
豆
を
作
付
け
る

集
落
営
農
法
人
で
は
、
３
０
㎏
の
個
袋

を
計
量
器
か
ら
パ
レ
ッ
ト
ま
で
運
ぶ

際
、
床
面
か
ら
の
持
ち
上
げ
や
１
０
ｍ

程
度
の
移
動
に
よ
っ
て
ギ
ッ
ク
リ
腰
・

腰
背
痛
が
頻
発
し
て
い
ま
し
た
。

主主
たた
るる
担担
いい
手手
がが
ケケ
ガガ
をを
しし
てて
作作
業業

かか
らら
離離
脱脱
すす
るる
とと
、、地地
域域
全全
体体
のの
営営
農農
にに

影影
響響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
当
初
掲
げ
て
い

た
集
落
営
農
像
も
実
現
で
き
な
く
な
り

か
ね
ず
、法
人
代
表
は「
地
域
の
担
い
手

に
な
っ
た
以
上
、
ケ
ガ
は
自
分
だ
け
の

問
題
で
は
な
い
。地地
域域
にに
迷迷
惑惑
をを
かか
けけ
たた

くく
なな
いい
一一
心心
でで
、、事事
故故
防防
止止
にに
取取
りり
組組
んん

でで
いい
るる
」
と
語
り
ま
す
。

ケ
ガ
で
地
域
に

迷
惑
を
か
け
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し
ま
う

ト
ラ
ク
タ
ー
か
ら
の
降
車
時
、

凍
っ
た
地
面
で
足
を
滑
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せ…

乗
用
ト
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ク
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ー
で
除
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中
、
障
害

物
に
気
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い
て
ト
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ク
タ
ー
か
ら
飛

び
降
り
よ
う
と
し
た
際
、
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っっ
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地地
面面

でで
足足
をを
滑滑
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せせ
てて
仰仰
向向
けけ
にに
倒倒
れれ
、
右

肩
を
強
打
。

田
植
え
機
に
肥
料
を

補
給
し
よ
う
と
し
て…

２
０
㎏
の
肥
料
袋
を
抱
え
て
田
植

え
機
の
前
部
に
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た
際
、
足
を
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せ
て
転
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。
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ええ
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とと
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中中
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し
、
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機
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・作業時は各自が救急箱を持参。
・ヒヤリハット事例を地図アプリと簿
冊で共有。
・朝礼で作業場所付近の危険個所
やドローン作業における事故防止
を注意喚起。
・トラクター作業では必ずヘルメット
装着、片ブレーキ厳禁、修理点検
時のエンジン停止などを徹底。
・危険が予想される個所での草刈り
作業は２人以上で行う。
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に
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の
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な
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で
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」
と
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意
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、
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同
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で
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誌
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に
し
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、
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に
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ア
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を
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。
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進
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、
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中
、
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に
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ド
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転

中
、
果
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直
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で
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を
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の
の
、
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の
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音
に
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転
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の
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う
と
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をを
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際際
、、
頭頭
部部
がが
主主

枝枝
にに
激激
突突
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
も
飛
ぶ
ほ
ど

の
衝
撃
で
、
頸
椎
亜
脱
臼
。

無
人
運
転
用

モ
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レ
ー
ル
に
乗
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て…
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ン
園
で
無
人
運
転
用
の
モ
ノ

レ
ー
ル
に
乗
り
、
ハ
シ
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と
刈
払
機
を

運
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し
よ
う
と
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た
と
こ
ろ
、
防防
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にに
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つつ
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てて
脚脚
をを
強強
打打
。

搾
乳
中
、
牛
に
蹴
ら
れ…

酪
農
の
牛
舎
で
乳
房
炎
に
か
か
っ

た
牛
を
一
人
で
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し
よ
う
と
し
た

際
、
誤
っ
て
患
部
に
触
れ
、
痛
が
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た
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がが
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りり
出出
しし
たた
左左
足足
がが
胸胸
部部
にに
当当
たた

りり
打
撲
入
院
。

子
供
た
ち
の
声
に
驚
い
た
牛
が…

搾
乳
中
、
近
く
で
小小
学学
生生
がが
大大
声声
でで

挨挨
拶拶
をを
しし
たた
ここ
とと
にに
驚驚
いい
たた
牛牛
が
、
作

業
者
の
左
大
腿
部
付
け
根
を
踏
み
つ

け
骨
折
。

「「安安全全第第一一」」ここそそ
集集落落営営農農のの最最重重要要課課題題

対策のポイント

農作業死亡事故の多くが高齢者
多くの地域で世代交代や担い手の確保が
困難な状況
事故の重大さを集落全体で認識する必要
「迷惑をかける→事故を隠す」につなが
らないよう、ヒヤリハットの共有や危険
個所の改修を徹底

・車高が高い乗用トラク
ターは飛び乗り・飛び
降り厳禁。
・靴底に十分刻みがあ
り、滑りにくい長靴を
使用。
・公道走行に必要な安全
機能が装備されていな
い田植機の移動は、運
搬車を使用。積み込み・
積み下ろしにはあゆみ
板を利用。
・果樹園内の作業路は、
枝葉のかぶさりや旋回
場所などのリスクを毎
年チェック。
・無人運転用モノレール
には乗らない。
・危険行動が予測される
牛の搾乳は複数人で、
牛を保定して行う。
・牛の近くでは大声を出
さず、ゆっくり行動。

出典 「事故事例・事故防止 のキーワード」（農作業安全総合推進協議会）
「農作業安全指導マニュアル」「農作業安全リスクカルテ」（日本農業機械化協会）

監修 全国農業改良普及支援協会
制作協力 株式会社コセプロ

ケ
ガ
に
よ
る
担
い
手
の
離
脱
は

集
落
営
農
の
崩
壊
に
も

水
稲
・
そ
ば
・
麦
・
大
豆
を
作
付
け
る

集
落
営
農
法
人
で
は
、
３
０
㎏
の
個
袋

を
計
量
器
か
ら
パ
レ
ッ
ト
ま
で
運
ぶ

際
、
床
面
か
ら
の
持
ち
上
げ
や
１
０
ｍ

程
度
の
移
動
に
よ
っ
て
ギ
ッ
ク
リ
腰
・

腰
背
痛
が
頻
発
し
て
い
ま
し
た
。

主主
たた
るる
担担
いい
手手
がが
ケケ
ガガ
をを
しし
てて
作作
業業

かか
らら
離離
脱脱
すす
るる
とと
、、地地
域域
全全
体体
のの
営営
農農
にに

影影
響響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
当
初
掲
げ
て
い

た
集
落
営
農
像
も
実
現
で
き
な
く
な
り

か
ね
ず
、法
人
代
表
は「
地
域
の
担
い
手

に
な
っ
た
以
上
、
ケ
ガ
は
自
分
だ
け
の

問
題
で
は
な
い
。地地
域域
にに
迷迷
惑惑
をを
かか
けけ
たた

くく
なな
いい
一一
心心
でで
、、事事
故故
防防
止止
にに
取取
りり
組組
んん

でで
いい
るる
」
と
語
り
ま
す
。
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で
地
域
に

迷
惑
を
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け
て
し
ま
う

ト
ラ
ク
タ
ー
か
ら
の
降
車
時
、

凍
っ
た
地
面
で
足
を
滑
ら
せ…

乗
用
ト
ラ
ク
タ
ー
で
除
雪
中
、
障
害

物
に
気
づ
い
て
ト
ラ
ク
タ
ー
か
ら
飛

び
降
り
よ
う
と
し
た
際
、
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っっ
たた
地地
面面

でで
足足
をを
滑滑
らら
せせ
てて
仰仰
向向
けけ
にに
倒倒
れれ
、
右

肩
を
強
打
。

田
植
え
機
に
肥
料
を

補
給
し
よ
う
と
し
て…

２
０
㎏
の
肥
料
袋
を
抱
え
て
田
植

え
機
の
前
部
に
乗
っ
た
際
、
足
を
滑
ら

せ
て
転
倒
。
田田
植植
ええ
機機
にに
腰腰
とと
背背
中中
をを

強強
打打
し
、
脊
椎
骨
折
と
打
撲
。

あ
ゆ
み
板
が
外
れ

田
植
機
が
体
の
上
に…

運
搬
車
の
荷
台
か
ら
田
植
機
を
バ

ッ
ク
で
降
ろ
す
際
、
ああ
ゆゆ
みみ
板板
がが
外外
れれ

そそ
うう
にに
なな
っっ
たた
た
め
、
と
っ
さ
に
飛
び

降
り
て
伏
せ
た
と
こ
ろ
、
上
か
ら
田田
植植

機機
がが
落落
下下
し
て
き
て
左
大
腿
骨
折
。

・事故発生時の手順書を明示。
・作業時は各自が救急箱を持参。
・ヒヤリハット事例を地図アプリと簿
冊で共有。
・朝礼で作業場所付近の危険個所
やドローン作業における事故防止
を注意喚起。
・トラクター作業では必ずヘルメット
装着、片ブレーキ厳禁、修理点検
時のエンジン停止などを徹底。
・危険が予想される個所での草刈り
作業は２人以上で行う。

地 域

農
作
業
事
故
の
当
事
者
が
語
る…

…ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
共
有
は

恥
ず
か
し
い
こ
と
で
は
な
い

Ｇ
Ａ
Ｐ（
農
業
生
産
工
程
管
理
）の
団

体
認
証
に
取
り
組
む
別
の
集
落
営
農
法

人
で
は
、
乾
燥
調
製
施
設
内
で
荷
物
を

持
ち
上
げ
る
際
に
突突
起起
物物
でで
頭頭
部部
をを
強強

打打
しし
たた
りり
、、脚脚
立立
かか
らら
のの
落落
下下
、、鎌鎌
やや
カカ

ッッ
タタ
ーー
にに
よよ
るる
切切
傷傷
な
ど
の
事
故
が
発

生
し
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
「
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
共
有
は

恥
ず
か
し
い
こ
と
で
は
な
い
」
と
の
意

識
か
ら
、
従
事
者
同
士
で
ヒヒ
ヤヤ
リリ
ハハ
ッッ

トト
事事
例例
をを
共共
有有
化化
。
作
業
日
誌
の
ほ
か

ス
マ
ホ
か
ら
も
記
載
で
き
る
よ
う
に
し

た
り
、
作
業
に
行
く
際
は
ス
マ
ホ
の
ア

プ
リ
か
ら
危
険
を
知
ら
せ
る
通
知
を
表

示
。
ほ
か
に
も
、
作
業
が
困
難
な
箇
所

（
せ
ま
い
農
道
か
ら
水
田
へ
の
進
入
路

な
ど
）
は
ベ
テ
ラ
ン
が
担
当
す
る
な
ど
、

危
険
回
避
に
努
め
て
い
ま
す
。

果
樹
園
で
Ｓ
Ｓ
運
転
中
、

主
枝
に
頭
部
を
打
ち
つ
け…

ス
ピ
ー
ド
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
を
運
転

中
、
果
樹
の
主
枝
の
直
近
で
頭
を
傾
け

て
避
け
た
も
の
の
、
Ｓ
Ｓ
の
異
音
に
気

づ
い
て
運
転
席
の
メ
ー
タ
ー
を
確
認

し
よ
う
と
顔顔
をを
上上
げげ
たた
際際
、、
頭頭
部部
がが
主主

枝枝
にに
激激
突突
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
も
飛
ぶ
ほ
ど

の
衝
撃
で
、
頸
椎
亜
脱
臼
。

無
人
運
転
用

モ
ノ
レ
ー
ル
に
乗
っ
て…

ミ
カ
ン
園
で
無
人
運
転
用
の
モ
ノ

レ
ー
ル
に
乗
り
、
ハ
シ
ゴ
と
刈
払
機
を

運
搬
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
防防
風風
垣垣

にに
ぶぶ
つつ
かか
っっ
てて
脚脚
をを
強強
打打
。

搾
乳
中
、
牛
に
蹴
ら
れ…

酪
農
の
牛
舎
で
乳
房
炎
に
か
か
っ

た
牛
を
一
人
で
搾
乳
し
よ
う
と
し
た

際
、
誤
っ
て
患
部
に
触
れ
、
痛
が
っ
た

牛牛
がが
蹴蹴
りり
出出
しし
たた
左左
足足
がが
胸胸
部部
にに
当当
たた

りり
打
撲
入
院
。

子
供
た
ち
の
声
に
驚
い
た
牛
が…

搾
乳
中
、
近
く
で
小小
学学
生生
がが
大大
声声
でで

挨挨
拶拶
をを
しし
たた
ここ
とと
にに
驚驚
いい
たた
牛牛
が
、
作

業
者
の
左
大
腿
部
付
け
根
を
踏
み
つ

け
骨
折
。

「「安安全全第第一一」」ここそそ
集集落落営営農農のの最最重重要要課課題題

対策のポイント

農作業死亡事故の多くが高齢者
多くの地域で世代交代や担い手の確保が
困難な状況
事故の重大さを集落全体で認識する必要
「迷惑をかける→事故を隠す」につなが
らないよう、ヒヤリハットの共有や危険
個所の改修を徹底

・車高が高い乗用トラク
ターは飛び乗り・飛び
降り厳禁。
・靴底に十分刻みがあ
り、滑りにくい長靴を
使用。
・公道走行に必要な安全
機能が装備されていな
い田植機の移動は、運
搬車を使用。積み込み・
積み下ろしにはあゆみ
板を利用。
・果樹園内の作業路は、
枝葉のかぶさりや旋回
場所などのリスクを毎
年チェック。
・無人運転用モノレール
には乗らない。
・危険行動が予測される
牛の搾乳は複数人で、
牛を保定して行う。
・牛の近くでは大声を出
さず、ゆっくり行動。

出典 「事故事例・事故防止 のキーワード」（農作業安全総合推進協議会）
「農作業安全指導マニュアル」「農作業安全リスクカルテ」（日本農業機械化協会）

監修 全国農業改良普及支援協会
制作協力 株式会社コセプロ

ケ
ガ
に
よ
る
担
い
手
の
離
脱
は

集
落
営
農
の
崩
壊
に
も

水
稲
・
そ
ば
・
麦
・
大
豆
を
作
付
け
る

集
落
営
農
法
人
で
は
、
３
０
㎏
の
個
袋

を
計
量
器
か
ら
パ
レ
ッ
ト
ま
で
運
ぶ

際
、
床
面
か
ら
の
持
ち
上
げ
や
１
０
ｍ

程
度
の
移
動
に
よ
っ
て
ギ
ッ
ク
リ
腰
・

腰
背
痛
が
頻
発
し
て
い
ま
し
た
。

主主
たた
るる
担担
いい
手手
がが
ケケ
ガガ
をを
しし
てて
作作
業業

かか
らら
離離
脱脱
すす
るる
とと
、、地地
域域
全全
体体
のの
営営
農農
にに

影影
響響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
当
初
掲
げ
て
い

た
集
落
営
農
像
も
実
現
で
き
な
く
な
り

か
ね
ず
、法
人
代
表
は「
地
域
の
担
い
手

に
な
っ
た
以
上
、
ケ
ガ
は
自
分
だ
け
の

問
題
で
は
な
い
。地地
域域
にに
迷迷
惑惑
をを
かか
けけ
たた

くく
なな
いい
一一
心心
でで
、、事事
故故
防防
止止
にに
取取
りり
組組
んん

でで
いい
るる
」
と
語
り
ま
す
。

ケ
ガ
で
地
域
に

迷
惑
を
か
け
て
し
ま
う

ト
ラ
ク
タ
ー
か
ら
の
降
車
時
、

凍
っ
た
地
面
で
足
を
滑
ら
せ…

乗
用
ト
ラ
ク
タ
ー
で
除
雪
中
、
障
害

物
に
気
づ
い
て
ト
ラ
ク
タ
ー
か
ら
飛

び
降
り
よ
う
と
し
た
際
、
凍凍
っっ
たた
地地
面面

でで
足足
をを
滑滑
らら
せせ
てて
仰仰
向向
けけ
にに
倒倒
れれ
、
右

肩
を
強
打
。

田
植
え
機
に
肥
料
を

補
給
し
よ
う
と
し
て…

２
０
㎏
の
肥
料
袋
を
抱
え
て
田
植

え
機
の
前
部
に
乗
っ
た
際
、
足
を
滑
ら

せ
て
転
倒
。
田田
植植
ええ
機機
にに
腰腰
とと
背背
中中
をを

強強
打打
し
、
脊
椎
骨
折
と
打
撲
。

あ
ゆ
み
板
が
外
れ

田
植
機
が
体
の
上
に…

運
搬
車
の
荷
台
か
ら
田
植
機
を
バ

ッ
ク
で
降
ろ
す
際
、
ああ
ゆゆ
みみ
板板
がが
外外
れれ

そそ
うう
にに
なな
っっ
たた
た
め
、
と
っ
さ
に
飛
び

降
り
て
伏
せ
た
と
こ
ろ
、
上
か
ら
田田
植植

機機
がが
落落
下下
し
て
き
て
左
大
腿
骨
折
。

・事故発生時の手順書を明示。
・作業時は各自が救急箱を持参。
・ヒヤリハット事例を地図アプリと簿
冊で共有。
・朝礼で作業場所付近の危険個所
やドローン作業における事故防止
を注意喚起。
・トラクター作業では必ずヘルメット
装着、片ブレーキ厳禁、修理点検
時のエンジン停止などを徹底。
・危険が予想される個所での草刈り
作業は２人以上で行う。
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農
作
業
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）の
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に
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の
集
落
営
農
法

人
で
は
、
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調
製
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設
内
で
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を

持
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上
げ
る
際
に
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起起
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でで
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部部
をを
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りり
、、脚脚
立立
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のの
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、、鎌鎌
やや
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にに
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な
ど
の
事
故
が
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ま
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。
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で
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の
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で
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」
と
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意
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、
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者
同
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で
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有有
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。
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業
日
誌
の
ほ
か
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マ
ホ
か
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も
記
載
で
き
る
よ
う
に
し
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り
、
作
業
に
行
く
際
は
ス
マ
ホ
の
ア

プ
リ
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ら
危
険
を
知
ら
せ
る
通
知
を
表
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。
ほ
か
に
も
、
作
業
が
困
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な
箇
所

（
せ
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い
農
道
か
ら
水
田
へ
の
進
入
路

な
ど
）
は
ベ
テ
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ン
が
担
当
す
る
な
ど
、
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険
回
避
に
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ま
す
。

果
樹
園
で
Ｓ
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運
転
中
、

主
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に
頭
部
を
打
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け…

ス
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ー
ド
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
を
運
転

中
、
果
樹
の
主
枝
の
直
近
で
頭
を
傾
け

て
避
け
た
も
の
の
、
Ｓ
Ｓ
の
異
音
に
気

づ
い
て
運
転
席
の
メ
ー
タ
ー
を
確
認

し
よ
う
と
顔顔
をを
上上
げげ
たた
際際
、、
頭頭
部部
がが
主主

枝枝
にに
激激
突突
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
も
飛
ぶ
ほ
ど

の
衝
撃
で
、
頸
椎
亜
脱
臼
。

無
人
運
転
用

モ
ノ
レ
ー
ル
に
乗
っ
て…

ミ
カ
ン
園
で
無
人
運
転
用
の
モ
ノ

レ
ー
ル
に
乗
り
、
ハ
シ
ゴ
と
刈
払
機
を

運
搬
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
防防
風風
垣垣

にに
ぶぶ
つつ
かか
っっ
てて
脚脚
をを
強強
打打
。

搾
乳
中
、
牛
に
蹴
ら
れ…

酪
農
の
牛
舎
で
乳
房
炎
に
か
か
っ

た
牛
を
一
人
で
搾
乳
し
よ
う
と
し
た

際
、
誤
っ
て
患
部
に
触
れ
、
痛
が
っ
た

牛牛
がが
蹴蹴
りり
出出
しし
たた
左左
足足
がが
胸胸
部部
にに
当当
たた

りり
打
撲
入
院
。

子
供
た
ち
の
声
に
驚
い
た
牛
が…

搾
乳
中
、
近
く
で
小小
学学
生生
がが
大大
声声
でで

挨挨
拶拶
をを
しし
たた
ここ
とと
にに
驚驚
いい
たた
牛牛
が
、
作

業
者
の
左
大
腿
部
付
け
根
を
踏
み
つ

け
骨
折
。

「「安安全全第第一一」」ここそそ
集集落落営営農農のの最最重重要要課課題題

対策のポイント

農作業死亡事故の多くが高齢者
多くの地域で世代交代や担い手の確保が
困難な状況
事故の重大さを集落全体で認識する必要
「迷惑をかける→事故を隠す」につなが
らないよう、ヒヤリハットの共有や危険
個所の改修を徹底

・車高が高い乗用トラク
ターは飛び乗り・飛び
降り厳禁。
・靴底に十分刻みがあ
り、滑りにくい長靴を
使用。
・公道走行に必要な安全
機能が装備されていな
い田植機の移動は、運
搬車を使用。積み込み・
積み下ろしにはあゆみ
板を利用。
・果樹園内の作業路は、
枝葉のかぶさりや旋回
場所などのリスクを毎
年チェック。
・無人運転用モノレール
には乗らない。
・危険行動が予測される
牛の搾乳は複数人で、
牛を保定して行う。
・牛の近くでは大声を出
さず、ゆっくり行動。

出典 「事故事例・事故防止 のキーワード」（農作業安全総合推進協議会）
「農作業安全指導マニュアル」「農作業安全リスクカルテ」（日本農業機械化協会）

監修 全国農業改良普及支援協会
制作協力 株式会社コセプロ

ケ
ガ
に
よ
る
担
い
手
の
離
脱
は

集
落
営
農
の
崩
壊
に
も

水
稲
・
そ
ば
・
麦
・
大
豆
を
作
付
け
る

集
落
営
農
法
人
で
は
、
３
０
㎏
の
個
袋

を
計
量
器
か
ら
パ
レ
ッ
ト
ま
で
運
ぶ

際
、
床
面
か
ら
の
持
ち
上
げ
や
１
０
ｍ

程
度
の
移
動
に
よ
っ
て
ギ
ッ
ク
リ
腰
・

腰
背
痛
が
頻
発
し
て
い
ま
し
た
。

主主
たた
るる
担担
いい
手手
がが
ケケ
ガガ
をを
しし
てて
作作
業業

かか
らら
離離
脱脱
すす
るる
とと
、、地地
域域
全全
体体
のの
営営
農農
にに

影影
響響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
当
初
掲
げ
て
い

た
集
落
営
農
像
も
実
現
で
き
な
く
な
り

か
ね
ず
、法
人
代
表
は「
地
域
の
担
い
手

に
な
っ
た
以
上
、
ケ
ガ
は
自
分
だ
け
の

問
題
で
は
な
い
。地地
域域
にに
迷迷
惑惑
をを
かか
けけ
たた

くく
なな
いい
一一
心心
でで
、、事事
故故
防防
止止
にに
取取
りり
組組
んん

でで
いい
るる
」
と
語
り
ま
す
。

ケ
ガ
で
地
域
に

迷
惑
を
か
け
て
し
ま
う

ト
ラ
ク
タ
ー
か
ら
の
降
車
時
、

凍
っ
た
地
面
で
足
を
滑
ら
せ…

乗
用
ト
ラ
ク
タ
ー
で
除
雪
中
、
障
害

物
に
気
づ
い
て
ト
ラ
ク
タ
ー
か
ら
飛

び
降
り
よ
う
と
し
た
際
、
凍凍
っっ
たた
地地
面面

でで
足足
をを
滑滑
らら
せせ
てて
仰仰
向向
けけ
にに
倒倒
れれ
、
右

肩
を
強
打
。

田
植
え
機
に
肥
料
を

補
給
し
よ
う
と
し
て…

２
０
㎏
の
肥
料
袋
を
抱
え
て
田
植

え
機
の
前
部
に
乗
っ
た
際
、
足
を
滑
ら

せ
て
転
倒
。
田田
植植
ええ
機機
にに
腰腰
とと
背背
中中
をを

強強
打打
し
、
脊
椎
骨
折
と
打
撲
。

あ
ゆ
み
板
が
外
れ

田
植
機
が
体
の
上
に…

運
搬
車
の
荷
台
か
ら
田
植
機
を
バ

ッ
ク
で
降
ろ
す
際
、
ああ
ゆゆ
みみ
板板
がが
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れれ

そそ
うう
にに
なな
っっ
たた
た
め
、
と
っ
さ
に
飛
び

降
り
て
伏
せ
た
と
こ
ろ
、
上
か
ら
田田
植植

機機
がが
落落
下下
し
て
き
て
左
大
腿
骨
折
。

・事故発生時の手順書を明示。
・作業時は各自が救急箱を持参。
・ヒヤリハット事例を地図アプリと簿
冊で共有。
・朝礼で作業場所付近の危険個所
やドローン作業における事故防止
を注意喚起。
・トラクター作業では必ずヘルメット
装着、片ブレーキ厳禁、修理点検
時のエンジン停止などを徹底。
・危険が予想される個所での草刈り
作業は２人以上で行う。

地 域

農
作
業
事
故
の
当
事
者
が
語
る…

…ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
共
有
は

恥
ず
か
し
い
こ
と
で
は
な
い

Ｇ
Ａ
Ｐ（
農
業
生
産
工
程
管
理
）の
団

体
認
証
に
取
り
組
む
別
の
集
落
営
農
法

人
で
は
、
乾
燥
調
製
施
設
内
で
荷
物
を

持
ち
上
げ
る
際
に
突突
起起
物物
でで
頭頭
部部
をを
強強

打打
しし
たた
りり
、、脚脚
立立
かか
らら
のの
落落
下下
、、鎌鎌
やや
カカ

ッッ
タタ
ーー
にに
よよ
るる
切切
傷傷
な
ど
の
事
故
が
発

生
し
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
「
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
共
有
は

恥
ず
か
し
い
こ
と
で
は
な
い
」
と
の
意

識
か
ら
、
従
事
者
同
士
で
ヒヒ
ヤヤ
リリ
ハハ
ッッ

トト
事事
例例
をを
共共
有有
化化
。
作
業
日
誌
の
ほ
か

ス
マ
ホ
か
ら
も
記
載
で
き
る
よ
う
に
し

た
り
、
作
業
に
行
く
際
は
ス
マ
ホ
の
ア

プ
リ
か
ら
危
険
を
知
ら
せ
る
通
知
を
表

示
。
ほ
か
に
も
、
作
業
が
困
難
な
箇
所

（
せ
ま
い
農
道
か
ら
水
田
へ
の
進
入
路

な
ど
）
は
ベ
テ
ラ
ン
が
担
当
す
る
な
ど
、

危
険
回
避
に
努
め
て
い
ま
す
。

果
樹
園
で
Ｓ
Ｓ
運
転
中
、

主
枝
に
頭
部
を
打
ち
つ
け…

ス
ピ
ー
ド
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
を
運
転

中
、
果
樹
の
主
枝
の
直
近
で
頭
を
傾
け

て
避
け
た
も
の
の
、
Ｓ
Ｓ
の
異
音
に
気

づ
い
て
運
転
席
の
メ
ー
タ
ー
を
確
認

し
よ
う
と
顔顔
をを
上上
げげ
たた
際際
、、
頭頭
部部
がが
主主

枝枝
にに
激激
突突
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
も
飛
ぶ
ほ
ど

の
衝
撃
で
、
頸
椎
亜
脱
臼
。

無
人
運
転
用

モ
ノ
レ
ー
ル
に
乗
っ
て…

ミ
カ
ン
園
で
無
人
運
転
用
の
モ
ノ

レ
ー
ル
に
乗
り
、
ハ
シ
ゴ
と
刈
払
機
を

運
搬
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
防防
風風
垣垣

にに
ぶぶ
つつ
かか
っっ
てて
脚脚
をを
強強
打打
。

搾
乳
中
、
牛
に
蹴
ら
れ…

酪
農
の
牛
舎
で
乳
房
炎
に
か
か
っ

た
牛
を
一
人
で
搾
乳
し
よ
う
と
し
た

際
、
誤
っ
て
患
部
に
触
れ
、
痛
が
っ
た

牛牛
がが
蹴蹴
りり
出出
しし
たた
左左
足足
がが
胸胸
部部
にに
当当
たた

りり
打
撲
入
院
。

子
供
た
ち
の
声
に
驚
い
た
牛
が…

搾
乳
中
、
近
く
で
小小
学学
生生
がが
大大
声声
でで

挨挨
拶拶
をを
しし
たた
ここ
とと
にに
驚驚
いい
たた
牛牛
が
、
作

業
者
の
左
大
腿
部
付
け
根
を
踏
み
つ

け
骨
折
。

「「安安全全第第一一」」ここそそ
集集落落営営農農のの最最重重要要課課題題

対策のポイント

農作業死亡事故の多くが高齢者
多くの地域で世代交代や担い手の確保が
困難な状況
事故の重大さを集落全体で認識する必要
「迷惑をかける→事故を隠す」につなが
らないよう、ヒヤリハットの共有や危険
個所の改修を徹底

・車高が高い乗用トラク
ターは飛び乗り・飛び
降り厳禁。
・靴底に十分刻みがあ
り、滑りにくい長靴を
使用。
・公道走行に必要な安全
機能が装備されていな
い田植機の移動は、運
搬車を使用。積み込み・
積み下ろしにはあゆみ
板を利用。
・果樹園内の作業路は、
枝葉のかぶさりや旋回
場所などのリスクを毎
年チェック。
・無人運転用モノレール
には乗らない。
・危険行動が予測される
牛の搾乳は複数人で、
牛を保定して行う。
・牛の近くでは大声を出
さず、ゆっくり行動。

出典 「事故事例・事故防止 のキーワード」（農作業安全総合推進協議会）
「農作業安全指導マニュアル」「農作業安全リスクカルテ」（日本農業機械化協会）

監修 全国農業改良普及支援協会
制作協力 株式会社コセプロ

ケ
ガ
に
よ
る
担
い
手
の
離
脱
は

集
落
営
農
の
崩
壊
に
も

水
稲
・
そ
ば
・
麦
・
大
豆
を
作
付
け
る

集
落
営
農
法
人
で
は
、
３
０
㎏
の
個
袋

を
計
量
器
か
ら
パ
レ
ッ
ト
ま
で
運
ぶ

際
、
床
面
か
ら
の
持
ち
上
げ
や
１
０
ｍ

程
度
の
移
動
に
よ
っ
て
ギ
ッ
ク
リ
腰
・

腰
背
痛
が
頻
発
し
て
い
ま
し
た
。

主主
たた
るる
担担
いい
手手
がが
ケケ
ガガ
をを
しし
てて
作作
業業

かか
らら
離離
脱脱
すす
るる
とと
、、地地
域域
全全
体体
のの
営営
農農
にに

影影
響響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
当
初
掲
げ
て
い

た
集
落
営
農
像
も
実
現
で
き
な
く
な
り

か
ね
ず
、法
人
代
表
は「
地
域
の
担
い
手

に
な
っ
た
以
上
、
ケ
ガ
は
自
分
だ
け
の

問
題
で
は
な
い
。地地
域域
にに
迷迷
惑惑
をを
かか
けけ
たた

くく
なな
いい
一一
心心
でで
、、事事
故故
防防
止止
にに
取取
りり
組組
んん

でで
いい
るる
」
と
語
り
ま
す
。

ケ
ガ
で
地
域
に

迷
惑
を
か
け
て
し
ま
う

ト
ラ
ク
タ
ー
か
ら
の
降
車
時
、

凍
っ
た
地
面
で
足
を
滑
ら
せ…

乗
用
ト
ラ
ク
タ
ー
で
除
雪
中
、
障
害

物
に
気
づ
い
て
ト
ラ
ク
タ
ー
か
ら
飛

び
降
り
よ
う
と
し
た
際
、
凍凍
っっ
たた
地地
面面

でで
足足
をを
滑滑
らら
せせ
てて
仰仰
向向
けけ
にに
倒倒
れれ
、
右

肩
を
強
打
。

田
植
え
機
に
肥
料
を

補
給
し
よ
う
と
し
て…

２
０
㎏
の
肥
料
袋
を
抱
え
て
田
植

え
機
の
前
部
に
乗
っ
た
際
、
足
を
滑
ら

せ
て
転
倒
。
田田
植植
ええ
機機
にに
腰腰
とと
背背
中中
をを

強強
打打
し
、
脊
椎
骨
折
と
打
撲
。

あ
ゆ
み
板
が
外
れ

田
植
機
が
体
の
上
に…

運
搬
車
の
荷
台
か
ら
田
植
機
を
バ

ッ
ク
で
降
ろ
す
際
、
ああ
ゆゆ
みみ
板板
がが
外外
れれ

そそ
うう
にに
なな
っっ
たた
た
め
、
と
っ
さ
に
飛
び

降
り
て
伏
せ
た
と
こ
ろ
、
上
か
ら
田田
植植

機機
がが
落落
下下
し
て
き
て
左
大
腿
骨
折
。

・事故発生時の手順書を明示。
・作業時は各自が救急箱を持参。
・ヒヤリハット事例を地図アプリと簿
冊で共有。
・朝礼で作業場所付近の危険個所
やドローン作業における事故防止
を注意喚起。
・トラクター作業では必ずヘルメット
装着、片ブレーキ厳禁、修理点検
時のエンジン停止などを徹底。
・危険が予想される個所での草刈り
作業は２人以上で行う。
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農
作
業
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の
当
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の
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内
で
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誌
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に
し

た
り
、
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。
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（
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直
近
で
頭
を
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け
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避
け
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も
の
の
、
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Ｓ
の
異
音
に
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づ
い
て
運
転
席
の
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認

し
よ
う
と
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をを
上上
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際際
、、
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部部
がが
主主

枝枝
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突突
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
も
飛
ぶ
ほ
ど

の
衝
撃
で
、
頸
椎
亜
脱
臼
。

無
人
運
転
用

モ
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レ
ー
ル
に
乗
っ
て…
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カ
ン
園
で
無
人
運
転
用
の
モ
ノ

レ
ー
ル
に
乗
り
、
ハ
シ
ゴ
と
刈
払
機
を

運
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し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
防防
風風
垣垣

にに
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つつ
かか
っっ
てて
脚脚
をを
強強
打打
。

搾
乳
中
、
牛
に
蹴
ら
れ…

酪
農
の
牛
舎
で
乳
房
炎
に
か
か
っ

た
牛
を
一
人
で
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乳
し
よ
う
と
し
た

際
、
誤
っ
て
患
部
に
触
れ
、
痛
が
っ
た

牛牛
がが
蹴蹴
りり
出出
しし
たた
左左
足足
がが
胸胸
部部
にに
当当
たた

りり
打
撲
入
院
。

子
供
た
ち
の
声
に
驚
い
た
牛
が…

搾
乳
中
、
近
く
で
小小
学学
生生
がが
大大
声声
でで

挨挨
拶拶
をを
しし
たた
ここ
とと
にに
驚驚
いい
たた
牛牛
が
、
作

業
者
の
左
大
腿
部
付
け
根
を
踏
み
つ

け
骨
折
。

「「安安全全第第一一」」ここそそ
集集落落営営農農のの最最重重要要課課題題

対策のポイント

農作業死亡事故の多くが高齢者
多くの地域で世代交代や担い手の確保が
困難な状況
事故の重大さを集落全体で認識する必要
「迷惑をかける→事故を隠す」につなが
らないよう、ヒヤリハットの共有や危険
個所の改修を徹底

・車高が高い乗用トラク
ターは飛び乗り・飛び
降り厳禁。
・靴底に十分刻みがあ
り、滑りにくい長靴を
使用。
・公道走行に必要な安全
機能が装備されていな
い田植機の移動は、運
搬車を使用。積み込み・
積み下ろしにはあゆみ
板を利用。
・果樹園内の作業路は、
枝葉のかぶさりや旋回
場所などのリスクを毎
年チェック。
・無人運転用モノレール
には乗らない。
・危険行動が予測される
牛の搾乳は複数人で、
牛を保定して行う。
・牛の近くでは大声を出
さず、ゆっくり行動。

出典 「事故事例・事故防止 のキーワード」（農作業安全総合推進協議会）
「農作業安全指導マニュアル」「農作業安全リスクカルテ」（日本農業機械化協会）

監修 全国農業改良普及支援協会
制作協力 株式会社コセプロ

ケ
ガ
に
よ
る
担
い
手
の
離
脱
は

集
落
営
農
の
崩
壊
に
も

水
稲
・
そ
ば
・
麦
・
大
豆
を
作
付
け
る

集
落
営
農
法
人
で
は
、
３
０
㎏
の
個
袋

を
計
量
器
か
ら
パ
レ
ッ
ト
ま
で
運
ぶ

際
、
床
面
か
ら
の
持
ち
上
げ
や
１
０
ｍ

程
度
の
移
動
に
よ
っ
て
ギ
ッ
ク
リ
腰
・

腰
背
痛
が
頻
発
し
て
い
ま
し
た
。

主主
たた
るる
担担
いい
手手
がが
ケケ
ガガ
をを
しし
てて
作作
業業

かか
らら
離離
脱脱
すす
るる
とと
、、地地
域域
全全
体体
のの
営営
農農
にに

影影
響響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
当
初
掲
げ
て
い

た
集
落
営
農
像
も
実
現
で
き
な
く
な
り

か
ね
ず
、法
人
代
表
は「
地
域
の
担
い
手

に
な
っ
た
以
上
、
ケ
ガ
は
自
分
だ
け
の

問
題
で
は
な
い
。地地
域域
にに
迷迷
惑惑
をを
かか
けけ
たた

くく
なな
いい
一一
心心
でで
、、事事
故故
防防
止止
にに
取取
りり
組組
んん

でで
いい
るる
」
と
語
り
ま
す
。

ケ
ガ
で
地
域
に

迷
惑
を
か
け
て
し
ま
う

ト
ラ
ク
タ
ー
か
ら
の
降
車
時
、

凍
っ
た
地
面
で
足
を
滑
ら
せ…

乗
用
ト
ラ
ク
タ
ー
で
除
雪
中
、
障
害

物
に
気
づ
い
て
ト
ラ
ク
タ
ー
か
ら
飛

び
降
り
よ
う
と
し
た
際
、
凍凍
っっ
たた
地地
面面

でで
足足
をを
滑滑
らら
せせ
てて
仰仰
向向
けけ
にに
倒倒
れれ
、
右

肩
を
強
打
。

田
植
え
機
に
肥
料
を

補
給
し
よ
う
と
し
て…

２
０
㎏
の
肥
料
袋
を
抱
え
て
田
植

え
機
の
前
部
に
乗
っ
た
際
、
足
を
滑
ら

せ
て
転
倒
。
田田
植植
ええ
機機
にに
腰腰
とと
背背
中中
をを

強強
打打
し
、
脊
椎
骨
折
と
打
撲
。

あ
ゆ
み
板
が
外
れ

田
植
機
が
体
の
上
に…

運
搬
車
の
荷
台
か
ら
田
植
機
を
バ

ッ
ク
で
降
ろ
す
際
、
ああ
ゆゆ
みみ
板板
がが
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れれ

そそ
うう
にに
なな
っっ
たた
た
め
、
と
っ
さ
に
飛
び

降
り
て
伏
せ
た
と
こ
ろ
、
上
か
ら
田田
植植

機機
がが
落落
下下
し
て
き
て
左
大
腿
骨
折
。

・事故発生時の手順書を明示。
・作業時は各自が救急箱を持参。
・ヒヤリハット事例を地図アプリと簿
冊で共有。
・朝礼で作業場所付近の危険個所
やドローン作業における事故防止
を注意喚起。
・トラクター作業では必ずヘルメット
装着、片ブレーキ厳禁、修理点検
時のエンジン停止などを徹底。
・危険が予想される個所での草刈り
作業は２人以上で行う。

地 域

農
作
業
事
故
の
当
事
者
が
語
る…

…ヒ
ヤ
リ
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ッ
ト
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共
有
は

恥
ず
か
し
い
こ
と
で
は
な
い

Ｇ
Ａ
Ｐ（
農
業
生
産
工
程
管
理
）の
団

体
認
証
に
取
り
組
む
別
の
集
落
営
農
法

人
で
は
、
乾
燥
調
製
施
設
内
で
荷
物
を

持
ち
上
げ
る
際
に
突突
起起
物物
でで
頭頭
部部
をを
強強

打打
しし
たた
りり
、、脚脚
立立
かか
らら
のの
落落
下下
、、鎌鎌
やや
カカ

ッッ
タタ
ーー
にに
よよ
るる
切切
傷傷
な
ど
の
事
故
が
発

生
し
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
「
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
共
有
は

恥
ず
か
し
い
こ
と
で
は
な
い
」
と
の
意

識
か
ら
、
従
事
者
同
士
で
ヒヒ
ヤヤ
リリ
ハハ
ッッ

トト
事事
例例
をを
共共
有有
化化
。
作
業
日
誌
の
ほ
か

ス
マ
ホ
か
ら
も
記
載
で
き
る
よ
う
に
し

た
り
、
作
業
に
行
く
際
は
ス
マ
ホ
の
ア

プ
リ
か
ら
危
険
を
知
ら
せ
る
通
知
を
表

示
。
ほ
か
に
も
、
作
業
が
困
難
な
箇
所

（
せ
ま
い
農
道
か
ら
水
田
へ
の
進
入
路

な
ど
）
は
ベ
テ
ラ
ン
が
担
当
す
る
な
ど
、

危
険
回
避
に
努
め
て
い
ま
す
。

果
樹
園
で
Ｓ
Ｓ
運
転
中
、

主
枝
に
頭
部
を
打
ち
つ
け…

ス
ピ
ー
ド
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
を
運
転

中
、
果
樹
の
主
枝
の
直
近
で
頭
を
傾
け

て
避
け
た
も
の
の
、
Ｓ
Ｓ
の
異
音
に
気

づ
い
て
運
転
席
の
メ
ー
タ
ー
を
確
認

し
よ
う
と
顔顔
をを
上上
げげ
たた
際際
、、
頭頭
部部
がが
主主

枝枝
にに
激激
突突
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
も
飛
ぶ
ほ
ど

の
衝
撃
で
、
頸
椎
亜
脱
臼
。

無
人
運
転
用

モ
ノ
レ
ー
ル
に
乗
っ
て…

ミ
カ
ン
園
で
無
人
運
転
用
の
モ
ノ

レ
ー
ル
に
乗
り
、
ハ
シ
ゴ
と
刈
払
機
を

運
搬
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
防防
風風
垣垣

にに
ぶぶ
つつ
かか
っっ
てて
脚脚
をを
強強
打打
。

搾
乳
中
、
牛
に
蹴
ら
れ…

酪
農
の
牛
舎
で
乳
房
炎
に
か
か
っ

た
牛
を
一
人
で
搾
乳
し
よ
う
と
し
た

際
、
誤
っ
て
患
部
に
触
れ
、
痛
が
っ
た

牛牛
がが
蹴蹴
りり
出出
しし
たた
左左
足足
がが
胸胸
部部
にに
当当
たた

りり
打
撲
入
院
。

子
供
た
ち
の
声
に
驚
い
た
牛
が…

搾
乳
中
、
近
く
で
小小
学学
生生
がが
大大
声声
でで

挨挨
拶拶
をを
しし
たた
ここ
とと
にに
驚驚
いい
たた
牛牛
が
、
作

業
者
の
左
大
腿
部
付
け
根
を
踏
み
つ

け
骨
折
。

「「安安全全第第一一」」ここそそ
集集落落営営農農のの最最重重要要課課題題

対策のポイント

農作業死亡事故の多くが高齢者
多くの地域で世代交代や担い手の確保が
困難な状況
事故の重大さを集落全体で認識する必要
「迷惑をかける→事故を隠す」につなが
らないよう、ヒヤリハットの共有や危険
個所の改修を徹底

・車高が高い乗用トラク
ターは飛び乗り・飛び
降り厳禁。
・靴底に十分刻みがあ
り、滑りにくい長靴を
使用。
・公道走行に必要な安全
機能が装備されていな
い田植機の移動は、運
搬車を使用。積み込み・
積み下ろしにはあゆみ
板を利用。
・果樹園内の作業路は、
枝葉のかぶさりや旋回
場所などのリスクを毎
年チェック。
・無人運転用モノレール
には乗らない。
・危険行動が予測される
牛の搾乳は複数人で、
牛を保定して行う。
・牛の近くでは大声を出
さず、ゆっくり行動。

出典 「事故事例・事故防止 のキーワード」（農作業安全総合推進協議会）
「農作業安全指導マニュアル」「農作業安全リスクカルテ」（日本農業機械化協会）

監修 全国農業改良普及支援協会
制作協力 株式会社コセプロ

ケ
ガ
に
よ
る
担
い
手
の
離
脱
は

集
落
営
農
の
崩
壊
に
も

水
稲
・
そ
ば
・
麦
・
大
豆
を
作
付
け
る

集
落
営
農
法
人
で
は
、
３
０
㎏
の
個
袋

を
計
量
器
か
ら
パ
レ
ッ
ト
ま
で
運
ぶ

際
、
床
面
か
ら
の
持
ち
上
げ
や
１
０
ｍ

程
度
の
移
動
に
よ
っ
て
ギ
ッ
ク
リ
腰
・

腰
背
痛
が
頻
発
し
て
い
ま
し
た
。

主主
たた
るる
担担
いい
手手
がが
ケケ
ガガ
をを
しし
てて
作作
業業

かか
らら
離離
脱脱
すす
るる
とと
、、地地
域域
全全
体体
のの
営営
農農
にに

影影
響響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
当
初
掲
げ
て
い

た
集
落
営
農
像
も
実
現
で
き
な
く
な
り

か
ね
ず
、法
人
代
表
は「
地
域
の
担
い
手

に
な
っ
た
以
上
、
ケ
ガ
は
自
分
だ
け
の

問
題
で
は
な
い
。地地
域域
にに
迷迷
惑惑
をを
かか
けけ
たた

くく
なな
いい
一一
心心
でで
、、事事
故故
防防
止止
にに
取取
りり
組組
んん

でで
いい
るる
」
と
語
り
ま
す
。

ケ
ガ
で
地
域
に

迷
惑
を
か
け
て
し
ま
う

ト
ラ
ク
タ
ー
か
ら
の
降
車
時
、

凍
っ
た
地
面
で
足
を
滑
ら
せ…

乗
用
ト
ラ
ク
タ
ー
で
除
雪
中
、
障
害

物
に
気
づ
い
て
ト
ラ
ク
タ
ー
か
ら
飛

び
降
り
よ
う
と
し
た
際
、
凍凍
っっ
たた
地地
面面

でで
足足
をを
滑滑
らら
せせ
てて
仰仰
向向
けけ
にに
倒倒
れれ
、
右

肩
を
強
打
。

田
植
え
機
に
肥
料
を

補
給
し
よ
う
と
し
て…

２
０
㎏
の
肥
料
袋
を
抱
え
て
田
植

え
機
の
前
部
に
乗
っ
た
際
、
足
を
滑
ら

せ
て
転
倒
。
田田
植植
ええ
機機
にに
腰腰
とと
背背
中中
をを

強強
打打
し
、
脊
椎
骨
折
と
打
撲
。

あ
ゆ
み
板
が
外
れ

田
植
機
が
体
の
上
に…

運
搬
車
の
荷
台
か
ら
田
植
機
を
バ

ッ
ク
で
降
ろ
す
際
、
ああ
ゆゆ
みみ
板板
がが
外外
れれ

そそ
うう
にに
なな
っっ
たた
た
め
、
と
っ
さ
に
飛
び

降
り
て
伏
せ
た
と
こ
ろ
、
上
か
ら
田田
植植

機機
がが
落落
下下
し
て
き
て
左
大
腿
骨
折
。

・事故発生時の手順書を明示。
・作業時は各自が救急箱を持参。
・ヒヤリハット事例を地図アプリと簿
冊で共有。
・朝礼で作業場所付近の危険個所
やドローン作業における事故防止
を注意喚起。
・トラクター作業では必ずヘルメット
装着、片ブレーキ厳禁、修理点検
時のエンジン停止などを徹底。
・危険が予想される個所での草刈り
作業は２人以上で行う。
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農
作
業
事
故
の
当
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者
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共
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恥
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し
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こ
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Ｇ
Ａ
Ｐ（
農
業
生
産
工
程
管
理
）の
団

体
認
証
に
取
り
組
む
別
の
集
落
営
農
法

人
で
は
、
乾
燥
調
製
施
設
内
で
荷
物
を

持
ち
上
げ
る
際
に
突突
起起
物物
でで
頭頭
部部
をを
強強

打打
しし
たた
りり
、、脚脚
立立
かか
らら
のの
落落
下下
、、鎌鎌
やや
カカ

ッッ
タタ
ーー
にに
よよ
るる
切切
傷傷
な
ど
の
事
故
が
発

生
し
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
「
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
共
有
は

恥
ず
か
し
い
こ
と
で
は
な
い
」
と
の
意

識
か
ら
、
従
事
者
同
士
で
ヒヒ
ヤヤ
リリ
ハハ
ッッ

トト
事事
例例
をを
共共
有有
化化
。
作
業
日
誌
の
ほ
か

ス
マ
ホ
か
ら
も
記
載
で
き
る
よ
う
に
し
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り
、
作
業
に
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く
際
は
ス
マ
ホ
の
ア

プ
リ
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危
険
を
知
ら
せ
る
通
知
を
表
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。
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に
も
、
作
業
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困
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な
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（
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水
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進
入
路
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が
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、
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。

果
樹
園
で
Ｓ
Ｓ
運
転
中
、
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に
頭
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ド
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直
近
で
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を
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け
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け
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の
の
、
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の
異
音
に
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て
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転
席
の
メ
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認
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よ
う
と
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をを
上上
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、、
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部部
がが
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突突
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
も
飛
ぶ
ほ
ど

の
衝
撃
で
、
頸
椎
亜
脱
臼
。

無
人
運
転
用

モ
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レ
ー
ル
に
乗
っ
て…

ミ
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ン
園
で
無
人
運
転
用
の
モ
ノ

レ
ー
ル
に
乗
り
、
ハ
シ
ゴ
と
刈
払
機
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運
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し
よ
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と
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た
と
こ
ろ
、
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脚脚
をを
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。
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中
、
牛
に
蹴
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れ…

酪
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の
牛
舎
で
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房
炎
に
か
か
っ

た
牛
を
一
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で
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し
よ
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と
し
た
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、
誤
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て
患
部
に
触
れ
、
痛
が
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た

牛牛
がが
蹴蹴
りり
出出
しし
たた
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足足
がが
胸胸
部部
にに
当当
たた

りり
打
撲
入
院
。

子
供
た
ち
の
声
に
驚
い
た
牛
が…

搾
乳
中
、
近
く
で
小小
学学
生生
がが
大大
声声
でで

挨挨
拶拶
をを
しし
たた
ここ
とと
にに
驚驚
いい
たた
牛牛
が
、
作

業
者
の
左
大
腿
部
付
け
根
を
踏
み
つ

け
骨
折
。

「「安安全全第第一一」」ここそそ
集集落落営営農農のの最最重重要要課課題題

対策のポイント

農作業死亡事故の多くが高齢者
多くの地域で世代交代や担い手の確保が
困難な状況
事故の重大さを集落全体で認識する必要
「迷惑をかける→事故を隠す」につなが
らないよう、ヒヤリハットの共有や危険
個所の改修を徹底

・車高が高い乗用トラク
ターは飛び乗り・飛び
降り厳禁。
・靴底に十分刻みがあ
り、滑りにくい長靴を
使用。
・公道走行に必要な安全
機能が装備されていな
い田植機の移動は、運
搬車を使用。積み込み・
積み下ろしにはあゆみ
板を利用。
・果樹園内の作業路は、
枝葉のかぶさりや旋回
場所などのリスクを毎
年チェック。
・無人運転用モノレール
には乗らない。
・危険行動が予測される
牛の搾乳は複数人で、
牛を保定して行う。
・牛の近くでは大声を出
さず、ゆっくり行動。

出典 「事故事例・事故防止 のキーワード」（農作業安全総合推進協議会）
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に
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手
の
離
脱
は

集
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営
農
の
崩
壊
に
も

水
稲
・
そ
ば
・
麦
・
大
豆
を
作
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け
る

集
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営
農
法
人
で
は
、
３
０
㎏
の
個
袋

を
計
量
器
か
ら
パ
レ
ッ
ト
ま
で
運
ぶ

際
、
床
面
か
ら
の
持
ち
上
げ
や
１
０
ｍ

程
度
の
移
動
に
よ
っ
て
ギ
ッ
ク
リ
腰
・

腰
背
痛
が
頻
発
し
て
い
ま
し
た
。

主主
たた
るる
担担
いい
手手
がが
ケケ
ガガ
をを
しし
てて
作作
業業

かか
らら
離離
脱脱
すす
るる
とと
、、地地
域域
全全
体体
のの
営営
農農
にに

影影
響響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
当
初
掲
げ
て
い

た
集
落
営
農
像
も
実
現
で
き
な
く
な
り

か
ね
ず
、法
人
代
表
は「
地
域
の
担
い
手

に
な
っ
た
以
上
、
ケ
ガ
は
自
分
だ
け
の

問
題
で
は
な
い
。地地
域域
にに
迷迷
惑惑
をを
かか
けけ
たた

くく
なな
いい
一一
心心
でで
、、事事
故故
防防
止止
にに
取取
りり
組組
んん

でで
いい
るる
」
と
語
り
ま
す
。

ケ
ガ
で
地
域
に

迷
惑
を
か
け
て
し
ま
う

ト
ラ
ク
タ
ー
か
ら
の
降
車
時
、

凍
っ
た
地
面
で
足
を
滑
ら
せ…

乗
用
ト
ラ
ク
タ
ー
で
除
雪
中
、
障
害

物
に
気
づ
い
て
ト
ラ
ク
タ
ー
か
ら
飛

び
降
り
よ
う
と
し
た
際
、
凍凍
っっ
たた
地地
面面

でで
足足
をを
滑滑
らら
せせ
てて
仰仰
向向
けけ
にに
倒倒
れれ
、
右

肩
を
強
打
。

田
植
え
機
に
肥
料
を

補
給
し
よ
う
と
し
て…

２
０
㎏
の
肥
料
袋
を
抱
え
て
田
植

え
機
の
前
部
に
乗
っ
た
際
、
足
を
滑
ら

せ
て
転
倒
。
田田
植植
ええ
機機
にに
腰腰
とと
背背
中中
をを

強強
打打
し
、
脊
椎
骨
折
と
打
撲
。

あ
ゆ
み
板
が
外
れ

田
植
機
が
体
の
上
に…

運
搬
車
の
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台
か
ら
田
植
機
を
バ
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で
降
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、
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そそ
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にに
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たた
た
め
、
と
っ
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に
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降
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と
こ
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、
上
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ら
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がが
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下下
し
て
き
て
左
大
腿
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折
。

・事故発生時の手順書を明示。
・作業時は各自が救急箱を持参。
・ヒヤリハット事例を地図アプリと簿
冊で共有。
・朝礼で作業場所付近の危険個所
やドローン作業における事故防止
を注意喚起。
・トラクター作業では必ずヘルメット
装着、片ブレーキ厳禁、修理点検
時のエンジン停止などを徹底。
・危険が予想される個所での草刈り
作業は２人以上で行う。

地 域

農
作
業
事
故
の
当
事
者
が
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る…
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ヤ
リ
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ッ
ト
の
共
有
は

恥
ず
か
し
い
こ
と
で
は
な
い

Ｇ
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Ｐ（
農
業
生
産
工
程
管
理
）の
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体
認
証
に
取
り
組
む
別
の
集
落
営
農
法
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で
は
、
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燥
調
製
施
設
内
で
荷
物
を

持
ち
上
げ
る
際
に
突突
起起
物物
でで
頭頭
部部
をを
強強

打打
しし
たた
りり
、、脚脚
立立
かか
らら
のの
落落
下下
、、鎌鎌
やや
カカ

ッッ
タタ
ーー
にに
よよ
るる
切切
傷傷
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ど
の
事
故
が
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て
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ま
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た
。

そ
こ
で
「
ヒ
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リ
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ッ
ト
の
共
有
は

恥
ず
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し
い
こ
と
で
は
な
い
」
と
の
意

識
か
ら
、
従
事
者
同
士
で
ヒヒ
ヤヤ
リリ
ハハ
ッッ

トト
事事
例例
をを
共共
有有
化化
。
作
業
日
誌
の
ほ
か

ス
マ
ホ
か
ら
も
記
載
で
き
る
よ
う
に
し

た
り
、
作
業
に
行
く
際
は
ス
マ
ホ
の
ア

プ
リ
か
ら
危
険
を
知
ら
せ
る
通
知
を
表

示
。
ほ
か
に
も
、
作
業
が
困
難
な
箇
所

（
せ
ま
い
農
道
か
ら
水
田
へ
の
進
入
路

な
ど
）
は
ベ
テ
ラ
ン
が
担
当
す
る
な
ど
、

危
険
回
避
に
努
め
て
い
ま
す
。

果
樹
園
で
Ｓ
Ｓ
運
転
中
、

主
枝
に
頭
部
を
打
ち
つ
け…

ス
ピ
ー
ド
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
を
運
転

中
、
果
樹
の
主
枝
の
直
近
で
頭
を
傾
け

て
避
け
た
も
の
の
、
Ｓ
Ｓ
の
異
音
に
気

づ
い
て
運
転
席
の
メ
ー
タ
ー
を
確
認

し
よ
う
と
顔顔
をを
上上
げげ
たた
際際
、、
頭頭
部部
がが
主主

枝枝
にに
激激
突突
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
も
飛
ぶ
ほ
ど

の
衝
撃
で
、
頸
椎
亜
脱
臼
。

無
人
運
転
用

モ
ノ
レ
ー
ル
に
乗
っ
て…

ミ
カ
ン
園
で
無
人
運
転
用
の
モ
ノ

レ
ー
ル
に
乗
り
、
ハ
シ
ゴ
と
刈
払
機
を

運
搬
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
防防
風風
垣垣

にに
ぶぶ
つつ
かか
っっ
てて
脚脚
をを
強強
打打
。

搾
乳
中
、
牛
に
蹴
ら
れ…

酪
農
の
牛
舎
で
乳
房
炎
に
か
か
っ

た
牛
を
一
人
で
搾
乳
し
よ
う
と
し
た

際
、
誤
っ
て
患
部
に
触
れ
、
痛
が
っ
た

牛牛
がが
蹴蹴
りり
出出
しし
たた
左左
足足
がが
胸胸
部部
にに
当当
たた

りり
打
撲
入
院
。

子
供
た
ち
の
声
に
驚
い
た
牛
が…

搾
乳
中
、
近
く
で
小小
学学
生生
がが
大大
声声
でで

挨挨
拶拶
をを
しし
たた
ここ
とと
にに
驚驚
いい
たた
牛牛
が
、
作

業
者
の
左
大
腿
部
付
け
根
を
踏
み
つ

け
骨
折
。

「「安安全全第第一一」」ここそそ
集集落落営営農農のの最最重重要要課課題題

対策のポイント

農作業死亡事故の多くが高齢者
多くの地域で世代交代や担い手の確保が
困難な状況
事故の重大さを集落全体で認識する必要
「迷惑をかける→事故を隠す」につなが
らないよう、ヒヤリハットの共有や危険
個所の改修を徹底

・車高が高い乗用トラク
ターは飛び乗り・飛び
降り厳禁。
・靴底に十分刻みがあ
り、滑りにくい長靴を
使用。
・公道走行に必要な安全
機能が装備されていな
い田植機の移動は、運
搬車を使用。積み込み・
積み下ろしにはあゆみ
板を利用。
・果樹園内の作業路は、
枝葉のかぶさりや旋回
場所などのリスクを毎
年チェック。
・無人運転用モノレール
には乗らない。
・危険行動が予測される
牛の搾乳は複数人で、
牛を保定して行う。
・牛の近くでは大声を出
さず、ゆっくり行動。

出典 「事故事例・事故防止 のキーワード」（農作業安全総合推進協議会）
「農作業安全指導マニュアル」「農作業安全リスクカルテ」（日本農業機械化協会）

監修 全国農業改良普及支援協会
制作協力 株式会社コセプロ

ケ
ガ
に
よ
る
担
い
手
の
離
脱
は

集
落
営
農
の
崩
壊
に
も

水
稲
・
そ
ば
・
麦
・
大
豆
を
作
付
け
る

集
落
営
農
法
人
で
は
、
３
０
㎏
の
個
袋

を
計
量
器
か
ら
パ
レ
ッ
ト
ま
で
運
ぶ

際
、
床
面
か
ら
の
持
ち
上
げ
や
１
０
ｍ

程
度
の
移
動
に
よ
っ
て
ギ
ッ
ク
リ
腰
・

腰
背
痛
が
頻
発
し
て
い
ま
し
た
。

主主
たた
るる
担担
いい
手手
がが
ケケ
ガガ
をを
しし
てて
作作
業業

かか
らら
離離
脱脱
すす
るる
とと
、、地地
域域
全全
体体
のの
営営
農農
にに

影影
響響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
当
初
掲
げ
て
い

た
集
落
営
農
像
も
実
現
で
き
な
く
な
り

か
ね
ず
、法
人
代
表
は「
地
域
の
担
い
手

に
な
っ
た
以
上
、
ケ
ガ
は
自
分
だ
け
の

問
題
で
は
な
い
。地地
域域
にに
迷迷
惑惑
をを
かか
けけ
たた

くく
なな
いい
一一
心心
でで
、、事事
故故
防防
止止
にに
取取
りり
組組
んん

でで
いい
るる
」
と
語
り
ま
す
。

ケ
ガ
で
地
域
に

迷
惑
を
か
け
て
し
ま
う

ト
ラ
ク
タ
ー
か
ら
の
降
車
時
、

凍
っ
た
地
面
で
足
を
滑
ら
せ…

乗
用
ト
ラ
ク
タ
ー
で
除
雪
中
、
障
害

物
に
気
づ
い
て
ト
ラ
ク
タ
ー
か
ら
飛

び
降
り
よ
う
と
し
た
際
、
凍凍
っっ
たた
地地
面面

でで
足足
をを
滑滑
らら
せせ
てて
仰仰
向向
けけ
にに
倒倒
れれ
、
右

肩
を
強
打
。

田
植
え
機
に
肥
料
を

補
給
し
よ
う
と
し
て…

２
０
㎏
の
肥
料
袋
を
抱
え
て
田
植

え
機
の
前
部
に
乗
っ
た
際
、
足
を
滑
ら

せ
て
転
倒
。
田田
植植
ええ
機機
にに
腰腰
とと
背背
中中
をを

強強
打打
し
、
脊
椎
骨
折
と
打
撲
。

あ
ゆ
み
板
が
外
れ

田
植
機
が
体
の
上
に…

運
搬
車
の
荷
台
か
ら
田
植
機
を
バ

ッ
ク
で
降
ろ
す
際
、
ああ
ゆゆ
みみ
板板
がが
外外
れれ

そそ
うう
にに
なな
っっ
たた
た
め
、
と
っ
さ
に
飛
び

降
り
て
伏
せ
た
と
こ
ろ
、
上
か
ら
田田
植植

機機
がが
落落
下下
し
て
き
て
左
大
腿
骨
折
。

・事故発生時の手順書を明示。
・作業時は各自が救急箱を持参。
・ヒヤリハット事例を地図アプリと簿
冊で共有。
・朝礼で作業場所付近の危険個所
やドローン作業における事故防止
を注意喚起。
・トラクター作業では必ずヘルメット
装着、片ブレーキ厳禁、修理点検
時のエンジン停止などを徹底。
・危険が予想される個所での草刈り
作業は２人以上で行う。

地 域

農
作
業
事
故
の
当
事
者
が
語
る…

…ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
共
有
は

恥
ず
か
し
い
こ
と
で
は
な
い

Ｇ
Ａ
Ｐ（
農
業
生
産
工
程
管
理
）の
団

体
認
証
に
取
り
組
む
別
の
集
落
営
農
法

人
で
は
、
乾
燥
調
製
施
設
内
で
荷
物
を

持
ち
上
げ
る
際
に
突突
起起
物物
でで
頭頭
部部
をを
強強

打打
しし
たた
りり
、、脚脚
立立
かか
らら
のの
落落
下下
、、鎌鎌
やや
カカ

ッッ
タタ
ーー
にに
よよ
るる
切切
傷傷
な
ど
の
事
故
が
発

生
し
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
「
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
共
有
は

恥
ず
か
し
い
こ
と
で
は
な
い
」
と
の
意

識
か
ら
、
従
事
者
同
士
で
ヒヒ
ヤヤ
リリ
ハハ
ッッ

トト
事事
例例
をを
共共
有有
化化
。
作
業
日
誌
の
ほ
か

ス
マ
ホ
か
ら
も
記
載
で
き
る
よ
う
に
し

た
り
、
作
業
に
行
く
際
は
ス
マ
ホ
の
ア

プ
リ
か
ら
危
険
を
知
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せ
る
通
知
を
表

示
。
ほ
か
に
も
、
作
業
が
困
難
な
箇
所

（
せ
ま
い
農
道
か
ら
水
田
へ
の
進
入
路

な
ど
）
は
ベ
テ
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ン
が
担
当
す
る
な
ど
、

危
険
回
避
に
努
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て
い
ま
す
。

果
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園
で
Ｓ
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運
転
中
、

主
枝
に
頭
部
を
打
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つ
け…

ス
ピ
ー
ド
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プ
レ
ー
ヤ
ー
を
運
転

中
、
果
樹
の
主
枝
の
直
近
で
頭
を
傾
け

て
避
け
た
も
の
の
、
Ｓ
Ｓ
の
異
音
に
気

づ
い
て
運
転
席
の
メ
ー
タ
ー
を
確
認

し
よ
う
と
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をを
上上
げげ
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、、
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部部
がが
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にに
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。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
も
飛
ぶ
ほ
ど

の
衝
撃
で
、
頸
椎
亜
脱
臼
。

無
人
運
転
用

モ
ノ
レ
ー
ル
に
乗
っ
て…

ミ
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ン
園
で
無
人
運
転
用
の
モ
ノ

レ
ー
ル
に
乗
り
、
ハ
シ
ゴ
と
刈
払
機
を

運
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し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
防防
風風
垣垣

にに
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つつ
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っっ
てて
脚脚
をを
強強
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。
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乳
中
、
牛
に
蹴
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れ…

酪
農
の
牛
舎
で
乳
房
炎
に
か
か
っ

た
牛
を
一
人
で
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乳
し
よ
う
と
し
た

際
、
誤
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て
患
部
に
触
れ
、
痛
が
っ
た

牛牛
がが
蹴蹴
りり
出出
しし
たた
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足足
がが
胸胸
部部
にに
当当
たた

りり
打
撲
入
院
。

子
供
た
ち
の
声
に
驚
い
た
牛
が…

搾
乳
中
、
近
く
で
小小
学学
生生
がが
大大
声声
でで

挨挨
拶拶
をを
しし
たた
ここ
とと
にに
驚驚
いい
たた
牛牛
が
、
作

業
者
の
左
大
腿
部
付
け
根
を
踏
み
つ

け
骨
折
。

「「安安全全第第一一」」ここそそ
集集落落営営農農のの最最重重要要課課題題

対策のポイント

農作業死亡事故の多くが高齢者
多くの地域で世代交代や担い手の確保が
困難な状況
事故の重大さを集落全体で認識する必要
「迷惑をかける→事故を隠す」につなが
らないよう、ヒヤリハットの共有や危険
個所の改修を徹底

・車高が高い乗用トラク
ターは飛び乗り・飛び
降り厳禁。
・靴底に十分刻みがあ
り、滑りにくい長靴を
使用。
・公道走行に必要な安全
機能が装備されていな
い田植機の移動は、運
搬車を使用。積み込み・
積み下ろしにはあゆみ
板を利用。
・果樹園内の作業路は、
枝葉のかぶさりや旋回
場所などのリスクを毎
年チェック。
・無人運転用モノレール
には乗らない。
・危険行動が予測される
牛の搾乳は複数人で、
牛を保定して行う。
・牛の近くでは大声を出
さず、ゆっくり行動。

出典 「事故事例・事故防止 のキーワード」（農作業安全総合推進協議会）
「農作業安全指導マニュアル」「農作業安全リスクカルテ」（日本農業機械化協会）
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ケ
ガ
に
よ
る
担
い
手
の
離
脱
は

集
落
営
農
の
崩
壊
に
も

水
稲
・
そ
ば
・
麦
・
大
豆
を
作
付
け
る

集
落
営
農
法
人
で
は
、
３
０
㎏
の
個
袋

を
計
量
器
か
ら
パ
レ
ッ
ト
ま
で
運
ぶ

際
、
床
面
か
ら
の
持
ち
上
げ
や
１
０
ｍ

程
度
の
移
動
に
よ
っ
て
ギ
ッ
ク
リ
腰
・

腰
背
痛
が
頻
発
し
て
い
ま
し
た
。

主主
たた
るる
担担
いい
手手
がが
ケケ
ガガ
をを
しし
てて
作作
業業

かか
らら
離離
脱脱
すす
るる
とと
、、地地
域域
全全
体体
のの
営営
農農
にに

影影
響響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
当
初
掲
げ
て
い

た
集
落
営
農
像
も
実
現
で
き
な
く
な
り

か
ね
ず
、法
人
代
表
は「
地
域
の
担
い
手

に
な
っ
た
以
上
、
ケ
ガ
は
自
分
だ
け
の

問
題
で
は
な
い
。地地
域域
にに
迷迷
惑惑
をを
かか
けけ
たた

くく
なな
いい
一一
心心
でで
、、事事
故故
防防
止止
にに
取取
りり
組組
んん

でで
いい
るる
」
と
語
り
ま
す
。

ケ
ガ
で
地
域
に

迷
惑
を
か
け
て
し
ま
う

ト
ラ
ク
タ
ー
か
ら
の
降
車
時
、

凍
っ
た
地
面
で
足
を
滑
ら
せ…

乗
用
ト
ラ
ク
タ
ー
で
除
雪
中
、
障
害

物
に
気
づ
い
て
ト
ラ
ク
タ
ー
か
ら
飛

び
降
り
よ
う
と
し
た
際
、
凍凍
っっ
たた
地地
面面

でで
足足
をを
滑滑
らら
せせ
てて
仰仰
向向
けけ
にに
倒倒
れれ
、
右

肩
を
強
打
。

田
植
え
機
に
肥
料
を

補
給
し
よ
う
と
し
て…

２
０
㎏
の
肥
料
袋
を
抱
え
て
田
植

え
機
の
前
部
に
乗
っ
た
際
、
足
を
滑
ら

せ
て
転
倒
。
田田
植植
ええ
機機
にに
腰腰
とと
背背
中中
をを

強強
打打
し
、
脊
椎
骨
折
と
打
撲
。

あ
ゆ
み
板
が
外
れ

田
植
機
が
体
の
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に…

運
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車
の
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ら
田
植
機
を
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、
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ゆゆ
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そそ
うう
にに
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たた
た
め
、
と
っ
さ
に
飛
び

降
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た
と
こ
ろ
、
上
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ら
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機機
がが
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き
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左
大
腿
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折
。

・事故発生時の手順書を明示。
・作業時は各自が救急箱を持参。
・ヒヤリハット事例を地図アプリと簿
冊で共有。
・朝礼で作業場所付近の危険個所
やドローン作業における事故防止
を注意喚起。
・トラクター作業では必ずヘルメット
装着、片ブレーキ厳禁、修理点検
時のエンジン停止などを徹底。
・危険が予想される個所での草刈り
作業は２人以上で行う。
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農
作
業
事
故
の
当
事
者
が
語
る…

…ヒ
ヤ
リ
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ッ
ト
の
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有
は

恥
ず
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し
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と
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な
い

Ｇ
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農
業
生
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工
程
管
理
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体
認
証
に
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組
む
別
の
集
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営
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法
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で
は
、
乾
燥
調
製
施
設
内
で
荷
物
を

持
ち
上
げ
る
際
に
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起起
物物
でで
頭頭
部部
をを
強強

打打
しし
たた
りり
、、脚脚
立立
かか
らら
のの
落落
下下
、、鎌鎌
やや
カカ

ッッ
タタ
ーー
にに
よよ
るる
切切
傷傷
な
ど
の
事
故
が
発

生
し
て
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ま
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た
。
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こ
で
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ト
の
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有
は
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と
で
は
な
い
」
と
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意
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ら
、
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事
者
同
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で
ヒヒ
ヤヤ
リリ
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ッッ

トト
事事
例例
をを
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有有
化化
。
作
業
日
誌
の
ほ
か

ス
マ
ホ
か
ら
も
記
載
で
き
る
よ
う
に
し

た
り
、
作
業
に
行
く
際
は
ス
マ
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の
ア

プ
リ
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ら
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険
を
知
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せ
る
通
知
を
表

示
。
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か
に
も
、
作
業
が
困
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な
箇
所

（
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ま
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農
道
か
ら
水
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の
進
入
路

な
ど
）
は
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ン
が
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る
な
ど
、
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回
避
に
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ま
す
。
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で
Ｓ
Ｓ
運
転
中
、

主
枝
に
頭
部
を
打
ち
つ
け…

ス
ピ
ー
ド
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
を
運
転

中
、
果
樹
の
主
枝
の
直
近
で
頭
を
傾
け

て
避
け
た
も
の
の
、
Ｓ
Ｓ
の
異
音
に
気

づ
い
て
運
転
席
の
メ
ー
タ
ー
を
確
認

し
よ
う
と
顔顔
をを
上上
げげ
たた
際際
、、
頭頭
部部
がが
主主

枝枝
にに
激激
突突
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
も
飛
ぶ
ほ
ど

の
衝
撃
で
、
頸
椎
亜
脱
臼
。

無
人
運
転
用

モ
ノ
レ
ー
ル
に
乗
っ
て…

ミ
カ
ン
園
で
無
人
運
転
用
の
モ
ノ

レ
ー
ル
に
乗
り
、
ハ
シ
ゴ
と
刈
払
機
を

運
搬
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
防防
風風
垣垣

にに
ぶぶ
つつ
かか
っっ
てて
脚脚
をを
強強
打打
。

搾
乳
中
、
牛
に
蹴
ら
れ…

酪
農
の
牛
舎
で
乳
房
炎
に
か
か
っ

た
牛
を
一
人
で
搾
乳
し
よ
う
と
し
た

際
、
誤
っ
て
患
部
に
触
れ
、
痛
が
っ
た

牛牛
がが
蹴蹴
りり
出出
しし
たた
左左
足足
がが
胸胸
部部
にに
当当
たた

りり
打
撲
入
院
。

子
供
た
ち
の
声
に
驚
い
た
牛
が…

搾
乳
中
、
近
く
で
小小
学学
生生
がが
大大
声声
でで

挨挨
拶拶
をを
しし
たた
ここ
とと
にに
驚驚
いい
たた
牛牛
が
、
作

業
者
の
左
大
腿
部
付
け
根
を
踏
み
つ

け
骨
折
。

「「安安全全第第一一」」ここそそ
集集落落営営農農のの最最重重要要課課題題

対策のポイント

農作業死亡事故の多くが高齢者
多くの地域で世代交代や担い手の確保が
困難な状況
事故の重大さを集落全体で認識する必要
「迷惑をかける→事故を隠す」につなが
らないよう、ヒヤリハットの共有や危険
個所の改修を徹底

・車高が高い乗用トラク
ターは飛び乗り・飛び
降り厳禁。
・靴底に十分刻みがあ
り、滑りにくい長靴を
使用。
・公道走行に必要な安全
機能が装備されていな
い田植機の移動は、運
搬車を使用。積み込み・
積み下ろしにはあゆみ
板を利用。
・果樹園内の作業路は、
枝葉のかぶさりや旋回
場所などのリスクを毎
年チェック。
・無人運転用モノレール
には乗らない。
・危険行動が予測される
牛の搾乳は複数人で、
牛を保定して行う。
・牛の近くでは大声を出
さず、ゆっくり行動。

出典 「事故事例・事故防止 のキーワード」（農作業安全総合推進協議会）
「農作業安全指導マニュアル」「農作業安全リスクカルテ」（日本農業機械化協会）

監修 全国農業改良普及支援協会
制作協力 株式会社コセプロ

ケ
ガ
に
よ
る
担
い
手
の
離
脱
は

集
落
営
農
の
崩
壊
に
も

水
稲
・
そ
ば
・
麦
・
大
豆
を
作
付
け
る

集
落
営
農
法
人
で
は
、
３
０
㎏
の
個
袋

を
計
量
器
か
ら
パ
レ
ッ
ト
ま
で
運
ぶ

際
、
床
面
か
ら
の
持
ち
上
げ
や
１
０
ｍ

程
度
の
移
動
に
よ
っ
て
ギ
ッ
ク
リ
腰
・

腰
背
痛
が
頻
発
し
て
い
ま
し
た
。

主主
たた
るる
担担
いい
手手
がが
ケケ
ガガ
をを
しし
てて
作作
業業

かか
らら
離離
脱脱
すす
るる
とと
、、地地
域域
全全
体体
のの
営営
農農
にに

影影
響響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
当
初
掲
げ
て
い

た
集
落
営
農
像
も
実
現
で
き
な
く
な
り

か
ね
ず
、法
人
代
表
は「
地
域
の
担
い
手

に
な
っ
た
以
上
、
ケ
ガ
は
自
分
だ
け
の

問
題
で
は
な
い
。地地
域域
にに
迷迷
惑惑
をを
かか
けけ
たた

くく
なな
いい
一一
心心
でで
、、事事
故故
防防
止止
にに
取取
りり
組組
んん

でで
いい
るる
」
と
語
り
ま
す
。

ケ
ガ
で
地
域
に

迷
惑
を
か
け
て
し
ま
う

ト
ラ
ク
タ
ー
か
ら
の
降
車
時
、

凍
っ
た
地
面
で
足
を
滑
ら
せ…

乗
用
ト
ラ
ク
タ
ー
で
除
雪
中
、
障
害

物
に
気
づ
い
て
ト
ラ
ク
タ
ー
か
ら
飛

び
降
り
よ
う
と
し
た
際
、
凍凍
っっ
たた
地地
面面

でで
足足
をを
滑滑
らら
せせ
てて
仰仰
向向
けけ
にに
倒倒
れれ
、
右

肩
を
強
打
。

田
植
え
機
に
肥
料
を

補
給
し
よ
う
と
し
て…

２
０
㎏
の
肥
料
袋
を
抱
え
て
田
植

え
機
の
前
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に
乗
っ
た
際
、
足
を
滑
ら

せ
て
転
倒
。
田田
植植
ええ
機機
にに
腰腰
とと
背背
中中
をを

強強
打打
し
、
脊
椎
骨
折
と
打
撲
。

あ
ゆ
み
板
が
外
れ

田
植
機
が
体
の
上
に…

運
搬
車
の
荷
台
か
ら
田
植
機
を
バ

ッ
ク
で
降
ろ
す
際
、
ああ
ゆゆ
みみ
板板
がが
外外
れれ

そそ
うう
にに
なな
っっ
たた
た
め
、
と
っ
さ
に
飛
び

降
り
て
伏
せ
た
と
こ
ろ
、
上
か
ら
田田
植植

機機
がが
落落
下下
し
て
き
て
左
大
腿
骨
折
。

・事故発生時の手順書を明示。
・作業時は各自が救急箱を持参。
・ヒヤリハット事例を地図アプリと簿
冊で共有。
・朝礼で作業場所付近の危険個所
やドローン作業における事故防止
を注意喚起。
・トラクター作業では必ずヘルメット
装着、片ブレーキ厳禁、修理点検
時のエンジン停止などを徹底。
・危険が予想される個所での草刈り
作業は２人以上で行う。

地 域

農
作
業
事
故
の
当
事
者
が
語
る…

…ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
共
有
は

恥
ず
か
し
い
こ
と
で
は
な
い

Ｇ
Ａ
Ｐ（
農
業
生
産
工
程
管
理
）の
団

体
認
証
に
取
り
組
む
別
の
集
落
営
農
法

人
で
は
、
乾
燥
調
製
施
設
内
で
荷
物
を

持
ち
上
げ
る
際
に
突突
起起
物物
でで
頭頭
部部
をを
強強

打打
しし
たた
りり
、、脚脚
立立
かか
らら
のの
落落
下下
、、鎌鎌
やや
カカ

ッッ
タタ
ーー
にに
よよ
るる
切切
傷傷
な
ど
の
事
故
が
発

生
し
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
「
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
共
有
は

恥
ず
か
し
い
こ
と
で
は
な
い
」
と
の
意

識
か
ら
、
従
事
者
同
士
で
ヒヒ
ヤヤ
リリ
ハハ
ッッ
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共共
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化化
。
作
業
日
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マ
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ら
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に
し

た
り
、
作
業
に
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く
際
は
ス
マ
ホ
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ア

プ
リ
か
ら
危
険
を
知
ら
せ
る
通
知
を
表

示
。
ほ
か
に
も
、
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業
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箇
所

（
せ
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進
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は
ベ
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が
担
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な
ど
、

危
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回
避
に
努
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ま
す
。
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主
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に
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打
ち
つ
け…

ス
ピ
ー
ド
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
を
運
転

中
、
果
樹
の
主
枝
の
直
近
で
頭
を
傾
け

て
避
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た
も
の
の
、
Ｓ
Ｓ
の
異
音
に
気

づ
い
て
運
転
席
の
メ
ー
タ
ー
を
確
認

し
よ
う
と
顔顔
をを
上上
げげ
たた
際際
、、
頭頭
部部
がが
主主

枝枝
にに
激激
突突
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
も
飛
ぶ
ほ
ど

の
衝
撃
で
、
頸
椎
亜
脱
臼
。

無
人
運
転
用

モ
ノ
レ
ー
ル
に
乗
っ
て…

ミ
カ
ン
園
で
無
人
運
転
用
の
モ
ノ

レ
ー
ル
に
乗
り
、
ハ
シ
ゴ
と
刈
払
機
を

運
搬
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
防防
風風
垣垣

にに
ぶぶ
つつ
かか
っっ
てて
脚脚
をを
強強
打打
。

搾
乳
中
、
牛
に
蹴
ら
れ…

酪
農
の
牛
舎
で
乳
房
炎
に
か
か
っ

た
牛
を
一
人
で
搾
乳
し
よ
う
と
し
た

際
、
誤
っ
て
患
部
に
触
れ
、
痛
が
っ
た

牛牛
がが
蹴蹴
りり
出出
しし
たた
左左
足足
がが
胸胸
部部
にに
当当
たた

りり
打
撲
入
院
。

子
供
た
ち
の
声
に
驚
い
た
牛
が…

搾
乳
中
、
近
く
で
小小
学学
生生
がが
大大
声声
でで

挨挨
拶拶
をを
しし
たた
ここ
とと
にに
驚驚
いい
たた
牛牛
が
、
作

業
者
の
左
大
腿
部
付
け
根
を
踏
み
つ

け
骨
折
。

「「安安全全第第一一」」ここそそ
集集落落営営農農のの最最重重要要課課題題

対策のポイント

農作業死亡事故の多くが高齢者
多くの地域で世代交代や担い手の確保が
困難な状況
事故の重大さを集落全体で認識する必要
「迷惑をかける→事故を隠す」につなが
らないよう、ヒヤリハットの共有や危険
個所の改修を徹底

・車高が高い乗用トラク
ターは飛び乗り・飛び
降り厳禁。
・靴底に十分刻みがあ
り、滑りにくい長靴を
使用。
・公道走行に必要な安全
機能が装備されていな
い田植機の移動は、運
搬車を使用。積み込み・
積み下ろしにはあゆみ
板を利用。
・果樹園内の作業路は、
枝葉のかぶさりや旋回
場所などのリスクを毎
年チェック。
・無人運転用モノレール
には乗らない。
・危険行動が予測される
牛の搾乳は複数人で、
牛を保定して行う。
・牛の近くでは大声を出
さず、ゆっくり行動。

出典 「事故事例・事故防止 のキーワード」（農作業安全総合推進協議会）
「農作業安全指導マニュアル」「農作業安全リスクカルテ」（日本農業機械化協会）

監修 全国農業改良普及支援協会
制作協力 株式会社コセプロVol.3893



みずき通信
身近な話題などありましたらご連絡ください。

総務部組織対策課　☎ 0439（70）1331

令和６年度サツマイモ試し掘り・目合わせ会を開き、生産
者、JA全農ちば、千葉県園芸協会、君津農業事務所、JA職員な
ど17人が参加しました。管内のほ場２箇所で試し掘りを行い、
袖ケ浦市農業センターでの目合わせ会では、今後の管理などに�
ついて意見を交わしました。

小糸イチジク栽培グループ
４人は、袖ケ浦市の早河祥雄
さんのほ場を訪れ、意見交換
を行いました。
当日は、君津農業事務所、
ＪＡ職員も加わり、イチジク
の栽培管理や出荷規格につ
いて意見を交わしました。

関東生乳販売農業協同組合連合会が主催した「第１６
回関東生乳品質改善共励会」で管内２人の酪農家が優良
賞を受賞しました。同会は新鮮で良質な生乳を乳業者に
供給するとともに、乳質向上により生乳の有利販売につな
げることを目的に、品質の優秀な生産者を表彰。生乳品質
の改善意欲の高揚を図ることを目的としています。

◀石村誠子さん（富津市）� 花澤一弘さん（袖ケ浦市）▶

99月月2626日日

88月月2020日日

サツマイモの出来を確認サツマイモの出来を確認

袖ケ浦のイチジク袖ケ浦のイチジク
生産者と意見交換生産者と意見交換

第１６回関東生乳品質改善共励会第１６回関東生乳品質改善共励会
優良賞受賞優良賞受賞

地域ふれあい活動地域ふれあい活動
にぎやかににぎやかに
２支店で地域ふれあい活動を実施しました。これ

は、第六次農業・地域振興計画「農業とＪＡの地域応
援団づくり」に掲げているもので、支店管内の役員、�
総代、生産部会などからなる「ふれあい活動運営委員
会」を設置し、開いたものです。活動をご紹介します。

小櫃地区ふるさと祭りに出店し、ペット茶をはじめ
冷たい飲みものやお菓子を販売。ブースでは、委員や
職員が地域住民と交流を深めました。

99月月1515日日
小櫃支店小櫃支店
ふれあい活動ふれあい活動

トラック市を開催し、新鮮な農産物やかき氷など
の販売や抽選会を開きました。また、職員が講師とな
りＪＡバンクアプリのスマホ教室も開きました。

99月月2121日日
周南支店周南支店
ふれあいまつり�トラック市ふれあいまつり�トラック市
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小櫃小学校の５～６年生は、４月に田植えをした田んぼで
稲刈りを行いました。当日は、地元農家が協力して児童に手刈
りや稲の束ね方を指導しました。刈り取った稲は、５～８束ず
つ長さを揃えて結び、天日干しの「おだかけ」にも挑戦しまし
た。今後は、脱穀などを体験し、精米後「味楽囲おびつ店」で
対面販売をする予定です。

北子安小学校５年生は、総合学習の中で５月に田植えをし
て管理をしてきた校内にある田んぼで稲刈りを行いました。当
日は、経済部直売課の職員が講師となり、鎌の使い方や手刈
りの仕方を実演しながら説明。児童は、はじめての稲刈りに緊
張しながらも、丁寧に刈り取っていきました。

99月月77日日 99月月1515日日 99月月2222日日

99月月1212日日 99月月1818日日
君津市立北子安小学校君津市立北子安小学校
稲刈り稲刈り

君津市立小櫃小学校君津市立小櫃小学校
稲刈り稲刈り

君津市認定農業
者協議会と君津稲
作部会などは、小糸
小学校５年生を対象
に、稲刈り体験を行
いました。当日は、協
議会の朝生博之会
長、稲作部会の朝生
良重部会長、JAの大
古政昭常務、君津農
業事務所、君津市の
職員も参加し児童た
ちに稲刈りを指導し
ました。

99月月2424日日君津市認定農業者協議会君津市認定農業者協議会
君津市立小糸小学校で稲刈り君津市立小糸小学校で稲刈り

新米新米まつりまつり大大盛況盛況 直売所３店舗で行った「新米まつり」は、一升マ
スすくいどりや今摺り米などの新米を求める多く
の来場者で賑わいました。
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周南支店 0 4 3 9 ( 5 2 ) 0 1 1 8
周西支店 0 4 3 9 ( 5 2 ) 1 2 3 1
小櫃支店 0 4 3 9 ( 3 5 ) 2 5 1 1
久留里支店 0 4 3 9 ( 2 7 ) 3 2 5 1

亀山支店 0 4 3 9 ( 3 9 ) 2 1 1 1
小糸支店 0 4 3 9 ( 3 2 ) 2 5 9 1
平川支店 0 4 3 8 ( 7 5 ) 2 2 5 1
袖ケ浦支店 0 4 3 8 ( 6 2 ) 2 2 3 1

大佐和支店 0 4 3 9 ( 6 5 ) 0 0 3 8
富津支店 0 4 3 9 ( 8 7 ) 0 7 1 7
天羽支店 0 4 3 9 ( 6 7 ) 0 1 0 3
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農営かわら版
君津農業事務所�改良普及課　☎ 0438-23-0299

春野菜の作付け準備と定植後の管理春野菜の作付け準備と定植後の管理

栽培管理
○	定植の20日前までに、完熟堆肥、苦土石灰、石灰窒素を、畝づくりの際にジシアン555を散布しま	
しょう。
○株間・条間それぞれ15cmの有孔黒マルチフィルムを使用し畝を作りましょう。
○10月下旬～11月上旬に、約3cmの深さ(葉鞘の半分が埋まる程度)に植えましょう。
○追肥は、12月下旬、2月中旬、3月中旬の3回、NKグリーン等を施用しましょう。

栽培管理
○128穴セルトレイを使用して育苗します。光好性種子のため覆土は薄くしましょう。
○	定植の2週間以上前に苦土石灰を、1週間前までに完熟堆肥を全面散布し耕耘します。畝づくりの際
に、ジシアン555や野菜専用Dd404をベッド部分に散布しましょう。
○黒マルチフィルムを使用し、株間33cm、条間30cm、3条又は4条で定植します。
○	平均気温が10℃以下になったらトンネルで被覆しましょう。1月中旬以降は、結球を確認後、トンネル	
内に不織布等でべたがけし、保温・保湿を行いましょう。トンネル内が高温多湿にならないように	
換気に注意しましょう。

病害虫防除
○	ネキリムシ類の被害が見られたら、捕殺するとともに、薬剤
散布を行いましょう。
○	白色疫病は、気温15～20℃で、降雨が続くと多発するの
で、このような条件下では定期的に薬剤散布を行いま	
しょう。
○	2月中旬以降、べと病、腐敗病対策の薬剤を散布しましょう。

病害虫防除
○	オオタバコガ、ハスモンヨトウ、アブラムシ類の
被害が見られたら、薬剤散布を行いましょう。
○	すそ枯れ病、べと病、菌核病の発生に注意し、
べたがけ前に予防しましょう。

収穫
○	ほ場の80%以上が倒伏した
ら、葉が緑色のうちに収穫し
ましょう。
○	収穫は晴天の日に行い、収
穫したらすぐに風乾しましょ
う。

収穫
○	球が締まり過ぎないように、収穫遅れに注
意しましょう。

○	収穫後は切り口を上にして30分程度乾燥
させ汚れを防止しましょう。

君津農業事務所
改良普及課
中央グループ
普及技術員

柴田 友作です。

時期
10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

主
な
作
業

タマネギ

レタス

定植定植

播種播種 防除（すそ枯れ病など）防除（すそ枯れ病など）

トンネルトンネル

追肥追肥 追肥追肥 追肥追肥 収穫収穫

収穫収穫

防除（べと病など）防除（べと病など）

定植定植

1 タマネギ

2 レタス
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家庭
菜園

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
を
建
て
て
、
冬
で
も
野
菜
を
作
ろ
う

の
高
さ
）と
軒
高（
ハ
ウ
ス
の
左
右
の
柱
の

高
さ
）の
差
が
大
き
い
と
、
積
雪
が
あ
る
地

域
で
は
雪
が
落
ち
や
す
く
な
り
ま
す
。
降

雪
や
強
風
が
予
測
さ
れ
る
と
き
は
、
筋
交

い
を
通
し
て
ハ
ウ
ス
の
強
度
を
上
げ
ま
す

（
図
1
）。

（
2
）建
て
る
場
所

　

南
北
建
て
と
東
西
建
て
が
あ
り
、
南
北
建

て
は
日
射
が
平
均
的
に
な
り
、
管
理
が
し
や

す
い
の
で
一
般
的
で
す
。
野
菜
の
生
育
に
欠

か
せ
な
い
光
合
成
は
、
主
に
午
前
に
行
わ
れ

る
た
め
、
朝
日
が
よ
く
当
た
る
場
所
に
設
置

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

（
3
）被
覆
素
材

　

被
覆
素
材
に
は「
農
ビ（
塩
化
ビ
ニ
ー
ル�

フ
ィ
ル
ム
）」が
多
く
使
わ
れ
て
き
ま
し
た�

が
、
最
近
で
は「
農
P
O（
ポ
リ
オ
レ
フ
ィ
ン

系
フ
ィ
ル
ム
）」の
使
用
が
増
え
て
い
ま
す
。

一
般
的
に
、
農
ビ
に
比
べ
農
P
O
は「
保
温

性
が
低
い
」「
こ
す
れ
に
弱
い
」「
裂
け
に
く

い
」「
べ
た
つ
か
な
い
」な
ど
の
特
徴
が
あ
り

ま
す
が
、
栽
培
環
境
や
野
菜
の
種
類
に
合
っ

た
素
材
を
選
び
ま
し
ょ
う（
図
2
）。

［
栽
培
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
］

（
1
）春
と
秋
は
小
ま
め
に
開
け
閉
め
を

　

ハ
ウ
ス
内
が
高
温
に
な
り
過
ぎ
る
と
野

菜
の
生
育
に
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。
日
中
は

急
激
な
温
度
変
化
を
避
け
る
た
め
、
小
ま

め
に
換
気
し
て
、
低
め
の
温
度
を
維
持
し

ま
す
。

（
2
）広
が
り
や
す
い
害
虫
に
要
注
意

　

ハ
ウ
ス
の
中
で
は
、
ダ
ニ
な
ど
の
害
虫
が

出
る
と
広
が
る
の
が
早
い
の
が
難
点
で
す
。

小
ま
め
に
見
回
る
こ
と
と
、
見
つ
け
た
ら
す

ぐ
に
防
除
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
予
防
に

は
、
日
当
た
り
と
風
通
し
を
良
く
し
、
室
内

の
過
湿
、
乾
燥
を
改
善
し
ま
し
ょ
う
。

（
3
）ハ
ウ
ス
内
の
空
間
を
立
体
的
に
使
う

　

野
菜
の
種
類
に
よ
り
草
丈
の
高
低
、
植
え

方
に
よ
っ
て
栽
培
に
必
要
な
空
間
は
異
な

る
の
で
、
陰
を
作
ら
な
い
組
み
合
わ
せ
で
、

立
体
的
に
空
間
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス（
以
下
、
ハ
ウ
ス
）は
低
コ

ス
ト
で
管
理
も
容
易
で
す
。
冬
で
も
収
穫

が
で
き
、
育
苗
に
利
用
し
て「
早
出
し
栽
培
」

も
で
き
る
な
ど
、
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
。

［
ハ
ウ
ス
栽
培
の
メ
リ
ッ
ト
］

（
1
）端
境
期
に
収
穫
で
き
る

　

ハ
ウ
ス
栽
培
は
、
露
地
栽
培
よ
り
も
暖
か

い
環
境
で
野
菜
を
育
て
ら
れ
る
た
め
、
収
穫

期
を
前
倒
し
に
す
る「
早
出
し
栽
培
」は
も

ち
ろ
ん
、
寒
く
な
っ
て
か
ら
収
穫
す
る「
抑

制
栽
培
」も
で
き
ま
す
。

（
2
）安
定
生
産
が
で
き
る

　

露
地
栽
培
で
は
、
雨
に
よ
る
泥
跳
ね
で
野

菜
が
汚
れ
る
、
病
害
が
広
が
る
、
ト
マ
ト
で

は
裂
果
や
腐
敗
を
招
く
の
に
対
し
、
ハ
ウ
ス

に
は
露
地
栽
培
に
は
な
い
雨
よ
け
効
果
が

あ
り
ま
す
。

（
3
）良
い
環
境
で
作
業
が
で
き
る

　

雨
や
風
が
防
げ
る
の
で
天
候
に
あ
ま
り

左
右
さ
れ
ず
農
作
業
が
で
き
、
作
業
小
屋

と
し
て
も
利
用
で
き
ま
す
。
暑
い
と
き
は
、

ブ
ル
ー
シ
ー
ト
な
ど
を
か
ぶ
せ
て
日
陰
を

作
り
ま
し
ょ
う
。

（
4
）ハ
ウ
ス
で
育
苗
す
る

　

ハ
ウ
ス
は
温
度
管
理
し
や
す
く
、
育
苗
に

適
し
た
環
境
に
な
る
た
め
生
育
が
安
定
し

ま
す
。
さ
ら
に
ト
ン
ネ
ル
で
覆
う
と
保
温
効

果
が
高
ま
り
、
電
熱
温
床
マ
ッ
ト
を
利
用
す

れ
ば
、
育
苗
す
る
野
菜
の
種
類
を
増
や
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

［
ハ
ウ
ス
を
建
て
る
］

（
1
）ハ
ウ
ス
の
構
造

　

ハ
ウ
ス
の
容
積
が
小
さ
い
ほ
ど
温
度
変

化
が
大
き
く
、
容
積
が
大
き
い
ほ
ど
温
度
変

化
が
緩
や
か
な
の
で
、
大
き
い
ハ
ウ
ス
は
温

度
管
理
が
容
易
で
す
。
棟
高（
ハ
ウ
ス
頂
点

●
園
芸
研
究
家
　
　
　
　
成
松
次
郎

※
関
東
南
部
以
西
の
平
た
ん
地
を
基
準
に
記
事
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
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女性部の活動を紹介します女性部の活動を紹介します
Color
ミセスの
色

9
6

9
20 太巻き寿司づくり講習会太巻き寿司づくり講習会

千産千消千産千消
ミニ野菜栽培運動ミニ野菜栽培運動

JA千葉女性部協議会は、千葉市
消費生活センターで「太巻き寿司
づくり講習会」を開き、JAきみつ女
性部から3人が参加しました。当日
は「我が家の愛犬」と「梅の花」2
種類の絵柄に挑戦しました。ま
た、米袋を活用したエコバックづく
りも体験しました。

この運動は、土に触れて、とれたての野菜
で調理を楽しみ、野菜の自給率向上を目的に
部員全員で毎年取り組んでいます。
今年は要望のあった栽培方法書も併せて
配布しました。各支部の役員が引き取ったブ
ロッコリーとキャベツの苗は、部員に配布後、
自宅で栽培に挑戦します。

　女性部に関するお問い合わせは
ＪＡきみつ女性部（事務局：経済部生活課）坂本・中村

☎0439-32-2581

　女性部は、女性の地位向上と明るく豊かな地域社会を目指すこと
を目的とし、「食」と「農」を基軸にＪＡをよりどころにして活動するグ
ループです。
　ＪＡきみつ管内（君津市・袖ケ浦市・富津市）にお住まいの女性の
方なら、どなたでも加入することができます。仲間の輪を広げ、わたし
たちと一緒に楽しく活動しましょう！ 

　● 共同購入運動 　　　　　　● 日帰り研修会　
　● 大豆ひとにぎり運動　　　● ミニ野菜栽培運動
　● レクリエーション交流会　● 防災講習会 など 
　その他、支部別で楽しい行事を予定しています。
　目的別・グループ別の活動もあります。

全体活動予定　※年会費は1,000円です。

こころ豊かで幸せな暮らしを
わたしたちと一緒に目指しませんか？

女性部員募集中！
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今日はコレで
決まり

今日はコレで
決まり

50g。毎食手のひら分くらいの量を食べると良
いでしょう。旬のサンマをかば焼きにすると新
米と一緒においしく食べられます。忙しい朝は、
ヨーグルト・ゆで卵を食べると良いでしょう。
■ ビタミンB６
　カツオ・マグロ・サンマ・玄米・ニンニクな
どに含まれるビタミンB６は、タンパク質の代謝
に関わる栄養素です。食べたものを代謝できる
と、体重が増えにくいので秋の味覚をおいしく
楽しく食べられます。神経や皮膚を正常に保つ
働きもあるため、美しい肌になりたい人は意識
して取ると良いでしょう。料理が苦手な方は、
魚の缶詰を利用すると手軽に取れます。ニンニ
クを炒め物に活用したり、カツオにのせて食べ
るのもお薦めです。
　食べないダイエットは、体調不良を招きます。
食事を抜くと栄養
不足になり、基礎
代謝が低下して
太りやすくなるた
め、3食しっかり
食べるようにしま
しょう。

　食欲の秋といわれるように、四季の中でもお
いしい食べ物が増える季節です。ついつい食べ
過ぎて体重の増加が気になる方もいらっしゃる
でしょう。今回は、おいしく食べながら健康な
体づくりができるお薦めの栄養素を二つお伝え
します。
■ タンパク質
　肉・魚・卵・乳製品・大豆製品などに含まれ
るタンパク質は、筋肉、皮膚、体の細胞などの
材料になる重要な栄養素です。芋・栗・新米な
どがおいしい季節ですが、タンパク質が不足す
ると食欲が増進する恐れがあります。タンパク
質をしっかり取ると、満腹ホルモン（コレシスト
キニン）が、食欲抑制ホルモン（レプチン）の分泌
を高めるためです。タンパク質の1日の推奨量
は、「日本人の食事摂取基準」（厚生労働省・2020
年版）によると、18歳以上で男性は65g、女性は

栄養士　吉 田 理 江

実りの秋を楽しみながら
健康な体づくり

五目水ギョウザレ
ン
コ
ン
の
す
り
お
ろ
し
が

�

つ
る
り
と
し
た
食
感
の
隠
し
味

作り方
1.	干しシイタケはぬるま湯でもどして薄切りにし、もどし汁は
取っておく。

2.	ニンジンは薄い短冊に、カブは１㎝厚さのくし形に、葉は３～
４㎝長さに切る。

3.	Ａをよく混ぜて種を作り、小さじ１杯くらいずつギョウザの皮
にのせ、端に水をつけて包む。

4.	鍋に１のもどし汁と水を合わせて６カップ、煮干し、シイタケ
を入れて中火にかけ、沸いてきたらニンジン、カブを入れて５
分ほど煮る。

5.	４にＢを加えて味をととのえ、３を入れ、５分ほど煮て火を通
す。仕上げにカブの葉を加え、火を止めてゴマ油を落とす。

材料（４人分）

・干しシイタケ	・干しシイタケ		 		 	４枚４枚
・ニンジン	・ニンジン		 		 	½本½本
・カブ	・カブ		 		 	２個２個
・カブの葉	・カブの葉		 		 	少少々々
・ギョウザの皮	・ギョウザの皮			 		１袋１袋
　　・豚ひき肉	　　・豚ひき肉		 		 	150ｇ150ｇ
　　・レンコン（すりおろし）	　　・レンコン（すりおろし）		 		 	150ｇ150ｇ
　　・長ネギ（みじん切り）	　　・長ネギ（みじん切り）		 		 	15㎝分15㎝分
　　・塩・ゴマ油	　　・塩・ゴマ油		 		 	各各小さじ½小さじ½
　　・コショウ	　　・コショウ		 		 	少少々々
・煮干し	・煮干し		 		 	１２尾１２尾
　　・固形スープの素	　　・固形スープの素		 		 	１個１個
　　・塩	　　・塩		 		 	小小さじ½さじ½
　　・しょうゆ	　　・しょうゆ																																																																																																	小小さじ1さじ1
・ゴマ油またはラー油・ゴマ油またはラー油

A

B
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き
の

ず
み

な

ず
き

読
者
か
ら
の

　
お
た
よ
り
募
集
中

う
し
ろ
か
ら
芒
の
波
の
音
の
し
て	

道
譯
み
ど
り

自
然
薯
の
深
慮
の
末
に
曲
が
り
け
り	

本
吉　

孝
雄

空
は
秋
噴
水
宙
に
向
い
て
吹
く	

相
川　

新
一

草
固
し
猛
暑
続
き
も
秋
の
汗	

佐
久
間
秀
夫

さ
つ
ま
芋
植
え
た
後
な
し
店
で
買
う	

佐
久
間
文
子

七
五
三
子
の
成
長
が
宝
な
り	

田
島	

博
海

富
弘
の
人
生
想
ふ
月
の
夜	

伯
ヶ
部
喜
久
男

木
漏
れ
日
と
シ
ン
ク
ロ
し
て
る
赤
子
ま
な
こ	

鈴
木　

毅

長
生
き
は
家
族
の
愛
と
共
に
あ
り	

石
井　

敏
雄

酢
に
生
姜
和
え
て
喉
越
す
唐
辛
子	

森
中　

川
門

失
く
し
て
も
買
う
と
出
て
く
る
探
し
物	

藤
倉
冨
二
夫

親
メ
ン
コ
俺
麻
雀
で
子
は
ゲ
ー
ム	

三
澤　

義
郎

実
る
の
に
３
年
か
か
り
ま
し
た

実
る
の
に
３
年
か
か
り
ま
し
た

　　

�

三
幣
さ
ん
（
袖
ケ
浦
市
横
田
）

蘇
鉄
雌
花
も
姉
妹
の
饗
宴

蘇
鉄
雌
花
も
姉
妹
の
饗
宴

　　

�

嶌
野
さ
ん
（
君
津
市
上
湯
江
）

鉄
砲
ユ
リ
が

鉄
砲
ユ
リ
が

た
く
さ
ん
咲
き
ま
し
た

た
く
さ
ん
咲
き
ま
し
た

�

弥
左
衛
門
さ
ん
（
富
津
市
竹
岡
）

今
月
の
ふ
う
り
ゅ
う
び
と

作品は毎月1日までに○月号と記入して
楷書で漢字にはふりがなをお願いします。
尚、誌面の都合上掲載できない場合も
ありますのでご了承ください。	

み
ず
き
の
写
真
館

●
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
を
友
だ
ち
と

一
緒
に
解
き
ま
し
た
。
一
人

で
は
な
か
な
か
言
葉
が
出
て

こ
ず
、
携
帯
電
話
を
使
い
な

が
ら
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

�

（
Ａ
さ
ん　

君
津
市)

編
当
て
は
ま
る
言
葉
が
な
か
な

か
出
て
こ
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
ね
。
ぜ
ひ
、
お
友
だ
ち

と
協
力
し
て
携
帯
電
話
を
片

手
に
全
部
埋
め
て
み
て
く
だ

さ
い
ね
！
こ
れ
か
ら
も
ご
応

募
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
い
つ
も
楽
し
く
読
ま
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
！
久
し
ぶ
り

に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
応
募
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
！

�

（
Ｓ
さ
ん　

袖
ケ
浦
市)

編
ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
応
募
を

始
め
て
、
応
募
者
数
も
復
活

し
て
き
ま
し
た
。
郵
便
料
金

も
変
わ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
み
ず
き
９
月
号
に
載
っ
て
い

た
「
ぶ
ど
う
狩
り
」
の
記
事

を
み
て
、
行
っ
て
み
た
い
と

思
い
ま
し
た
！
富
津
に
住
ん

で
い
て
も
知
ら
な
か
っ
た
の

で
、
ま
た
い
ろ
ん
な
情
報
を

み
ず
き
か
ら
教
え
て
も
ら
え

る
と
嬉
し
い
で
す
ね
。

�

（
Ｔ
さ
ん　

富
津
市)

編
ぶ
ど
う
狩
り
、
た
く
さ
ん
の

方
に
来
場
い
た
だ
き
好
評
で

し
た
。
近
く
に
住
ん
で
い
て

も
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
ね
！

気
づ
く
き
っ
か
け
に
本
誌
を

活
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

情
報
を
発
信
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

晩秋の垂れ下がるクルミ晩秋の垂れ下がるクルミ
愛おしい愛おしい

洋子さん（君津市貞元）

こんなナスこんなナス
できちゃいましたできちゃいました
S.Kさん（君津市山本）

富士の稜線、夕陽が富士の稜線、夕陽が
雲照らし「トリプル」に！雲照らし「トリプル」に！
H.Tさん（君津市南子安）

珍しい写真を
募集

しています。
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き解謎 直売所のお買い物券が
 抽選で当たる

タ
テ
の
カ
ギ

ヨコのカギ

正解の方の中から抽選で10名様に直売所「味
楽囲さだもと店」・「味楽囲おびつ店」・「ゆりの里」
どこでも使えるお買い物券をプレゼントします。

当選おめでとうございます。（敬称略）

★応募方法

①答え
②住所（郵便番号）
③氏名
④年齢
⑤電話番号
⑥�みずきの感想
・近況・ふだん考えていること

292−114
7
君
津
市
塚
原
185

Ｊ
Ａ
き
み
つ

　

総
務
部
組
織
対
策
課
係

秋葉ちか子� （君津市）
阿部　高秋� （君津市）
佐久本洋直� （富津市）
細谷のり子� （富津市）
渡辺　和彦�（袖ケ浦市）

斉藤　進� （君津市）
倉田　保� （君津市）
小泉　和男� （富津市）
塩谷　幸夫�（袖ケ浦市）
関　大地� （袖ケ浦市）

応募総数
� 154通

正解者数�
� 154通

四
年
生
疎
開
せ
し
友
皆
帰
り	

	
	

我
の
み
富
津
の
子
に
な
り
に
け
り	

横
室　

祥
子

七
五
三
今
の
安
全
願
い
つ
つ	

	
	

孫
の
育
成
祖
父
母
想
い
し	

田
島　

博
海

蝶
の
舞
両
耳
タ
ッ
グ
仔
牛
等
は	

	
	

違
和
感
覚
え
パ
タ
パ
タ
揺
ら
す	

三
上　

芳

姉
の
よ
う
に
慕
い
し
人
の
葬
儀
終
え	

	
	

見
上
ぐ
る
空
に
秋
の
風
立
つ	

和
田
み
つ
子

夏
終
わ
り
秋
へ
の
階
段
少
し
ず
つ	

	
	

ま
だ
ま
だ
遠
き
に
聞
こ
え
る
虫
の
音
に	

鳥
飼　

歌
子

友
の
父
母
共
に
農
業
続
け
来
て	

	
	

笑
顔
で
話
す
米
寿
の
祝
い	

宮
川　

智
子

論
破
よ
り
60
%
で
ま
っ
、
い
っ
か
♪	

	
	

合
縁
奇
縁
の
古
希
の
仲	

山
口　

睦
子

リ
ハ
ビ
リ
の
痛
さ
辛
さ
に
音
を
あ
げ	

	
	

家
に
帰
れ
ば
物
価
高
に
値
を
あ
げ
る	

石
井
富
美
江

山
の
端
に
朝
日
が
昇
る
煌
光
と	

	
	

生
き
て
い
れ
ば
生
き
て
こ
そ
よ
と	

豊
蔵
え
み
子

洗
濯
機
の
洗
う
水
音
に
励
ま
さ
れ	

	
	

我
も
家
事
に
と
体
が
動
く	

大
岩　

静
江

※ご応募いただいた作品（文芸・写真など）は返却できません。
※投稿は毎月１日に締め切らせていただきます。
※�誌面の都合上、掲載できない場合もございます。予めご了承
ください。
※風流人の投稿もあわせてご確認ください。

住所・氏名・電話番号を明記の上、「JAき
みつ組織対策課係」までお寄せください。

（おたより・写真館・風流人）
 投稿募集中です！

① 郵送
〒292ー1147�君津市塚原185
② メール
mizuki@ja-kimitu.or.jp

※�写真館は、郵送か
　メールでお寄せください。0439（32）5671

③ FA X

二重マスの文字を A 〜 D の順に
     並べてできる言葉は何でしょうか ?

1	11月23日は勤労――の日。国民の祝日です
2	灰皿にたまります
3	『――の精神』はモンテスキューの著書です
4	広島県の紅葉の名所のひとつ。世界遺産の神社があります
5	焼き鳥を食べると残るもの
7	金融――、――�一髪
9	そば屋や居酒屋の入口にかけられていることも
11	ギンナンがなる木
12	「九里よりうまい十三里」と売りに来るもの
13	茶わんと反対の手で持ちます
14	3の3――は9です
15	クリの実を守るトゲトゲ

1	 「
鳥
」よ
り
一
画
少
な
い
鳥

3	

―
―
園
に
子
ど
も
を
迎
え
に
行
っ
た

6	

お
父
さ
ん
そ
っ
く
り
!�

ま
る
で
―
―
ね

8	

料
理
店
の
メ
ニ
ュ
ー
表
を
こ
う
呼
ぶ
こ

と
も

10	

美
空
ひ
ば
り
の
ヒ
ッ
ト
曲
。「
柔
」
と

書
き
ま
す

11	

患
者
を
診
ま
す

13	

頭
に
キ
ュ
ッ
と
締
め
る
も
の

14	

ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
こ
と
で
す

16	

―
―
応
報
、
身
か
ら
出
た
さ
び
だ
ね

17	

漢
字
で
書
く
と
雲
母
。き
ら
ら
と
も
い
う

鉱
物
で
す

� 9月号の
答　え キ レア カツ

LINE公式アカウントから
応募ができる
ようになりま
した !

締切 は1111 2929（金）

リ
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貸家・アパートの資料請求、土地の売買、法律・税務
相談などのお問い合わせは

空いている貸家・アパートご紹介ください。
仲介いたします。お気軽にご相談ください。

随時お受けします

法 律 相 談 実施します
11月15日（金）13：00～15：00	周 西 支 店
1１月27日（水）10：00～12：00	袖ヶ浦支店

税 務 相 談
※法律・税務相談は事前予約が必要です。

JAきみつ不動産センター
君津市久保１−４−１

 ☎ 0439−55−3201
千葉県知事（1）第17718号（一社）千葉県宅地建物取引業協会会員

（公社）全国宅地建物取引業保証協会会員
（公社）首都圏不動産公正取引協議会加盟店

貸家・アパート情報
車検整備

車のことなら
JAきみつの
自動車整備工場へ

車検工賃
普通車 ¥10,000円引き
軽自動車 ¥5,000円引き

●引取
●納車

●代車

●各種お見積り

4つの
無 料
サービス

新規入庫
さらに

で

新車販売 一般修理 鈑金修理

君津自動車整備工場
（自動車統括センター）
☎0439-52-4941
富津自動車整備工場
☎0439-87-0306

ア
パ
ー
ト

家
賃

富津市大堀　３K 敷　金　なし
礼　金　なし
共益費　なし
２階角部屋33,000円

家
賃

君津市東坂田　２K

円

敷　金　2ヶ月
礼　金　なし
共益費　1,000円
駐車場月3,000円
駅近41,000

一
戸
建
て

家
賃

富津市青木　３ＤK 敷　金　2ヶ月
礼　金　なし
共益費　なし
汲み取り35,000円

家
賃

君津市中野　２DK 敷　金　2ヶ月
礼　金　なし
共益費　なし
イオンタウン君津近く52,000円

移動金融店舗 運行スケジュール

※運行予定日が祝日の場合は休業となります。
※�天候不良や車両整備で運行ができない場合や、災害などが発生し、被災地より派遣の要請があった場合は臨時休業となります。

24時間
受付 �0120ｰ031ｰ983

JA 葬祭のおもてなし、
ご遺族の思いをかたちにします�JA葬祭

心の絆を大切に　心のこもったご葬儀で…心の絆を大切に　心のこもったご葬儀で…
ご葬儀ご葬儀は安は安心と信頼の JA 葬祭へ心と信頼の JA 葬祭へ

JA葬儀式場JA葬儀式場  虹のホールきみつ虹のホールきみつ
君津市外箕輪君津市外箕輪4ｰ31ー 84ｰ31ー 8  ☎☎0439ｰ32ｰ19830439ｰ32ｰ1983
施設概要 式場式場……70席　会食室70席　会食室……60席　駐車場60席　駐車場……70台70台

施設概要 式場式場……100席　会食室100席　会食室……72席　駐車場72席　駐車場……120台120台

JA葬儀式場JA葬儀式場  虹のホールおびつ虹のホールおびつ
君津市戸崎字梶開2626ｰ7君津市戸崎字梶開2626ｰ7  ☎0439ｰ35ｰ3699☎0439ｰ35ｰ3699

開催時間は10時～15時まで開催時間は10時～15時まで
虹のホールきみつ�虹のホールきみつ�
第１・第２・第３・第４友引第１・第２・第３・第４友引

事前相談・ホール見学事前相談・ホール見学
承ります承ります

経済事業所（経済事業所（経済センター・購買店経済センター・購買店
配送所・天羽給油所配送所・天羽給油所 ））

土日祝日の営業の変更について土日祝日の営業の変更について
この度、働き方改革の一環として令和６年１０月

５日より、土日祝日の経済事業所の窓口及び天羽
給油所の営業日を下記の通り変更いたしました。
組合員・利用者のみなさまにはご不便をおかけい
たしますが、ご理解のほどお願い申し上げます。ま
た、農繁期の営業については各事業所よりご案内
いたします。

土 日 祝
小櫃経済センター 休 営業 休
上総購買店 営業 休 休
俵田配送所 休 営業 休
小糸経済センター 営業 営業 休
富津経済センター 営業 休 休
天羽購買店 営業 休 休
平川経済センター 営業 営業 休
天羽給油所 営業 休 休

なお、ジャスポートさだもと・こいと・おびつ、
農機統括センター、農機整備工場、味楽囲おびつ
店・さだもと店、ゆりの里、君津・富津自動車整備
工場は変更ありません。

曜日 2024 年�11月
午前

10：00 ～11：30
午後

13：00 ～14：30

火 5・12・19・26 旧清和支店
（君津市西粟倉 115）

自然休養村管理センター
（君津市大岩 286）

水 6・13・20・27 旧富津支店
（富津市富津 1470）

木 7・14・21・28 旧峰上支店
（富津市関尻 468）

関豊ふれあいシニア館
（富津市豊岡 1355-1）
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JAきみつの組合員
 （令和6年8月31日現在）

組 合 員 数 … 21,999人
　正組合員 …10,929人
　准組合員 …11,070人
　組合員資格（出資金名
義など）に変更があった
場合は、お手続きが必要
となります。
　詳しくは最寄りの支店
窓口にお問い合わせくだ
さい。

第
10
回
理
事
会
（
9
月
25
日
開
催
）

理
事
会
報
告

�▼
信
用
事
業
方
法
書（
内
国
為
替
取
引
）の�

変
更
に
つ
い
て

�▼
当
組
合
に
お
け
る
取
引
の
リ
ス
ク
評
価
書

の
一
部
変
更
に
つ
い
て

�▼
役
員
賠
償
責
任
保
険
へ
の
継
続
加
入
に�

つ
い
て

�▼
理
事
と
の
契
約
に
つ
い
て

職 員 の 動き

河 野 　 翼 共済部普及企画課　係
所　属氏　名

令和６年 9 月 21日付

採�

用

令和 6 年 10 月 1日付

異　
動

新　任 旧　任氏　　名
石 井　 正 人 共済部自動車査定課　課長 共済部保全課　課長　

兼　自動車査定課　課長
小 野　 道 代 共済部保全課　課長 共済部保全課　考査役　係

鮎 川　 真 和 小糸経済センター　センター長 富津経済センター　センター長

山 野 井　 弘 富津経済センター　センター長 富津経済センター　センター長代理　
兼　天羽購買店責任者

貝 塚　 慶 太 貞元直売所　考査役（課長待遇） 小糸経済センター　センター長

水 野　 将 樹 貞元直売所　店長 袖ケ浦直売所　係

山 下　 智 之 亀山支店　副支店長 共済部保全課　係長　
（自動車査定業務兼務）

明 石　 秀 之 天羽支店　副支店長 亀山支店　副支店長

栗 原　 博 之 富津経済センター　センター長代理　
兼　天羽購買店責任者 貞元直売所　店長

梅 田　 笑 子 天羽支店　複合渉外係長 天羽支店　副支店長

鶴 子　 智 昭 経済部営農販売課　係 平川経済センター　係

杉 﨑　 桃 子 平川経済センター　係 経済部営農販売課　係

飛 澤　 新 一 共済部自動車査定課　係（嘱託） 共済部保全課　係（嘱託）

教育ローン お子さまのひとり暮らしにかか
る費用にもご利用いただけます！

［保証料含む］

変動
金利

金利引下げ条件適用後金利引下げ条件適用後
最大最大年年1.975%引下げ1.975%引下げ

基準金利基準金利
年3.475%〜年3.475%〜

変動
金利

年�3.40％
［保証料含む］

基準金利基準金利
年5.175%〜年5.175%〜

金利引下げ条件適用後金利引下げ条件適用後
最大最大年年1.775%引下げ1.775%引下げ

多目的ローン さまざまな暮らしの場面で自
由にお使いいただけます !

詳しくは、お近くの支店窓口へお問い合わせください
QRコードは（株）デンソーウェーブの登録商標です。

Ⓒよりぞう 

スマホで簡単仮審査 !
こちらの QR コード
から仮申込!!

マイカーローン 他社の自動車ローンのお借換
も対象となります！

年1.40％
［保証料含む］

基準金利基準金利
年3.725%〜年3.725%〜

金利引下げ条件適用後金利引下げ条件適用後
最大年2.325%引下げ最大年2.325%引下げ

2024 年 10 月 1 日～ 2025 年 4 月 30 日まで

※金利引下げ条件などについては、ホームページをご覧いただくか、お近
くの支店担当者にお尋ねください。

生生 活活 応応 援援 キ ンャ
ーペ ン

JA葬儀式場「虹のホールきみつ」で人形供養を行
い、59組からお預かりした1000体の人形が祭壇に並
びました。供養式には、来場者も参列し、真言宗豊山
派長安寺のご導師が読経で供養しました。祭壇を眺
めて写真に納める来場者もいました。

想い入れのある想い入れのある
人形を供養人形を供養

9
21

桐
ヶ
谷
　
啓
太�

�

（
総
務
部
　
組
織
対
策
課
　
係
長)

日本農業新聞千葉県JA協議会日本農業新聞千葉県JA協議会
記事出稿優績通信員表彰記事出稿優績通信員表彰

理
事
会
表
彰

変動
金利

〜

〜

〜

年�1.40％
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気候もよく、人が動きやすいのでイベントが多い秋ですが、今年は10月に入っても高温が続き、朝晩は肌寒く昼間は暑く、体調を崩しやすい日
が続いています。この気候でイベントの企画、農産物の成長にも影響が出ているそうです。10月5日付日本農業新聞の論説では「人も作物も経
験したことがない高温への対策が迫られている」と記載がありました。そろそろ、私たちの知っている穏やかで遊びに行きたくなる秋はなくなっ
て、この気候が普通になっていくのかもしれませんね…。
私ごとで恐縮ですが、日本農業新聞千葉県JA協議会から記事出稿優績通信員表彰に預かりました。普段、撮る側が多く撮られるのは苦手

なのですが…私には珍しい笑顔の写真を小柴課長に撮っていただきました。撮られる側を経験したので今後の取材に活かしていきたいです。 桐ヶ谷桐ヶ谷

農業まつり
開催のお知らせ開催のお知らせ

直売所イベント１1月

味楽囲おびつ店� 9：00～17：30
味楽囲さだもと店・ゆりの里� 9：30～18：00

営 業 時 間

☎0439（35）3144

藤村店長藤村店長

インスタ
更新中！

ミニイベント�
ミニイベント�秋の感謝祭
店頭販売開催

�16日�（土）
�24日�（日）
�土日祝日

☎0439（52）8311

水野店長水野店長

インスタ
更新中！

齊藤店長齊藤店長

インスタ
更新中！

☎0438（60）2550

秋の味覚感謝祭
ミニイベント�

�10日�（日）
�24日�（日）

※毎月第２水曜日は店舗休業日となります。（８月を除く）
１1月13日・12月11日

クレープの日
ミニイベント�秋の感謝祭

�９のつく日
�23日�（土）

　今年の「農業まつり」は、下記日程・会場で
開催する運びとなりました。
　詳細につきまして、次号にてご案内させていた
だきます。

	日時：	令和6年� �
12月7日�（土）�9:30～

		場所：	君津市民文化ホール	 	
（君津市三直622）


